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　まず俺の右腕が斬きり飛ばされた。

「おおっと！　うっかり神官様の腕うでを斬っちまったぜ！」

　髭ひげ面づらの兵士が大おお仰ぎように叫さけび、それを見た仲間の兵士たちも耳みみ障ざわりな嗤わらい声を上げた。

　整然と並ぶ長なが椅い子す。虹にじ色いろのステンドグラス。そして白き聖母像。

　ここは、小さな村にある寂さびれた教会だ。

　俺の目の前で、兵士たちはうずくまる女を取り囲んでいた。

　女のボロ切れのような服から覗のぞくのは、色素の薄うすい青白の肌はだ。両のこめかみからは、一いつ対ついの短い角が生えている。

　人間ではなく、魔ま族ぞくだ。

　おそらくどこかで人間に捕つかまり、この教会に連れ込まれたのだろう。

　断罪、処しよ刑けい──聞こえてきたのはお決まりの言葉。魔族狩がりなど珍めずらしくもない。

　たとえ、それが身重の母親であってもだ。

「お、お願いです……どうか、この子だけは……」

　魔族の女が膨ふくらんだお腹なかをかばうように伏せ、怯おびえながら懇こん願がんする。髭面の兵士はそれを一いち瞥べつすると、汚よごれたブーツで彼女の頭を踏ふみつけた。

「ウゼえんだよ！　魔族が一丁前にガキなんて作りやがってよぉ！　てめぇらはなぁ、人間様の家か畜ちくなんだよっ!!」

「もう魔王は死んだんだよ。《七人の勇者》様の手によってな！」

「ひゃははははは!!」

　魔族の女は必死にお腹の赤ん坊を守り続ける。

　切断された俺の腕からは、ボタボタと血が流れ落ちていた。

「おい、立ったまま失神しちまったのか？　こんな人外をかばって災難だったなぁ」

「かばう？　なんのことだ」

「……なに？」

「たかが腕の一本で騒さわぐなと思っただけだ。やるなら、ここを狙ねらえ」

　俺は髭面の兵士に言い、残った左手で自分の首元を示した。

　男の顔に混乱と、わずかな恐きよう怖ふが浮うかぶ。

「イカレ神官が……。ならお望み通り死ねよッ!!」

　困こん惑わくを怒いかりで上書きした髭面が剣けんを振ふりかぶる。

　直後、俺の首は斬り飛ばされた。

　衝しよう撃げきにより身体からだが教会の床ゆかに倒たおれこみ、女の悲鳴と兵士たちの歓かん声せいが上がる。

　だが間もなくして、それらは沈ちん黙もくに変わった。





【不ふ滅めつ者】：自動発動。欠けつ損そん部位を再生開始。所要時間、０・８秒






　俺はゆっくりと身体を起こした。

　暗い魔力の煌きらめきが、俺の全身と切断された肉体の一部を包み込むと、右腕と頭部が瞬しゆん時じに再生・復元された。

「『神は天に在りしゴズインズヘヴン、全て世はオルズライウ事も無しイズザワール』──」

　兵士たちが、ぴたりと動きを止めていた。

　まるで息をすることすら忘れたように、ゆらりと立ち上がった俺を、限界まで見開いた目で凝ぎよう視ししている。

「ひっ──」

「ば、バケモノ……!?」

「てめっ──に、人間じゃねぇのか!?　さては魔族か……!!」

　兵士たちが一いつ斉せいに臨戦態勢をとる。腐くさっても軍人だ。髭面の兵士は歯を剝むき、もう一度俺に向けて、王国制式仕様のロングソードを振り下ろした。

　人差し指をかざす。

　そこに触ふれた刀身が、砂の粒子となって崩くずれた。

「は、はぁ……!?　なにがどうなって──」

「ふたつ教えてやろう。ひとつ、俺は人間だ。ふたつ、俺がここに来たのは、お前たちを殺すためだ」

　俺は兵士たちの右腕に意識を向け、【オルタ・キュア】を発動した。

　途と端たん、全員の右腕が爆ばく発はつした。

　骨ごと粉こな微み塵じんに砕くだけ、飛び散った体液が教会の壁かべを赤く染めた。

　いくつもの耳障りな悲鳴が響ひびきわたる。

「たかが腕の一本で、騒さわぐな」

　血まみれで転げのたうち回る兵士たち。その光景を魔族の女性が呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

　片腕を失った兵士たちが、死に物狂ぐるいで教会の出口へと逃にげ出した。

　だが、ことごとく扉とびらに撥はね返される。
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「な、なんで開かねぇ……!?」

「硬かてぇ……まるで鋼鉄みてぇになってやがる……!!　お、おい！　なんだよ、どうなってんだよこれぇ!?」

　無む我が夢む中ちゆうで扉を叩たたく滑こつ稽けいな兵士たちの背後に、俺はゆっくりと歩み寄った。

「俺の反転魔法【オルタ・フォース】は、この世界の森しん羅ら万ばん象しよう、あらゆる存在を弱体化する。今のお前たちの力は、赤子同然だ」

　ふと教会の端はしに置かれた小さな燭しよく台だいが目に入る。炎ほのおも悪くないだろう。

　俺は【オルタ・フォース】で教会中の耐たい熱ねつ性を奪うばい、炎を増ぞう幅ふく。

　一瞬で辺りが業ごう火かに包まれる。

　急激に熱された空気で、教会のステンドグラスが内側から砕け散った。

　肌を焼く熱気も、むせ返るような血ち腥なまぐささも、俺にはただ心ここ地ちがいい。

「ククッ……」

　苦痛と恐怖に支配された兵士たちは、もはや悲鳴すら上げられない。そんな彼らの代わりに、俺は腹の底から込こみ上がる愉ゆ悦えつの衝動に身を任せた。

　ああ……主しゆに感謝を捧ささげよう。

　今もまたこうして、俺に正しき復ふく讐しゆうの機会を与あたえてくれたのだから。

「さあ、好きなだけ神に祈いのれ」

　血と煤すすまみれで必死に扉を叩く兵士たちに、俺は厳おごそかに告げた。

「どうした。なぜ祈らない？　それとも祈りの言葉すら忘れたのか？」

「畜生っ!!　お、オレたちは勇者様の兵士だぞ……!?」

　涙なみだと唾だ液えきと鼻水にまみれた髭面が、目を血走らせて吠ほえる。

「人間以外の家畜どもは皆みな殺ごろしだ！　それが、世界を救った《七人の勇者》様のお言葉なんだからなぁっ！　ひ、ヒヒッ！」

「なら、なぜ俺の妹を殺した」

「は……はぁ……？」

「なぜだ。答えろ」

　俺の問いに、男は戸惑いを見せる。

　知っているのならば答えてほしかった。

　なぜだ。なぜ、なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ──

「お、オレはお前の妹なんか知らねぇ……!!　てめぇ、神に仕える身でこんなことをして許されると思ってんのか!?」

「そうだ。主しゆはなにもしてくれない。だから──」

　俺は髭面に向かってを手をかざし、宣告した。




「神の代わりに、俺がお前たちを殺す」




　兵士たちはひとり残らず、炎の燃え盛さかる教会のなかで絶命した。

　その断末魔がこれまで失われた命の鎮ちん魂こん歌かになれと、俺は祈った。

　それが神官としての、せめてもの責任だったからだ。

「レイズ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　気を失った魔族の女を抱かかえて教会を出ると、シルファが俺を待っていた。

　人間とは異なる深しん紅くの瞳ひとみが、俺を不安そうに憂うれいている。

「ああ。問題ない」

「待って、レイズも怪け我がしてる」

　シルファに言われ、俺は自分の頰ほおに触れた。ガラス片で切ったのか、わずかに裂さけて血が出ている。

「大丈夫だ。俺には……治ち癒ゆは必要ない」

　その言葉通り、頰の傷は瞬またたく間に閉じ、元通りになる。

　そうだ。俺に必要なのは癒いやしではない。破は壊かいと殺さつ戮りくだ。

　これまで癒してきた傷の分だけ、俺は壊こわし続ける

　これまで救ってきた命の分だけ、俺は殺し続ける。

　なぜなら、それが俺の──




《七人の勇者》に復讐する、俺の使命なのだから。








一話　癒しの誓ちかい









　四ヵ月と十日前──




　魔ま王おう城にもっとも近い街とされる要よう塞さい都市。

　そこにある大神しん殿でんの支部で、俺は神官としての職務にあたっていた。

　目の前に座るイオナ様がこちらに背中を向け、その生なま肌はだをさらしている。彼女はうなじから髪かみを胸むな元もとにたぐりよせ、無防備な姿をあらわにする。俺は邪よこしまな気持ちを抱いだかないようにかざした手のひらに意識を集中させ、呪じゆ文もんを詠えい唱しよう。

「天に在りし我らの父なり母なる神よ、敬けい虔けんなる汝なんじの子らの傷を癒し給たまえ」

　回復魔法【キュア】が発動。

　激しい戦いの傷きず痕あと──背中にあった痛々しい裂れつ傷しようが、見る見るうちに完治し、元通りの健全な素す肌はだを取り戻もどした。

　緊きん張ちようが解け、俺は安あん堵どの息をついた。

　イオナ様ははだけていた着衣を整えると、こちらを振り返った。

「ありがとう、天才神官さん。相変わらずいい腕うでね」

「滅めつ相そうもございません。俺にできることは、これくらいのものですから……」

「謙けん遜そんしないで。完全治癒ができる神官は、そうはいないわ」

　イオナ様の見み透すかすような微笑ほほえみに、俺は思わずどきりとした。

　ローブの裾すそとともにひるがえった赤毛の髪が、朝あさ陽ひの光を受けてきらきらと輝かがやく。

　彼女は十八歳の俺と変わらない年とし頃ごろの少女だが、その堂々として気品あふれる立ち振ふる舞まいは、ずっと年上にも感じられた。宝石のようなエメラルド色の瞳に見つめられると、魅み了りようの《魔法》にでもかかったような気分になる。

　イオナ・ヴァーンダイン。千年に一度の才を持つ、伝説の魔法使いだ。

　そんな御お方かたから感謝される。それだけで俺には身に余る光栄だった。

「ははっ。さすがは、大神殿の若き英才だな」

　大神殿の広間に、快活な声が響いた。

　お褒ほめの言葉をかけてくれたその御方の名は、ディーン・ストライア。

　精せい悍かんな顔つきと、力強く生命力にあふれた立ち姿。

　伝説の勇者、その人である。

「さすが最年少で大神殿の神官になっただけのことはある。神官といえども、【完全治癒】の能力を持つものは少ない」

「がはは、オレ様もこいつの【レイザー】で生き返らせてもらってるしな。王国を出発してから、どれだけ世話になったか覚えてねーくらいだ」

　男のような豪ごう快かいな笑い声を上げたのは、露ろ出しゆつ度どの高い鎧よろいに身を包んだ褐かつ色しよくの少女。

　ギンカ・ブルアクス様は、伝説の戦士だ。

　長い付き合いではあるが、この御方たちと俺では立場があまりにも異なる。俺は所しよ詮せん、ただのいち神官に過ぎないのだから。

「とにかく、あなたには本当に助けられているわ。えっと確か……」

「はい、レイズ・アデッドと申します」

「ああ、そうだったわね。では、レイズ・アデッド。お礼と言ってはなんだけど、いいものを見せてあげる」

　イオナ様はそう言うと、俺の前で人差し指を立てた。

　その指先に、小さな光が灯ともる。

　それはふっと浮うかび上がると、大神殿の高い天てん井じよう付近まで上じよう昇しようし、弾はじける。

　鮮あざやかな虹にじ色いろの光が、花のように咲さき広がった。

　俺はそれを見上げ、思わず感かん嘆たんの声を上げた。

「美しい……」

「ふふっ、どう？」

　イオナ様は得意げに微笑んだ。だがディーン様は呆あきれたように肩かたをすくめる。

「やれやれ……。また勝手に新しい魔法を作ったのか？」

「いいでしょべつに。綺き麗れいなんだし」

「魔物との戦いでどう役に立つかさっぱりだぜ……。よし、じゃーオレ様もなにか特技を披露しなきゃな。この大神殿の柱を素す手でで叩き割るってのはどうだ!?」

「却きやつ下かだ。神殿を利用するのは、俺たちだけじゃないんだぞ」

「相変わらず、筋肉バカね」

　和なごやかな雰囲気につられ、俺もつい笑ってしまう。

　いつのまにか、【キュア】を使用した疲れはどこかへと吹ふき飛んでいた。

「さて……そろそろ休養は十分だな。イオナ、ギンカ、出発しよう。メビウスたちを呼んできてくれ」

　ディーン様がその聖せい剣けんと盾たてを手に取り、身にまとう。

「すべての人々が、俺たちが魔王を倒たおすその瞬しゆん間かんを待っているのだから」

　ああ──

　俺はその彼の姿に、神こう々ごうしさを見た。

　この三人の御方、そして今この場にはいないが、あと四人の御方が、この地で最後の戦いに臨のぞむ準備をしている。

　世界の命運を左右する戦いだ。

　彼らは尊敬と称しよう賛さんの意を込こめて、《七人の勇者》と呼ばれる。

　伝説の勇者、ディーン・ストライア。

　伝説の魔法使い、イオナ・ヴァーンダイン。

　伝説の戦士、ギンカ・ブルアクス。

　伝説の武ぶ闘とう家か、フェイ・リーレイ。

　伝説の狩人かりうど、ヒサメ・クウガ。

　伝説の錬れん金きん術じゆつ師し、アリシャ・ミスリル。

　そして伝説の賢けん者じや、メビウス。

　この七人の御方たちこそ、この世界の生ける希望だ。

「──どうか勇者様たちに、主しゆのご加護があらんことを」

　祈りの言葉とともに、俺は勇者様たちの御姿を見送った。

　俺の役目はここまでだ。神官である俺は戦いに参じることはない。魔族や魔物との熾し烈れつな戦場に付いていけるはずもないからだ。

　だからこそ、俺は俺のできることをしよう。そう神に誓った。




　　　　△▼




　都市の大神殿で一日の勤めを果たした俺は、転移魔法を使って村へと帰き還かんした。

　俺の暮らす家は、このありふれた小さな村にある。

　王都《グランダレム》にほど近く、ほとんどの村人は農作業か、俺のように出で稼かせぎができる職業を選んで暮らしている。王都に近いこともあって魔物が出現することも滅めつ多たになく、気候も比ひ較かく的穏おだやかなため、村全体がどこかのんびりとしている。

　辺りはすっかり夜だった。

　静せい寂じやくのなか、俺はそっと我が家の扉とびらを開けた。

　途と端たん、満面の笑えみが俺に飛びかかってきた。

「えへへー！　お兄ちゃんおかえりなさいっ！」

　抱だきつかれる、というよりはほとんど体当たりのような衝しよう撃げきと不意打ちで、俺はその場に押し倒されてしまった。

　くるくると愛らしく動く瞳ひとみに、くせっ毛の短い亜あ麻ま色の髪。健康的に伸のびた手足も背せ丈たけも、まだまだ発育途中だ。

「お兄ちゃんどうしたの!?　大だい丈じよう夫ぶ？　もしかして疲つかれてる？」

「いたた……ただいま、リザ」

　馬乗りになったまま不安そうに見下ろす妹に、いつものように苦笑いで答える。

「それより、まだ起きていたのか？」

「うん！　晩ごはん、できてるよ。一いつ緒しよに食べよ♪」

「そのために……わざわざ？」

「とーぜんでしょ。お兄ちゃんと一緒じゃなきゃつまんないもーん」

　リザは相当待ちわびていたのか、その小さな身体からだで俺を強ごう引いんに家の中へと引き入れた。







「あのねあのね、今日、新しいお友達ができたんだよ！」

　リザはスープを口にしながら身体を弾はずませた。

　こうして毎日、リザからその日あったことを聞くのが俺の日課だった。

　今日は特に機き嫌げんがいい。よほど楽しいことがあったのだろう。

「へぇ、近所の子かい？」

「えへへ、えっとねぇ～……うーん、まだ内緒！」

「そっか。じゃあ、その子は男の子？」

「ううん、ちがうよ。あっ！　お兄ちゃんずるい！　聞いちゃだめー」

「ははっ、じゃあ今度紹しよう介かいしてもらおうかな」

「うん、今度ね！」

　俺とリザは、十歳ほど年が離はなれている。だから俺にとっては妹であり、まだまだ夢見がちで甘えたがりな子供という存在だ。

　リザは、俺の唯ゆい一いつの家族である。

　両親を早くに亡なくした俺たち兄妹きようだいは、この村の教会に預けられた。

　そこで俺は神父様のお手伝いをしながら、自立して暮らしていけるようになるため、神官を目指すことを決意した。世の中にはいろいろな《クラス職業》があるが、俺は冒ぼう険けん者になれるほど身体が頑がん丈じようではなかったし、農家や職人になるのもそれなりの元手がいる。

　だが幸い、俺には神官としての適性があったらしい。

　俺が十三歳の時に【完全治ち癒ゆ】という希少な《スキル》が発現し、それが年ねん齢れい的には異例だったらしく、俺は一時的に世間を騒さわがせた。それからは修しゆ行ぎようの場を王都の大神殿に移し、三年ほど前、正式に神官の《クラス》を拝命した。

《七人の勇者》様たちと出会ったのは、ちょうどその頃だ。

　俺は光栄にも、魔ま王おう討とう伐ばつのために旅立つ彼らを、神官として支し援えんする役目を仰おおせつかった。以来、魔族や魔物との戦いで傷つく彼らを癒いやしてきた。

　俺は天才神官などと呼ばれることはあったが、自うぬ惚ぼれたことは一度もない。今も日々、癒しの力を磨みがき続けている。

《七人の勇者》は世界を救おうとしているのだ。

　それに貢こう献けんできるのなら、俺の努力など惜おしくもない。

　そんな彼らに今日も仕えたことを話すと、リザは興奮して瞳を輝かせた。

「イオナさまの魔法!?　リザも見たかった！」

「ははっ。それじゃあ、いつかリザと一緒にイオナ様にお会いできることがあったら、俺から頼たのんでみるよ」

「ほんとっ!?　やったやった！　すっごく楽しみっ！」

　リザはイオナ様に憧あこがれている。俺がよく話を聞かせていたせいで、会ったこともないのに、将来はイオナ様のような魔法使いになるのだと言って憚はばからない。

「お兄ちゃんも、イオナさまみたいな《魔法》はつかえないの？」

「俺には無理だよ。俺が使えるのは、神官としての《魔法》だけなんだ」

「でも、おけがをなおすんでしょう？」

「ああ、そうだ」

「ほかにはほかには!?」

「他には……そうだな。身体に入った毒を清めたり、あと、お化けを祓はらったりかな」

　お化け、という言葉にリザがひっと息を飲んだ。大丈夫だよ、と俺は苦く笑しようする。

　神官の《魔法》は、基本的に戦うためのものではない。





【キュア】……怪け我がや病気を治癒する

【フォース】……身体や武器に加護を与あたえ、強度を高める

【トリト】……毒や麻ま痺ひ、石化や腐ふ食しよくなどの状態異常を浄じよう化かする

【アウェク】……洗脳を解除し、意識を正常に覚かく醒せいさせる

【レイザー】……死者を蘇そ生せいさせる






　このほかにも色々あるけど、残念ながらこの場でリザを喜ばせるのは難しそうだった。

「イオナさまに会いたいなぁ……。ねぇ、いつ？　いつになったら会える？」

「今は我が慢まんするんだ。勇者様たちが、魔王を倒すために戦っているんだから」

　リザは足をぷらぷらさせながら、頰ほおを膨ふくらませる。けれどすぐにころりと表情を変え、朗ほがらかな笑顔を浮うかべた。

「うん、じゃあリザ我慢する。いい子にしてたら、神さまがご褒ほう美びくれるもんね！」

　リザのこの笑顔を見るたび、俺は温かな気持ちで満たされた。

　魔王は強大だ。

　かつて魔王は、この世界のすべてを支配していたという。

　それでも人間は諦あきらめなかった。力をつけ、知識と技術を発展させ、手を取り合いながら魔王の軍勢に抗あらがった。そうして長きにわたる戦いが始まった。人間と魔王軍との争いはもう数百年続いている。この村は比較的安全とは言ったが、一歩でも街や村の外に出れば、そこはもう人間の世界ではない。人々は、見えない恐きよう怖ふと常に戦っている。

　そのとき、俺はリザの手に小さな水みず膨ぶくれができていることに気づいた。

「リザ、その手はどうした？」

「あ……」

　リザがさっと手を隠かくす。俺は小さくため息をついた。

「怒おこらないから、ちゃんと見せなさい」

「うん……」

　リザがおずおずと手を差し出す。軽い火傷やけどだ。痛むだろうに、これまで顔にも出さなかったのは、俺に心配をかけたくなかったのだろう。

　俺はリザの手を取り、短縮呪じゆ文もんで【キュア】を発動した。

　そのとき、俺の脳のう裏りにリザが台所に立っている姿が浮かんだ。

　続いてリザの目線で、火にかけた鍋なべに誤って手が触ふれた。まるで自分の手のように鋭するどい痛みが生じる。

「なるほど……料理をしているときにやったのか」

「えっ……なんでわかったの？」

「癒しの術には、こういうことがたまにあるんだ」

　記き憶おくの伝でん播ぱ──治癒を行う神官には、稀まれに起こる現象だ。

　神官の《魔法》である【キュア】や【レイザー】は、対象の肉体に深く干かん渉しようする行こう為いであり、その相手と精神を同調させる必要がある。だがそれはときに、自分と相手との間で、記憶の混在を生じさせてしまう。

「よく我慢していたね。でも、次からはすぐに言うんだぞ」

　俺がリザの頭を撫なでながら注意すると、リザは素す直なおに頷うなずいた。

　だがそのリザの表情が、ふと不安げに曇くもる。

「ねぇ、お兄ちゃん。勇者さまは……魔王に負けない？」

　俺は一いつ瞬ゆん面食らい、言葉に詰つまった。

　すぐにその戸と惑まどいを隠すようにはっきりと頷いてみせた。

「ああ。絶対に負けないさ」

　そう言いながらも、俺は祈いのり続けていた。

　不滅といわれる魔王を、本当に倒せるのか。それは誰だれにもわからない。

　それでも、きっと彼らならやってくれる。俺はあの頼たのもしい後ろ姿を脳裏に浮かべながら、強くそう信じた。

　きっと来る。平和な世界が。

　そうなれば明日はもっと、希望に満ちた一日になるはずだから。

　俺のその想おもいは、まもなく現実のものとなる。




《七人の勇者》が魔王を討伐したと報しらせが入ったのは、それから数日後のことだった。




　　　　△▼




　途と切ぎれることない歓かん声せいが大通りを埋うめ尽つくしている。

　グランダレム王国・王城前。

　かつて見たことがないほどの数の人々が、凱がい旋せんした《七人の勇者》の姿を一目見ようと集まっている。俺もその群衆に加わっていた。

　あれから今日まで、王都はずっとお祭り騒ぎだった。

　日々、盛せい大だいなパレードが催もよおされ、活力に満ちた熱気が国中を包んでいる。

《七人の勇者》が成し遂とげた、間ま違ちがいなく人の歴史上最大の偉い業ぎようは、当然俺やリザの耳にも届いた。その後、大神しん殿でんの長おさより直じかに聞かされ、改めて現実のものだと理解した。それでも、今この場に立っていてもなお、俺はまだ信じられない気持ちだった。

　だがこの人々の様子を見ていると、すこしずつ現実感が湧わいてくる。

「勇者様だ！」

　群衆の誰かが叫さけんだ。

　すると王城の中央塔とうに、あの精せい悍かんな青年の姿が現れた。

　その隣となりには、この国の王女様の姿もあった。《七人の勇者》全員とはいかなかったが、人々は伝説の勇者と姫ひめ様の並ぶお姿を、大きな声援と拍はく手しゆで迎むかえた。

「英えい雄ゆうディーン・ストライア様！」

「王女様のお姿もあるぞ！」

「魔王を討うち滅ほろぼした、伝説の勇者様よ！」

　熱ねつ狂きようと歓喜の渦うず。

　まさに歴史が変わるその瞬間に自分は立ち会っているのだと、俺は感じた。

　人々の視線がディーン様に注がれる。

「この場に集つどいし人々よ。この国で暮らす人々よ。この世界に生きる、すべての人々よ。

　私たち《七人の勇者》は、その使命を果たし、ここに帰ってきた！」

　勇者様の一声の度たびに、大きな歓声が響ひびきわたる。

　それに応こたえるように、ディーン様が聖せい剣けんを高々と掲かかげた。

「数百年にわたり、この世界に暗黒をもたらし続けた魔王は、この聖剣によって斃たおれた。私たちは、ついに恒こう久きゆうなる平和への道を、勝ち取ったのだ！」

　ひときわ大きな喝かつ采さい。

　勇者様はそれらが静まるのをゆっくりと待った。

「だが、忘れてはならない。これはまだ、希求する平和への、はじまりの一歩にしか過ぎないことを。この世界には、まだ多くの悲しみの種が広がっている。それは、我ら人間とは異なる種族、異なる文明によってもたらされる、災わざわいにほかならない。

　私たち人間は、誇ほこりと、尊厳と、権利にかけて、その災いを滅ぼさねばならない。

　それを為なすのは、英雄と呼ばれる私たちだけではない。この場に集いし、すべての人々の決意と努力によって、為されるものなのだ！」

　これまでとは打って変わり、群衆は固かた唾ずを飲んで英雄の言葉に耳を傾けている。

「私は、勇者ディーン・ストライアの名にかけて、ここに宣言する」

　このとき語られた勇者様の言葉。

　その一言一句を、俺は生しよう涯がい忘れないだろう。

「私は災いの火種たる、異種族を浄化する。そしてその先に、必ず恒久の平和を勝ち取ることを、この世界に対して約束しよう!!」

　静せい寂じやくが人々を包んでいた。

　直後、これまで以上の大歓声が爆ばく発はつした。

　王城の前に集った群衆は、勇者の猛たけ々だけしい言葉に熱狂し、感かん涙るいし、同調していた。

　だが俺の全身は、言い知れぬ感情に打ち震ふるえていた。

　あるいはそれは、純じゆん粋すいなる恐怖だったのかもしれない。

　種族浄化宣言。

　人間以外の知的種族を、この世界から根絶すること。それが英雄となった勇者ディーン様が唱えた最初の言葉。

　たしかにそれは、歴史の大いなる転てん換かん点だった。




　　　　△▼




「魔ま族ぞく狩がり……ですか？」

　俺はゼオラル様のお言葉を、もう一度聞き返した。

　大神殿。

　司教ゼオラル・キリク様を長とし、神官や神官を目指す修道士たちが集う一大組織の名称であり、この王都に置かれた本部そのものを指す名称でもある。

　あの勇者様による『種族浄化宣言』から、約一ヵ月。

　魔王討とう伐ばつに沸わく気運とともに、『種族浄化』の動きは急速に進んでいた。

　それこそ、性急すぎると思わずにはいられないほどに。

「そうだ。我ら大神殿も、全面的にそれを支し援えんする」

　俺の問いに、ゼオラル様ははっきりと頷いた。

「ですが自警団を結成してまで、魔族狩りを行うなど……」

「たしかに魔王は滅びた。だが魔族、魔物……人間に仇あだなす者たちがこの世界に存在する限り、真の平和は訪おとずれぬ。そのための『種族浄じよう化か』なのだ」

　今や王国中の人々が、『種族浄化宣言』を支持している。

　魔族や魔物に家族や友人を殺され、あるいは財産や土地を奪われた人間は数知れない。さらに異種族を排はい斥せきすれば、これまで危険地域とされていた多くの場所を、人間の土地として開拓することができる。人々がこれに賛同するのも当然の反応といえた。

　けれど俺は、いまだ受け入れきれずにいる。

「自警団も、平和を願う人々の思いがあってこそだ」

「しかし──」

「見よ、レイズ・アデッド。聖女様がお見えになる」

　ゼオラル様に言われ、司教室のテラスから、大神殿の演説台を覗のぞき上げた。

　大神殿前の広場には、大勢の群衆が集まっていた。

　そこに姿を現したのは、純白の法ほう衣えに身を包んだ少女だ。その周囲には白銀の甲かつ冑ちゆうを纏まとった騎き士したちの姿もある。

　聖女マリアージュ・クライスト様。

　そして王国最強と名高い、聖教騎士たちだ。

　彼女が眼下の群衆に向かって手を上げると、大きな歓声が湧き起こった。

「マリアージュ様──」

　ごく平凡な村むら娘むすめという出自ながら、神の恩おん寵ちようを賜たまわりし聖女として、ゼオラル様に見み出いだされた御お方かただ。

「皆みなさん！　伝説の《七人の勇者》様により魔王は討ち倒たおされました。天にまします我らの神と、主しゆのご加護を賜りし英雄たちを、ここに称たたえましょう」

　群衆から大きな喝采が上がる。

　一呼吸を置き、マリアージュ様は続ける。

「……しかし、私わたくしは皆さんにお伝えしたいのです。私たちが長きにわたり希ねがい続けてきたものは、真に争いのない世界ではないでしょうか？　誰もが他者を憎にくむことなく、妬ねたむことなく、尊び合う世界のはずです」

　彼女の真しん摯しな言葉が俺の胸を打った。

「大いなる脅きよう威いが去り、平和への道を歩き出した今こそ、私たちは隣りん人じんを赦ゆるし、互たがいに手を取り合うべきときなのです。だから……どうか皆さん、私たちひとりひとりがすべきことを、もう一度お考えください！」

　ふたたびの拍手と歓声。

　だがその中には、生々しい怒ど号ごうも混ざっていた。

「魔族を殺せ！　魔物を滅ぼせ!!」

「私の息子むすこを返して……魔族に殺されたたったひとりの息子を……！」

「この世界は人間のものだ！　魔族を地上から根絶やしにしろ！」

　荒あら々あらしく怨えん嗟さに満ちた声に、マリアージュ様は哀かなしそうに顔を曇らせる。

　彼女の言う隣人とは、人間だけではない。

　魔族やほかの異種族とも手を取り共存できると、彼女は主張しているように思えた。

　だが民衆は誰もが清らかでも、ましてや聖人でもない。それぞれの感情や、集団の姿勢にたやすく飲み込まれてしまう。

　ふと、マリアージュ様がこちらに顔を向けた。

　一瞬、目が合ったような気がした。

　だが勘かん違ちがいだろう。俺のような神官からすれば、聖女様は手の届かない高貴な存在だ。

　しかし、一度だけ直にお話をしたことがある。

　たしかあれは……大神殿の庭園で、傷ついた小鳥の手当てをしていたときだ。





　──貴方あなたは、なぜその小鳥を癒いやすのですか？






　あのとき聖女様の問いに、俺はなんと答えたのだろうか？

「聖女様は、ご存じなのでしょうか？　自警団のこと……」

「……俗世の些さ事じは、聖女様が気になさるべきことではない。我ら聖職者は、神のご意志に従い、己おのれの責務を果たせばよいのだ」

　ゼオラル様はご老体に険しい鋭えい気きをまとい、迷いなく答えた。




　　　　△▼




　大神殿の前を、長い軍隊の列が通り過ぎていく。

　物々しい兵士たちの一団が軍ぐん靴かを鳴らす音を、俺は神殿に訪れた人々の傷を癒しながら聞いていた。

「遠えん征せい軍が帰ってきたぞ！」

　王都に暮らす人々が、兵士たちのもとに集う。

　彼らの視線は、剝むき出しになった馬車の荷台に向けられている。

　そこに鎖くさりで繫つながれた人々がいた。

　ぼろぼろの衣服をまとい、血や土で汚よごれきったその体たい軀くは、一見すれば辺境の地で見る奴ど隷れいのような姿。だが人間の奴隷ではない。

　彼らの頭には、ねじくれた角が生えている。

　魔族だ。

　だが共通点はそれだけで、鎖で拘こう束そくされている中には男も女も老人も子供さえもいた。

　それらに憎ぞう悪おの視線を向けるのは、ごく普ふ通つうに暮らす王都の人々だ。

　平然と罵ば声せいを浴びせ、石を投げる。魔族たちはなす術すべもなくそれを受け、なかには気絶し倒れる者もいた。

「──おい、魔族がこっちに逃にげたらしいぞ！」

　突とつ然ぜん、神殿内の修道士が叫さけんだ。

　その場にいた誰だれもが色めき立ち、騒さわぎ立てている。俺は何事かと神しん殿でんの表へ出た。

　遠くで兵士たちが剣けんを抜ぬいているのが見える。

　道みち端ばたで騒そう然ぜんとする人込みのなかで立ち尽つくしていると、誰かの悲鳴が上がった。

　振ふり返った俺は、どすんと衝しよう撃げきを受けた。

「うっ……！」

　呻うめいたのは俺ではない。

　やせ細った魔族の少年だった。

　顔は痛ましく腫はれ上がり、剝き出しの手足は血で汚れている。

　その少年の赤い瞳ひとみが、俺にすがるようなまなざしを向けている。

「た、助けて……ください……」

　俺の喉のどは凍こおりつき、身動きひとつ取れない。

　選せん択たくの時間はほんの少ししかなかった。

　すぐに兵士たちが駆かけ寄ってきて、魔族の少年を乱暴に地面に押し倒した。

「これは神官様。汚けがらわしい魔族を捕つかまえていただき、感謝いたします」

　兵士は安あん堵どの笑えみを浮うかべ、しごく真ま面じ目めに言った。兵士は少年の髪かみを摑つかみ上げると、すぐに鉄の首輪を巻きつけ、連行する。俺は慌あわてて兵士を呼び止めた。

「……あ、あの！」

「なんでしょう？」

「その子供の……いえ、その魔族は、これからどうなるのでしょうか？」

「もちろん、平和のために浄化いたします」

　浄化。

　それは処しよ刑けいを意味する言葉にほかならない。

　愕がく然ぜんとする俺の前から、魔族の少年が連れ去られていく。それを俺は、ただ呆ぼう然ぜんと眺ながめるしかなかった。

　ふと自分の手をみつめる。

　そこに、さきほどの少年のものと思おぼしき血が付着していた。

　赤い血。

　それは俺たち人間と同じ色をしていた。

　大いなる疑問を抱いだいた。

　これが本当に、平和を実現するための行こう為いなのだろうか？

　リザと同じくらいのあの子が、俺たち人間の望む平和に、いったいどんな災わざわいをもたらすというのか。俺にはわからない。

　その日抱いた俺の疑念は、それからも消えることはなく、むしろ日に日に大きくなっていくばかりだった。




　　　　△▼




　その日、リザは珍めずらしく陽ひも沈んだ時間帯に、家に帰ってきた。

「リザ、遅おそかったじゃないか。どうしたんだ？」

「う、うん。ごめんなさい……」

「いや……べつに怒おこってるわけじゃないけど。もしかして、この前言ってた友達と遊んでいたのか？」

「えっ──あ、えっと……」

　リザは俺から目をそらし、落ち着きなく指を絡からめた。

　隠かくし事をしているときのリザの癖くせだった。ただ、どこか様子がおかしい。

　俺はひざをつき、リザと目線を合わせた。

「どうしたんだ？」

「な、なんでもない……」

「なにか困ったことがあったら、素す直なおに言って。どんなことでも、どんなときでも、俺はリザの味方だから」

「……ほんとうに、ほんとうに、どんなことでも……？」

「ああ」

　しばらくリザは俯うつむいていたが、やがてゆっくりと手を上げた。

　リザは家の外を指さしていた。そこになにかがあるらしい。

　俺はリザと一いつ緒しよに向かった。家の裏手にある納な屋やだった。

　だがそこで見たものは、俺の予想を遥はるかに超こえるものだった。

「ひっ……！」
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　納屋の中の藁わらに隠れるように、見知らぬ女の子が身を縮めていた。

　年とし頃ごろはリザと同じか、少し下くらいだろうか。

　青ざめ、怯おびえきった顔で俺を凝ぎよう視ししている。

　それがただの人間の女の子であれば、俺もこれほど動どう揺ようはしない。

　その子の肌はだが青白く、赤い瞳を持ち、頭からねじくれた角が生えていなければ。

「魔ま族ぞくの、子……」

「ちっ、ちがうの！　この子は、リザのお友達だよ！」

　リザはその子をかばうように、俺にすがりついた。

「いったい、どこで……」

「この近くの森のなかで……。すごく、お腹なかを空すかせてたから……」

　魔物と同様に、人間が魔族と出くわすことは決して低い確率ではない。彼らは普段、人間の手の及およばぬ土地で暮らしている。本来なら無む暗やみにそれを越こえようとはしないが、不用心な魔族の子供との遭そう遇ぐうなら、俺が小さい頃にも経験はあった。

　だが、今は状じよう況きようがちがう。

「もう何日もごはん食べてないみたいで……だから……」

「ここに、匿かくまっていたのか」

「だまってて、ごめんなさい……。でも、この子はわるくないの！」

「リザ、それは……」

　どうすればいいのか、俺はすぐに判断できなかった。そのときだった。

　急にあたりが騒がしくなった。

　見ると、手て提さげのランタンと農具を持った男たちの集団が、なにやら騒ぎながらこちらに近づいてきていた。

「──魔族を目撃したというのは、こちらの村か！」

「あれは、自警団……。リザ、その子を隠して！」

　俺は咄とつ嗟さに、その子に藁を被かぶせて納屋の奥に押し込んだ。

　自警団の男たちが、こちらを見つけて近づいてくる。

「おい、ここでなにをしている？」

「いえ……ここは俺の家です。ちょっと、納屋の片づけを……」

「そうか。しかし、こんな陽も沈んだ時間にか？」

「それは……」

　すると俺の後ろに隠れていたリザが、急に泣き顔で叫んだ。

「お、お兄ちゃんがいけないんだよ！　リザの嫌きらいなものご飯に入れるから！　もうずっと納屋から出ていかないから！」

　俺は一いつ瞬しゆん面食らったが、すぐにリザに合わせた。

「こ……こら、いい加減にしなさい！　みっともないだろう！」

「やーだー！」

　リザが泣き真ま似ねをしていると、自警団の男たちは呆あきれたように手を振った。

「もういい。ちゃんと躾しつけておくんだぞ」

「は、はい。失礼しました……」

　俺とリザは頭を下げ、彼らを見送った。

　心臓がばくばくと音を立て、手のひらには冷や汗あせが滲にじんでいた。




　　　　△▼




　結局俺は、魔族の子を家に入れ、身体からだを拭ふき、食事を与あたえた。

　リザは魔族の子がパンを口にする様子を、にこにこと眺めている。

「どう？　おいしい？」

「うん……ありがとう……」

「よかった！　ねぇお兄ちゃん、この子、いっしょのお部屋に泊とまってもいーい？」

「あ……わたしは……あの納屋で、いい……」

「えー、あそこより、お部屋のほうがいいのにー。ね、お兄ちゃん？」

「ああ……」

　リザの問いに空返事で答えた俺は、内心途と方ほうに暮れていた。

　一晩面めん倒どうを見るくらいのことはできる。だが、ずっと匿い続けることはできない。

　誰かに見つかれば、この子は間ま違ちがいなく自警団に捕まり、兵士たちの前に突つき出され、そして処刑される。

　魔族の地に返そうにも、この子を隠しながら王国の外へ連れ出すのは至難の業わざだ。

　そもそも俺には、ひとりで魔物たちから身を守る術すべすらない。

　それに……リザを残しては行けない。

　俺たちが子供であれ魔族を匿っていたことが知れれば、下手をすればリザにも危険が及ぶ。リザの将来にだって、どんな影えい響きようがあるか。

　この状況を、根本的に解決するしか道はない。

　すなわち、異種族をひとり残らず排はい除じよする人々の流れを。

　俺にできること。

　神官として、《七人の勇者》に長きにわたって仕えた俺だから、できることは──

「リザ……一日だけ、俺に時間をくれ」

　きょとんとしているリザに、俺は言った。

　上手うまく事が運ぶ可能性は、限りなく低い。

　けれど、俺にできることをしなければならない。




　　　　△▼




「お願いです。どうか《七人の勇者》様に謁えつ見けんを！」

　グランダレム城。

　王都の中央にそびえ立つ絢けん爛らん豪華な王城。俺はその巨きよ大だいな正門を前にしていた。

　こうしてもう何時間も、無む謀ぼうともいえる嘆たん願がんの声を上げ続けている。屈くつ強きような門兵たちが立ちふさがり、俺を押し返した。

「しつこいぞ貴様！　いち神官がなにを言うか！」

「お願いです！　一度だけで構いません！　どうか……」

　俺の脳のう裏りには、これまでの旅をともに支えてきた間の、勇者様たちの朗ほがらかな笑顔が浮かんでいた。そのお言葉の真意を、どうしても直接この目と耳で確かめたかった。

　けれど、今や英えい雄ゆうである《七人の勇者》様に、俺のようなただの神官が易やす々やすと会えるはずもない。いよいよ諦あきらめかけたときだった。

　べつの兵士が足早にやって来て、門兵になにかを囁ささやいた。

　すると彼らは態度をがらりと変えた。

「おい、貴様。特別に謁見の許可が下りた。城の者が案内する。付いて来い」

「ほ……本当ですか？」

　耳を疑った。これはきっと、神のお導きにちがいない。

　俺は王城内に導かれ、勇者様たちの御ご前ぜんに出ることを許された。




　　　　△▼




「顔を上げてくれ、神官」

　最高級の大理石の床ゆかにひざまずいていた俺に、聞き覚えのある声がかけられた。

　俺はゆっくりと顏を上げた。

　伝説の勇者、ディーン・ストライア様が、玉座のような椅い子すに腰こし掛かけ、俺に穏おだやかな視線を向けていた。さらにその隣となりにはイオナ様の姿もあった。

《七人の勇者》のひとりであり、伝説の魔法使い。

　美び麗れいで高貴なお姿は、この王城でより一層磨みがきがかかっていた。

　これまで神官として彼らの治ち癒ゆや蘇そ生せいに従事してきたとはいえ、恐おそれ多い存在だ。

「早さつ速そくだが、俺たちに聞きたいこととは、いったいなにかな？」

「はっ……。『種族浄じよう化か』のお言葉について、です」

　勇者様がすっと目を細める。

「俺はただの神官であり、まつりごとには詳くわしくありません。ですが、『種族浄化』によって異種族を根絶やしにすることは……本当に、必要なことなのでしょうか？」

「これはまた……ずいぶんと大だい胆たんな質問だな」

「無礼は、重々承知しています」

「まさか魔族たちと赦ゆるし合い、手を取り合う道もある、と？」

「……わかりません。ですが、それを探さぐる時間は、あってもよいのではないでしょうか？」

　俺は緊きん張ちようで声が震ふるえるのを感じながら、必死に自分を鼓こ舞ぶした。

「これ以上の憎にくしみを増やすことが平和をもたらすとは、俺にはどうしても……」

「へぇ……神官さんは、そういうことを考えていたのね」

　イオナ様はコツコツと踵かかとを鳴らし、俺のほうに歩み寄る。

「あなたには、何度も傷を癒いやしてもらったわね。その恩があるからこそ言うのだけど、あなたは魔族の恐ろしさを十分にわかっていないのだと思う。もちろん、戦場に立ったことがない神官なのだから、仕方ないけれど」

「そ、それは……！」

　俺は反論の言葉をぐっと飲み込んだ。事実だからだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、あたしたちに任せて。これから世界は、きっとよくなる。そう、まさに理想の世界が訪おとずれるの。だから……安心してちょうだい」

　イオナ様は慈悲深い笑えみを浮うかべ、俺の肩かたにそっと手を置かれた。

　その瞬間だった。

　俺のなかに、大量の記き憶おくが流れ込んできた。




　　　　△▼




　それは景色であり音であり匂においであり感かん触しよくであり、あるいは知識であり感情だった。

　いつかのリザのときと同じ、記憶の伝でん播ぱだ。

　これまで勇者様たちを何度も癒してきたが、これが生じたのは初めてだった。

　それもあって、俺は自分が見ているものがなんなのか、すぐには理解できない。

　そこは魔ま窟くつだった。

　暗黒に覆おおわれた空。険しく荒こう廃はいした大地。轟とどろく雷らい鳴めいと、ただよう死し臭しゆう。

　周囲にあるのは、無数の魔物たちの死し骸がい。生々しい戦いの痕こん跡せき。

　まさしくイオナ様が指摘した、俺の知らない戦場の景色。

　魔王との最終決戦の光景だ。

　だが……これは、いったいなんだ？

　悪あつ鬼きのごとく、逃にげ惑まどう魔族の民たみを屠ほふっていく、《七人の勇者》の姿。

　場面が切り替かわり、ディーン様は、巨大な玉座の前に立っていた。あのとき民衆の前で掲かかげた聖せい剣けんの切っ先を、玉座に座る者に向けている。

　それが何者なのか、感覚まで共有されていたため、はっきりとわかった。

　人間に近しい姿を持ちながら、人間とはかけ離はなれた存在。

　無む尽じん蔵ぞうの魔力と無限の軍勢を有し、この世界に君くん臨りんし続けた覇は者しや。

　あれは、あれこそが──魔王だ。





　──魔王■■■■■。俺たち人間の勝利だ。




　──その通りだ。勇者ディーン・ストライアよ




　──……だが決着ならば、十年以上前からついていたはずだ。




和平の使者を、汝なんじはいったい何人殺した？







　──さあ？　そんなものは憶おぼえていないさ。




なにせ、俺は勇者として魔族を狩かるのに必死だったからな。







　──先代の勇者を殺したのも、汝か




　──おいおい、それは間違った史実だな。




先代の勇者は、魔王との戦いの中で非ひ業ごうの死を遂とげたことになってる。







　──……無残な




　──魔王からそんな言葉を聞けるとは、長生きはするものだな。




　──人魔の戦いの和解まで、あとわずかまで来ていた




　──そんなこと俺たちには関係ない。




そもそも数百年前の貴様と、当時の人間たちが勝手に始めた戦いだ。

なら俺たちも、好きにやらせてもらう権利がある。そうだろう？







　──かつての人間は、純じゆん粋すいに生存のため、互たがいの覇権を争った




だが、汝はそうではないようだな







　──年寄りの無む駄だ話ばなしなんて聞きたくはないな。




さて……それじゃあ、交こう渉しようといこうか。







　──貴様たちは、こちらになにを提供する？




　──我ら魔族は、闇やみに退く。そして人間には、光の大地を差し出す




　──それは……自分たちは地下に潜もぐり、地上はすべて人間に明け渡わたすということか？




　──相そう違いない。人間には地上を、我らには地下を




世界の半分を、そなたたちに譲ゆずろう







　──世界の半分……ね。はっ、笑わせる。




　──なに……？




　──すべてを俺たちがもらってやるよ。




ただ、この世界には不要なものが多すぎる。真に完かん璧ぺきな世界のために、

まずは邪魔な異物どもを、綺き麗れいに排はい除じよしなければな。







　──汝は、一体……




　──俺たち七人が、この世界の覇者となる。






　魔王の玉座の前で、ディーン・ストライアが聖剣を振ふり上げる。

　禍まが々まがしい狂きよう気きの笑みを浮かべて。





　──そして俺たちは、世界を一度白紙に戻す。






　ぶつり、と記憶が途と切ぎれた。




　　　　△▼




　意識を取り戻もどし、俺は驚おどろきのあまりその場に尻しりをつき、後ずさった。

　イオナ様が怪け訝げんな表情で俺を見つめている。時間でいえばほんの一いつ瞬しゆんだったのに、長旅を終えたような疲ひ労ろう感が全身に押し寄せていた。

　今のは、ディーン様と魔王の会話の記憶だ。

　だが理解が追い付かなかった。わからないことだらけだ。

　魔王が口にした、十年前にすでに戦いが終わっていたとはどういうことだ？

　それにディーン様が口にした最後の言葉。

　世界を一度白紙に戻す──いったいあれは、どういう意味だろうか？

「あなた……今、なにか見た？」

「い、いえ……俺はなにも……」

　俺は咄とつ嗟さに噓うそをついた。理由は自分でもわからない。

　いずれにせよ記憶の伝播は基本的に曖あい昧まいなもので、確たるものではない。あくまで《魔法》の副作用であり、夢のようなものだ。

「ふぅん……そう」

　イオナ様がディーン様に目配せをする。

　だが俺は動どう揺ようしていて、それを深く気にする余よ裕ゆうもなかった。

「……なるほど。君の気持ちはよくわかった。正直なところ……実に深い感かん銘めいを受けたよ。ありがとう」

　ディーン様が穏おだやかな口調で言った。

　俺は思わず耳を疑った。

「そ、それでは……！」

「ああ。たしかに、すべてを根絶するという考えは、誤りなのかもしれない。改めて《七人の勇者》全員で検討し、国王様に進言してみよう」

「あ、ありがとうございます……！　本当に、ありがとうございます!!」

　俺は床ゆかに額をこすりつけ、心の底から感謝の意を伝えた。

　涙なみだがにじむほど俺は安あん堵どしていた。

　なけなしの勇気をふり絞しぼったことは、決して間ま違ちがっていなかった。

　これできっと、本当に穏やかな日々が訪れるはずだ。

　あの魔族の子が、そしてリザが、安心して暮らしていける世界が。




　　　　△▼




　真夜中に突とつ然ぜん目が覚めた。

　その日、俺は家に帰ってリザと魔族の子の三人で一いつ緒しよに夕食をとり、それから寝ね床どこについた。昼間、王城でいろいろなことがあったせいで疲つかれていたし、すぐに寝入ったはずなのに、なぜか目が冴さえていた。

「リザ……？」

　俺は起き上がり、となりのベッドで眠るリザを見た。

　穏やかな寝息を立てている。いつもとなにも変わらない。

　だが落ち着かない。ひどく胸がざわついた。

　気づけば背中にべっとりと冷や汗あせをかいていた。こんなことは初めてだ。

　俺はランタンに火をつけると、リザの身体からだをゆすった。

「リザ、起きて」

「……んっ……おにいちゃん……？　ぅん……どうしたの……？　まだ、おひさま出てないよ？」

「ごめん。ただなにか……変なんだ」

　まるで悪い夢を見た子供みたいに、曖昧な説明しかできなかった。

　自分でもおかしいと思っている。

　いつもと同じ、静かな夜。

　森の木々のさざめき。かすかな虫の音。聞こえるのはそれだけだ。

　窓からは月明りが差し込んでいる。

　なにげなく、俺はそちらを見上げた。まさかそれが、生死を左右するとも知らずに。

　窓が粉々に砕くだけ散った。

「リザっ!!」

　俺はそれよりわずかに早くリザを抱だきしめ、床ゆかに身を投げていた。

　窓から大量の黒い刃やいばが降り注ぎ、寝床を串くし刺ざしにした。

　目を見張る。あまりの出来事に声も出ない。リザも同じだった。

　ただ、ここにいたら命が危あやうい。俺はそれだけを理解し、強ごう引いんにリザの手を引いて着の身着のまま部屋を飛び出した。

「なにっ、なんなのおにいちゃんっ……!?」

「リザ！　頭を上げるな！」

　床や天てん井じように次々と刃が突つき刺さる。どこから投とう擲てきされているのか。俺はリザを抱き寄せながら必死に走り、家の裏口から飛び出した。

　なんだこれは。いったい、なにが起きている。

　あの刃は？　俺たちを殺そうとしている？　なぜ？

　なにもわからないまま、俺はとにかく納な屋やに駆かけ寄り、戸を開いた。

　魔ま族ぞくの子が、自分からここが落ち着くと言って寝床にしていた場所だ。

　だが、あの子の姿はなかった。

　どこに行った？　ひとりで先に逃にげ出したのだろうか。それとも、誰か村の人間に見つかって──

「さすが天才神官ね。幸運も持ち合わせているのかしら？」

　納屋の入口から聞こえた声に、俺はゆっくりと背後を振り返った。

　そこにいた人ひと影かげに、目を見張る。

「イオナ……様……？」

　つばの大きな三角のとんがり帽ぼう子しに、紅あかいローブ。ゆるやかに波打つ紅ぐ蓮れんの髪かみが、大きく開かれた胸むな元もとをきらびやかに飾かざっている。

　イオナ様が暗がりのなかに立っていた。

　幻まぼろし……ではない。間違いなく本物だ。

　一瞬、俺の胸には安堵がよぎった。理由はわからないが、伝説の魔法使いが、ここにいる。自分たちを助けに来てくれたのだと思ったからだ。

　だが、ちがった。

「あなたが探しているのは……ひょっとして、これ？」

　そう言って、イオナ様は手のひらに乗せたなにかを差し出した。

　ぽたぽたと血が滴したたり落ちる白い球体。それは、眼球だった。

　なんの生き物の？　いや、いったい誰だれの──

　眼球の瞳ひとみが人間とは違う赤い色をしていることに、俺はようやく気づいた。

「まさか……」

　複数の足音がした。周囲を見渡すと、闇に紛まぎれる黒衣に身を包んだ者たちが俺とリザを取り囲んでいた。その手には、黒くろ塗ぬりの投擲用短たん剣けんが握にぎられている。

「イオナ様……これは、いったい……」

「そう驚かないで。《七人の勇者》のひとりとして、邪じや悪あくな魔族を一匹ぴき、浄じよう化かしてあげただけよ」

「……!!」

「まぁ、どうでもいいじゃない。それより、あたしはあなたに会いに来たのよ、神官。えっと……名前はなんていったかしら？」

　なぜかそのときになって、俺は初めて気づいた。

　イオナ様から名前を確かく認にんされるのは、一度や二度ではないことを。

　彼女が俺を、人間としても見ていないということを。

「あなたには、これまでよく助けてもらったわね。本当に感謝しているわ。だから今日だって、わざわざあなたの話を聞いてあげたのよ？　でも……運が悪かったわね」

「な、なにが……」

「あれを見たんでしょう」

　どくんっ、と心臓が跳ねた。

「せっかく魔王を倒たおして、この世界を理想のものにできるのに……。あなたみたいに余計なことを知る人間がいると、困るのよね」

「世界、を……？」

　あのとき、俺に流れ込んできた記き憶おく。そこに映ったディーン様の言葉が蘇よみがえる。





　──世界の半分……ね。はっ、笑わせる。




　──俺たち七人が、この世界の覇は者しやとなる。




　──そして俺たちは、世界を一度白紙に戻す。






　あの言葉は、決して幻げん聴ちようなどではない。

　勇者様たちの本当の目的を、俺は知ってしまった……？

　真しん偽ぎは不明だった。今の俺が理解できるのは、たったひとつの事実だけ。

　目の前にいるイオナ様が、味方ではないということ。

　この黒衣の暗殺者たちと同じく、俺とリザを、殺そうとしていることを。

　それに気づいてもなお、俺は信じられずにいた。信じたくなどなかった。

「あっ……あのときのお言葉は、偽いつわりだったのですか!?」

「噓じゃないわ。あれからわざわざ七人を集めて、ちゃ～んと話し合ったんだから。その結果、あたしが立候補することにしたの。あなたを処分する役に、ね」

　愕がく然ぜんとした。

　カチカチと歯の根がかみ合わない。全身の震ふるえが止まらない。

「イオナさま……なの？」

　リザはまだ状じよう況きようが理解できていないのか、ぽかんとした表情でイオナ様を見つめた。

　顔を合わせるのはこれが初めてだ。

　憧あこがれの人とこんな形で出会うなど、誰が想像できただろうか。

「ねぇ、そこの可愛かわいらしいお嬢じようさん。《魔法》は、好き？」

「う、うん。好き……」

「そう、それはよかったわ！　じゃあ特別に、綺き麗れいなものを見せてあげる。あたしが自分で創つくり上げた、オリジナルの《魔法》よ」

　イオナ様が俺たちに向けて手をかざした。

　途と端たん、リザの身体が空中に浮うかび上がった。

「リザっ……！」

　俺は咄嗟に手を伸ばしたが、指先をかすめただけで、ほんの少し届かなかった。

　リザが突然の事態に悲鳴を上げ、泣き叫さけぶ。

　イオナ様はそれを愉ゆ快かいげに見上げている。

　血の気が引いた。

　いったい、なにをするつもりだ。

「さあ、怖こわがらないで……見せてあげるから。一番近い……特等席でね」

「やめてくださいっ！　イオナ様ぁ!!」

　イオナ様の手のひらに集まった光が、リザに向かって放たれた。

　虹にじ色いろの炎ほのおが、リザの全身を喰くらい尽つくした。

「ぃぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!!!!!」

　獣けもののような悲鳴が闇やみを裂さく。

　それがリザの喉のどから発せられているということが、俺には永遠に理解できなかった。

　鮮あざやかな色彩を帯びた紅蓮の炎は、夜空に咲さく花のようだった。

「どう、綺麗でしょう？　あ、安心してね、死ぬまではけっこう時間がかかるの。だって、それがあたしの《魔法》の特とく徴ちようだから」

「リザ…………り、リザ……──」

　俺は頭上のリザに向け、届かない手を伸のばす。

「あたしの《魔法》はね、べつに魔王を殺すために極きわめたものじゃないのよ。あたしの興味は、相手にどれだけ苦痛を与えられるかだけ。そういう面おも白しろいことに費ついやさないと、あたしの素す晴ばらしい才能が勿もつ体たいないでしょう？」

　途切れることのない悲鳴が、ついに大きな破は裂れつ音にかき消された。

　爆ばく炎えんとともにリザの身体が四方に弾はじけ、白い灰になって飛び散った。

　俺の手が摑つかみ取れたものはなかった。

　リザの、ほんの一ひと片ひらすらも。

「じゃあね、神官。あんたも仲良く、灰になりなさい」

　直後、イオナの放った《魔法》による業ごう火かが視界を覆おおった。

「ぐぁあああああああ……!!」

　突とつ如じよとして襲おそいかかった超ちよう高熱の炎に、一いつ切さいの思考が塗りつぶされる。

　俺は絶ぜつ叫きようし、のたうち回りながら近くの草むらに倒れこんだ。

「い、癒いやしのご加護よ──！」

　短縮呪じゆ文もんで回復魔法【キュア】を発動。

　治ち癒ゆの光が全身を包み、かろうじて炎の勢いを弱める。俺は全身を地面にこすりつけながら、なんとか火を押し消した。

　猛もう熱ねつと激痛をこらえ、闇夜に紛れて走り出す。

　背後からイオナの叫び声が聞こえ、俺は無む我が夢む中ちゆうで木々の間へと逃げ込んだ。




　　　　△▼





　──そこからの記憶は曖あい昧まいだ。






　気づけば俺は、鬱うつ蒼そうとした森の中をさまよっていた。

　ここは、どこだろう？

　あれから、どれくらい時間が経たったのだろう？

　意識が朦もう朧ろうとする。だが気を失えば、イオナたちに見つかり、間ま違ちがいなく殺される。その危機感だけで、俺は這はいずるように足を前に出した。

　すでに空が明るみはじめた頃ころ、ふと人の気配がした。

　人間がいる──誰か、誰か助けて。俺を、妹を──

　俺はろくに出ない声の代わりに、焼け爛ただれた腕うでを伸ばした。

　だがその瞬しゆん間かん、異様な違い和わ感を覚えた。

「──おい、焦あせるなって……」

「ヒヒッ！　いいだろべつに。こいつは上物だぞ」

　鬱うつ屈くつした笑い声。

　男が二人。そしてべつの誰かの気配。なにか様子がおかしい。

　男たちの顔には見覚えがあった。以前、あの魔ま族ぞくの子を捜さがして家に来た自警団だ。

　こんな夜よ明あけに、なにをしているのだろうか？

「いや、放して……！」

「動くんじゃねぇ！」

「いやぁっ!!」

　大おお柄がらな男たちの間から、少女の姿が見えた。

　色素の薄い青白い肌はだに、紅い瞳。頭からねじくれた黒い角が生えている。一瞬、あの子供のことが脳のう裏りをよぎるが、ちがった。十三、四歳くらいの少女だ。

　魔族の少女。

　片方の男が、その少女の腕を押さえつけている。そしてもう一方の男が、華きや奢しやな少女の身体からだに覆いかぶさった。

　その行こう為いの意味を、俺は理解したくなかった。

　だが男の興奮した息いき遣づかいと、少女の涙なみだ混じりの悲鳴を前に、理解せざるを得なかった。

　唐とう突とつに、とてつもない理り不ふ尽じんさが、俺のなかに生まれた。

　なんだ……これは……？

　俺やリザ、大勢の人々が願ったもの。

　誰もが安心して暮らせる、平和な世界。

　こんなものが、俺たちが願った世界だというのか？

　いや、違う。

　間違っている。

　こんな世界は、絶対に間違っている。

　鮮せん明めいな思考とわずかな気力を取り戻もどしたことで、俺はようやく、現実を受け入れることができた。

　リザは……死んだ。

　殺されたのだ。あの女に。イオナ・ヴァーンダインに。

　いや、《七人の勇者》によって。

　俺の身体は、顔の半分からつま先までほぼ全身が焼け爛れていた。

【完全治癒】をもってしても、癒すことのできない深手。神官として多くの人間を治癒してきたからこそわかる。間違いなく致ち命めい傷しようだ。たとえやつらに見つからずとも、俺の命は長くはない。助かることはないだろう。

　どのみちもう生きている意味も……ない。リザが、いないのだから。

　それならせめて、最後にあの子を──

　俺のなかで、なにかの線がぷつりと切れた。

　なんの疑問も抱いだかず、足元に転がっていた拳こぶし大の大きな石を拾い上げる。

　俺は聖職者であり、神官だ。だけど……今この瞬間から、それを捨てよう。

　男たちは行為に夢中で、俺の接近にも気づかなかった。

　すぐ背後で立ち止まったとき、ようやく男たちが俺を見る。

「なっ!?　おい、なんだてめぇは──」

　俺は両手でつかんだ石で、男の頭を殴なぐりつけた。

「ギャッ！」

　男の身体がぐにゃりと力を失い、地面に倒たおれこむ。

　もう一方の男は呆ぼう然ぜんとしている。俺は叫び、その男に飛びかかった。

「ァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！！！」

　男の身体にまたがり、血まみれの石を男の顔に振ふり下ろした。

　何度も、何度も、何度も、何度も──

　やがて腕が上がらなくなった。男の身体はぴくぴくと痙けい攣れんしており、しばらくして動かなくなった。

　もう俺も限界だった。

　急激な眠さと寒さに襲われ、それきり意識が途絶えた。




　最後に目に映ったのは、俺を不安そうに覗のぞき込む紅くれないの瞳ひとみだった。




　　　　△▼




　長い、とても長い夢を見ていたような気がする。

　重い汚お泥でいのようなまどろみから、俺はゆっくりと浮き上がっていく。

　意識を取り戻した途と端たん、雷かみなりに打たれたような鋭するどい痛みが全身を駆かけ巡めぐった。

「ぁあっ……がっ……！」

　自分の身体を見下ろす。目を背そむけたくなる腫しゆ瘍ようのような火傷やけど痕あと。

　イオナの魔法で受けた傷だ。

　ただ、出血は止まっていた。不思議だった。どう見ても命にかかわる状態だったのに、なぜ、俺は生きているのだろう。

　それに……ここはどこだ？

　周囲に見えるのは険しい灰色の岩肌ばかり。どこかの谷底だろうか。

　わずかに光が差し込む空が、はるか頭上に覗いていた。

　どこかで見たような景色だと感じた。

　これはあのとき共有したイオナの記き憶おく。魔王との最終決戦の場所に似ていた。

「気づいた？」

　幼い女の子の声がした。

「リザ!?」

　俺は反射的に叫び、声のほうに振り返った。

　だがそこにいたのはリザでなく、全身をすっぽりとローブで覆った少女だった。

「きみは……？」

「…………シルファ」

　その子がぽつりと呟つぶやく。あまりに端的で、それが彼女の名前を示していると、すぐにはわからなかった。

「わたしは……シルファ。あなたが、わたしを助けてくれた。あなたの名前は？」

「俺は……レイズ・アデッド……」

「そう。じゃあ、レイズって呼ぶ」

　その子が全身を覆っていたローブを、はらりと脱ぬぎ去った。

　俺は思わず息を飲み、目を奪われた。

　肩かた口ぐちほどまで伸びた白い髪かみに、澄み切った紅の瞳。背中が大だい胆たんに開いた黒衣のドレスに身を包んだその佇たたずまいは、神こう々ごうしいほどに幻想的だった。透とう徹てつとした視線や引き締まった口元からは、感情というものが読み取れない。だがそれが彼女の超然とした美しさを強調していた。

　さらに俺が驚おどろいたことが、もうひとつ。紺こん碧ぺきのリボンで飾かざった少女の頭──こめかみの両脇から、ねじくれた角が生えていたことだ。

「ま、魔族……？」

「うん」

　その少女──シルファはこともなげに肯定した。

　俺はようやく、さきほどの彼女の言葉を繰り返す。

　助けた……？　俺がこの子を……？

　断片的な記憶が、ゆっくりと形を取り戻していく。

　途端、俺は強烈な吐き気に襲おそわれ、その場に四し肢しをついた。心しん拍ぱく数すうが跳はね上がり、呼吸が乱れる。驚いたシルファが駆け寄ってくる。

　俺は……人を殺したのか……。

　俺の両手は、石を振り下ろしたときの肉を潰つぶす感触を、浴びる血の生温かさを、鮮明に覚えていた。

　決して衝しよう動どう的なものではなく、明確な意志のもとにやった行為。

　神官である俺が……。

「──シルファさまー！」

　突然、のんきな声が聞こえた。

　まだ五、六歳くらいの小さな女の子が、シルファのもとに駆け寄ってくる。シルファと同じく、その子のこめかみからもコブのような角が生えていた。

　さらに、続々と子供たちがシルファのもとに集まってくる。

「あのねあのね！　あっちで男の子たちがケンカしてるの！」

「喧けん嘩かしたらゴハン抜ぬきと伝えて」

「シルファさま、ぼく、おなかすいた」
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「おやつの時間まで待って」

「そのひとだぁれ～？　ツノ、折れちゃったの？」

「人間には角はない。この前教えたはず」

「…………シルファさま、おしっこ」

「あっちの岩いわ陰かげでして」

　俺は啞あ然ぜんとした。

　だがシルファは慣れているのか、まったく動じることなく魔族の子供たちを捌さばいている。まるで、若すぎる母親のようだった。

　ふいに既き視し感を覚えた。

　それは俺が育った村の教会の景色に似ていた。孤こ児じ院の役割を兼かねていたので、よく親のない子供たちの世話をしていたからだ。

「元気になった？」

「え？」

「すこし、笑え顔がおになった」

　そのシルファの言葉に、俺はいったい、どれほど救われたのだろうか。

「……ありがとう」

　だが礼を述べたのは、なぜか彼女のほうだった。

「なにが……？」

「レイズが、わたしを助けてくれた。人間に見つからないように、群れからはぐれた子供を捜さがしていたの。まだ帰り道もわからないような小さな子」

「それって、まさか……」

「知ってるの？」

「ああ、でも……」

　俺はシルファに、リザと一いつ緒しよに匿かくまったあの魔ま族ぞくの子のことを話した。

　そして、おそらくはイオナに殺されたという結末も。

　シルファはショックを受けたようだったが、取り乱すことはなく、静かにその事実を受け入れていた。

「そう……。わたしは、その子を捜していた。でも途中で人間に見つかって……。あの子のことが知りたくて、話をしようとしたけど……襲われた」

　シルファは表情こそ変化に乏とぼしかったが、声の震ふるえから感情は読み取れた。

「とても……怖こわかった」

　俯うつむき、肩を震わせるシルファを、子供たちが不思議そうに覗き込む。

　俺は強烈な不条理に苛さいなまれた。

　シルファはただ、はぐれたあの子供を捜しに来ただけだ。あの男たちは、そんなシルファを襲った。ただ己おのれの欲望を満たすためだけに。

　平和を乱す害悪は、いったいどちらなのだろうか。

「あ……じゃあもしかして、君が俺の手当てをしてくれたのか？」

「人間を治したのは、初めて。魔族は人間ほど、癒いやしの術が得意じゃないから、ちゃんとできたかわからないけど……」

「いや、十分だよ。ありがとう」

　彼女を助けたことで、結果的に俺も命拾いしたらしい。

　人間に殺されかけた俺が、魔族の少女を助け、そして助けられたのは皮肉……いや、奇き跡せきだろうか。

　だけど、俺はもう……。

　リザ。

　俺のまぶたの裏に、リザの最さい期ごが焼きついている。そのあまりに悲痛な叫さけび声も。

　痛かったろう。熱かったろう。どれほど苦しかっただろう……。

　ぽつりと、水すい滴てきが足元に落ちた。それは俺の両目から溢あふれていた。

「……ごめん……」

「レイズ？」

　助けてあげられなかった……。俺が無力だったせいで……。

　ごめん……ごめんよ、リザ……。

　俺はその場に崩くずれ落ち、はいつくばって嗚お咽えつを上げた。

　それから俺は、身体からだ中の水分がなくなってしまうのではないかというくらい、泣き続けた。そして涙なみだもいつか涸かれ果てるのだということを、初めて知った。

　そんな俺のそばに、シルファはずっと寄り添そってくれていた。




　　　　△▼




　目覚めてから数日が経たった。

　俺たちがいる場所は、魔族の隠かくれ里のひとつだとシルファが教えてくれた。

　彼女と小さな魔族の子供たちに、俺はなぜか好意的に迎むかえられた。シルファは傷の手当てだけでなく、貴重な食事まで分けてくれた。

　最初は瀕ひん死しの人間に対する同情なのかと思ったが、その本当の理由も、後に明らかになる。

　魔族の地で目覚めてから、十日後。

　完治にはほど遠いが、俺はなんとか自分で歩けるまでに回復していた。

　隠れ里にある簡素な小屋で、食事を運んできてくれたシルファに、俺は聞いた。

「ここにいるのは、小さな子供ばかりなんだな。もしかして、きみが一番年上なのか？」

「そう」

「ほかの魔族はどこに？」

「いない。もう、勇者たちとの戦いで……」

「え──」

　俺は言葉を失い、そして自分の質問の愚おろかさを恥はじた。

　あのとき、俺はイオナの記憶で見たはずだ。

《七人の勇者》が、魔族を虐ぎやく殺さつしていく光景を。

　戦える者は、死に物狂ぐるいで勇者たちに抵てい抗こうしただろう。それが、誰もこの場に残っていないということは……。

「……すまない。俺は、馬ば鹿かだ」

「いい。レイズは、悪くない。それより……レイズは、これからどうするの？」

「……」

　どうすればいいのか、俺自身にもわからなかった。

　リザを殺され、人間に裏切られ、俺にはもう生きる目的がなかった。

「ここにいてもいいよ」

「え……？」

「レイズがそうしたいなら、わたしいいよ。人間は怖こわいけど……レイズなら、みんなも歓かん迎げいする」

　シルファは優やさしかった。

　魔族でありながら、人間である俺を受け入れてくれている。

　本当は魔王を殺した人間が、憎にくくてたまらないはずなのに。

「俺は……」

　それも悪くないのかもしれない。

　二度と人間のいる土地には戻もどらず、一生シルファたちとどこかに身を潜ひそめて、残りの生しよう涯がいをリザの供く養ように捧ささげる。それも俺に相応ふさわしい生き方に思えた。

「レイズ。ひとつだけ、わたしのお願いを聞いてほしい」

　ふとシルファが言った。

　俺が今ここで生きているのは、シルファのおかげだ。もし俺にできることがあるのなら、恩を返したい。

「ああ、もちろんだ。それで、俺になにを？」

「レイズは……癒しの力を持ってるんでしょう？」

「え、どうしてそれを……」

「わたしの眼めは、相手が持つ《スキル》や《魔法》を見抜ける。それがわたしの【魔ま眼がん】の力。実際に使ったほうが早い。レイズ、わたしの眼を見て」

　俺は言われるままシルファの眼を見つめた。

　あまりに美しく可か憐れんな顔立ちに息を飲む。

　シルファの深しん紅くの瞳ひとみの奥がぼんやりと輝かがやき、俺の頭のなかに無数の言葉が綴つづられた。





《クラス》


【神官】






《スキル》


【完全治ち癒ゆ】……回復魔法の効果が上じよう昇しようする（大）

【詠えい唱しよう短縮】……魔法の呪じゆ文もん詠唱を一部省略する






《魔法》


【キュア】……回復魔法／属性：光／ランク：Ⅲ／汎はん用よう

【フォース】……強化魔法／属性：光／ランク：Ⅰ／汎用

【トリト】……浄じよう化か魔法／属性：光／ランク：Ⅰ／汎用

【アウェク】……覚かく醒せい魔法／属性：光／ランク：Ⅰ／汎用

【レイザー】……蘇そ生せい魔法／属性：光／ランク：Ⅲ／汎用

【シフト】……転移魔法／属性：無／ランク：Ⅰ／汎用








「これは……」

　俺は自分についての情報ながら、シルファの能力に感かん嘆たんした。

　続いて頭のなかにシルファの声が響ひびいた。

『ちなみに、わたしのはこれ』





《クラス》


【王女】






《スキル》


【魔眼】……対象が保有する魔法とスキルを看かん破ぱする

【獣けものの言こと霊だま】……言語を持たない魔物や動物と意思疎そ通つうができる

【心象投とう影えい】……自身の知識やイメージを他者と共有する

【士気高こう揚よう・魔】……戦せん闘とう中、周囲の魔族と魔物の全能力を向上する

【王の血統】……／／／








　シルファの《スキル》には、見慣れないものが多くあった。

　おそらく魔族と人間では、発現する素質から異なるのだろう。

「魔族は、みんなこんな力を持っているのか？」

「ちがう。これはわたしだけ」

　シルファは誇ほこるでもなく答えた。

「それより、本題。レイズの《魔法》で、誰かを蘇そ生せいできる？」

「【レイザー】のことか？　たしかに、【レイザー】は人を蘇生する《魔法》だ。ただし、制約もあるんだ。その相手の肉体の大部分が残っていることとか、心臓が止まってから二夜を越こえていないとか……」

　神官が用いる【レイザー】は、最上位の回復魔ま法ほうだ。これまでも幾いく度どとなく唱えてきたが、必ずしも成功するわけではない。正確にいえば神官にできるのは、死と生の狭間はざまにある人間の魂たましいを、肉体に呼び戻すことだけだ。

　死者は、蘇よみがえらない。

　するとシルファは、俺の前になにかを大事そうに抱かかえて持ってきた。

「これは魔王城の灰と瓦が礫れきの中で見つけた、お父さんの、たったひとつの形見」

「形見……？」

　魔族の瞳と同じ紅くれない色の、結けつ晶しようのような鉱石だった。

　途と端たん、俺の全身を強烈な寒気が襲おそった。

　よく見ると、その鉱石の内部に宿る光は、どくんどくんと脈打っている。

　いったいこれは、なんだ……？

「これは、わたしのお父さんの心臓。この世界では、魔王と呼ばれる存在」

　シルファは俺の目を見て、はっきりと言った。

　言葉を失った。

　魔王の……心臓？

　シルファが魔王の娘……？

　彼女の手が震ふるえていることに、俺はそこで気づいた。

　一筋の涙が彼女の頰ほおを伝い落ちた。

「お願い。わたしのお父さんを……魔王を生き返らせて」

　後にそれは俺の……いや、世界の命運を変える願いだった。




　　　　△▼




　シルファは彼女が目にしたものを、すべて鮮せん明めいに語ってくれた。

　あの日、魔族の総本山であり最後の砦とりでである魔王城に、《七人の勇者》が攻せめ込んできたこと。

　魔王に数百年仕え続けた豪ごう傑けつたちが、次々と勇者を迎え撃うち、斃たおれていったこと。

　シルファが父親である魔王の命令により、幼い子供たちとともに身を隠したこと。

　だが巨きよ大だいな地響きとともに魔王城は崩ほう壊かいし、父親の姿も、頼たよるべき仲間たちの姿も消えていたこと。

　瓦礫の中から唯ゆい一いつ見つけられたものが、この結晶化した魔王の心臓だったこと。

　すべてを聞き終えたとき、俺のなかに生じたのは《七人の勇者》への恐きよう怖ふと、シルファたち魔族への憐れん憫びんだった。

　だがそうであっても、彼女の願いを叶かなえることとは別問題だ。

「絶対に無理だ」

　俺は迷わずそう答えた。

「魔王を蘇生するなんて、俺にできるはずがない」

「どうして？　レイズは蘇生の《魔法》を使えるんでしょ？」

　シルファはあどけなさの残る無む垢くな表情で、俺にすがった。

　けれどその期待に応こたえるほどの力は俺にはない。

「前例がないんだ。人間が《魔法》を使って魔族を癒いやすことは、固く禁じられている。それは、決して犯おかしてはならない禁きん忌きなんだ」

　俺は神官になる前、大神殿で教わったことを思い返した。

　人間は、人間以外の生命を癒してはならない。それは神の教えに反する行こう為いだと。

　特に人間が魔族を癒すことは、神を冒ぼう瀆とくする最大の禁忌である、と。

　しかもシルファの願いは、あろうことか、その魔族の頂点に君くん臨りんする魔王だ。

　静せい謐ひつに脈打つこの結晶化した心臓には、かすかに生命の鼓こ動どうが感じられる。肉体のほぼすべてを失っても、魔王は死んではいない。魔王が不ふ滅めつであるというのは、決して大げさな御お伽とぎ噺ばなしではなかったのだ。

　仮に禁忌がなかったとしても、蘇生の【レイザー】は肉体の大部分が残っていなければ発動しない。土台、無理な願いだった。

「すまない。でも、俺にはどうしようも……」

「お父さんは……戦う力は、もうほとんど残っていなかった」

　シルファがこぼした言葉に、俺は耳を疑った。

「今……なんて？」

「魔王とは、無む尽じん蔵ぞうの魔力を持つ者のこと。だからお父さんは、千年以上生き続けた。だけど、もう地上を支配していた頃ころの力は、ほんの一欠片しか残っていなかった」

「そんな……まさか」

「本当のこと。魔族にも、肉体の衰おとろえはある。それは魔王であっても、同じ。それでも、お父さんは魔族のみんなのために、戦い続けた。でも一部の人間は、勇者はそれに気づいていた。だから攻め込んできた」

「それじゃ……。もし魔王が、本来の力を維持していたら……」

「人間の勇者なんかには、絶対負けない」

　驚きよう愕がくの連続だった。俺は言葉も出ない。

　魔王と勇者、魔王と人間の戦いの裏に、そんな真実が隠かくされていたなんて。

「お願い……お父さんを、生き返らせて。わたしにできることなら、なんでもする。わたしの全部を、レイズに捧ささげる」

「どうして……そこまで」

「だって、わたしを救ってくれたのはレイズだから」

　シルファが俺をじっと見つめた。

　その瞳に映る俺は、あの夜、血まみれの手で人間を殺した俺自身だった。

「それだけじゃない。わたしは、魔王の娘むすめだから。魔族のみんなを守る責任がある。でも……わたしには、その力がない。勇者には、勝てない……」

　シルファは俯うつむき、細い腕うでで自分の身体からだを抱だいた。

　その肩かたは震えていた。

　シルファは魔王城に攻め入った《七人の勇者》と遭そう遇ぐうしている。いったい、どれほどの恐怖と絶望だったのだろうか。

　伝説の勇者、ディーン・ストライア。

　伝説の魔法使い、イオナ・ヴァーンダイン。

　伝説の戦士、ギンカ・ブルアクス。

　伝説の武闘家、フェイ・リーレイ。

　伝説の狩人かりうど、ヒサメ・クウガ。

　伝説の錬金術師、アリシャ・ミスリル。

　そして伝説の賢者、メビウス。

　俺にはシルファの恐怖が、そして怒いかりと憎にくしみが、痛いほどわかった。

　奇くしくもここにいる俺たちは、勇者によって家族を奪われたふたりだ。

　世界は……これからどうなっていくのだろう。

　ディーン・ストライアを筆頭とする《七人の勇者》の目的は、世界を作り変えることだ。

　自分たちが望む通りに。自分たちが世界の覇は者しやとなるために。

『種族浄化宣言』は、そのための方便に過ぎない。

　だが世界を救った《七人の勇者》に、誰だれが逆らう？　誰が逆らえる？

　不要な存在は、陰かげで握にぎり潰つぶされるだけだ。

　俺と、リザのように。

　力なき者は圧あつ倒とう的な理不尽を前に、ただ蹂じゆう躙りんされるしかない。

　それに抗あらがう方法があるとすれば、より大きな力で覆くつがえすことだけだ。

「魔王の……力」

　呟つぶやいた俺は、自分が狂きよう気きに足を踏み出していることに気づいた。

　まさか本当に、魔王の蘇生を試みようというのか。馬ば鹿かげている。

　だが、もしもそれが叶うのならば。

「……シルファ、かつての魔王は、勇者たちを超こえる力を持っていた。そうだな？」

「超える、というのはちょっとちがう」

「どうしてだ？」

「だって、比べる必要もないから」

　そのとき俺のなかに生じた感情は、なんだったのだろうか。

　希望か、あるいは破滅願望か。

　もし全盛期の魔王が蘇ったのなら、きっと勇者に対抗する切り札になる。

　どのみち俺にはもう生きる意味もない。俺の命ひとつでそれが叶かなうならば、俺は進んでこの肉体も魂すらも捧げ、地じ獄ごくへと墜おちよう。

　けれど……俺の本当の望みは──

　自分の中に生じた恐おそろしい考えを、俺はすぐに振ふり払はらった。

　シルファがすこしでも救われるのなら、それでいい。それで十分だ。

「成功の見込みは、限りなく低い。……だが、やってみよう」

　俺はシルファから、魔王の心臓を受け取った。その手て触ざわりは冷たく、ずしりと重い。

　その重みには、世界の命運が託たくされているのかもしれなかった。




　　　　△▼




　隠れ里の中央に祭さい壇だんが設けられた。

　そこに魔王の心臓を奉たてまつり、俺は祭壇の前でひざまずいた。

　シルファと魔族の子供たちが、俺をじっと見つめている。

「それじゃ、やるぞ」

　俺は魔王の心臓に手をかざし、目を閉じて集中すると、大きく息を吸った。

　蘇そ生せい魔法【レイザー】の呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

「……天に在りし我らの父なり母なる神よ。敬けい虔けんなる汝なんじの子らは、道半ばで命尽つき果てた。我らの父なり母なる神よ。勇猛なる汝の子の魂を、今一度この肉体に呼び戻もどし給たまえ」

　しんっ、と辺りが静まり返った。

　なにも起こらない。

　やはり……失敗か。

　禁忌というのは、無意味な行為であるという大神しん殿でんの戒いましめだったのかもしれない。

　何なん人ぴとであれ、死者は生き返ってはならないのだ。

　シルファたちに対して期待を裏切った罪悪感と、奴やつらに一いつ矢し報むくいることもできない歯がゆさがない交ぜになる。

　どれくらい俯うつむいていたのだろうか。

　なにかがおかしい、と俺はようやく気づいた。

　周囲があまりに静か過ぎる。どうして誰も、俺に声をかけないのか？

　目を開くと、そこは完全なる暗くら闇やみだった。

「えっ……──」

　慌あわてて辺りを見渡す。シルファの姿も魔ま族ぞくも、誰もいない。

　それどころか、空も地面すらない。闇であり虚こ空くう。

　さらに、俺はとんでもないことに気づく。

　俺の手も足も顔も、俺の肉体そのものすら、そこには存在しなかった。

　ここは、どこなのか。

　死後の世界？　俺は……死んだのか？

　魔王の蘇生という禁忌を犯そうとした、これが報いなのだろうか。





　──人間　よ






　誰かの声がした。

　意識だけの存在になった俺は、声を発する喉のども舌もないまま答える。

　なぜか俺は、その声の主が何者なのかを知っていた。




　お前が……魔王？





　──我が　肉体は　朽くちた　　器うつわと　共に　力は　失われた




　──力を　収める　器が　失われた






　それは……もう手遅れだということか？





　──器が　要いる　正しき　器が




　──正しき　器とは　人間　　聖なる　者






　器……？　人間……？

　この声がなにを言っているのか、その言葉が本当に魔王のものなのか。

　それともすべては、とっくに死んでいる俺が見ている幻まぼろしなのか、それすらも確かめる術すべはなかった。





　──全すべては　器　のために




　──魔王の　権能　を　継けい承しよう　せよ




　──魔王の　全て　を　受け入れよ






　魔王の力を、俺が？

　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいだ。

　それに文字通り、今の俺にはなにもない。健全な肉体も、願いも、生きる意味さえも。


　──本当にそうだろうか？



　本当に俺は、なにも求めてはいないのか。

　ちがう。噓うそだ。噓をつくな。

　俺が本当に欲ほつしているものはなんだ。答えろ。俺が希ねがうもの、それは──




《七人の勇者》に復ふく讐しゆうすること。




　リザを殺したあの女に。

　それを計画した《七人の勇者》全員に。

　憎い、憎い、憎い……憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い……!!

　絶対に許すものか。

　俺は奴らに、リザが受けた痛みと苦しみを味わわせる。

　この世界で叶かないうる最大無限の地獄を、未来永えい劫ごう与あたえ続けてやる。





　──承しよう認にん　した




　──汝の手は　癒いやさない　汝の手は　滅めつする　汝の手は　狂くるわす




　──その手で　世界を　破は壊かいし　創造　せよ






　暗黒の虚きよ無むは終わりを告げ、俺の目は一筋の光を感じ取った。




　　　　△▼




「──ず、レイズっ！　どうしたの？　へいき……!?」

　カッと目を見開いた。

　いつかのように、シルファが俺を心配そうに見下ろしている。俺はいつのまにか仰あお向むけに倒たおれていた。意識を失っていたらしい。魔族の子供たちも集まっていた。

　ぞくり、と怖おぞ気けがした。

　祭壇の上から、魔王の心臓がなくなっていた。

　おそるおそる、俺は自分の胸むな元もとを見下ろす。

　本来は俺のそれがあるべき場所に、あの結けつ晶しよう体の心臓が埋うめ込まれていた。

　ドクンっ、ドクンっと、はっきりと鼓こ動どうを刻んでいる。

　それは俺の心臓と重なって……いや、ちがう。

　これこそが俺の心臓だ。

　途と端たん、五感すべてに強烈な違い和わ感が走る。

　さきほどまで身体からだ中を蝕むしばんでいた火傷やけどによる痛みを、一いつ切さい感じなかった。

　手や腕うでを見ると、爛ただれきっていたはずの傷が綺き麗れいに消えていた。

　それだけではない。身体が異様に軽い。さらに頭上に見える曇どん天てん、その間を飛ぶ鳥の羽毛ひとつまではっきりと視認できる。はるか地平の先の家か畜ちくの鳴き声まで、手に取るように聞き取ることができた。

　まるで別人に生まれ変わったような感覚。

　だが思考も記き憶おくも、かつてないほどはっきりと覚かく醒せいしている。

　ああ、そうか……。

　その瞬しゆん間かん、俺はすべてを理解した。

　ただの神官だった俺が、いったい何者に変へん貌ぼうを遂とげたのかを。

「……ククッ……」

[image: ]

　身体の奥底から無限の生命力と万ばん能のう感が、とめどなく湧わき上がる。

　俺は恍こう惚こつとしたその感覚に身を委ゆだねた。

「ハハハッ!!　アハハハハハハハハはははははははははははっっっ……!!!!」

　片手で顔を覆おおい、天を仰いだ。

　大気に響ひびき渡る哄こう笑しようは、俺が発しているものだった。

　だが止められない。止める必要もない。

　不思議だった。

　なぜこんなにも悲しいのに、俺は嗤わらっているのだろうか？

　なぜ俺は笑っているのに、こんなにも哀かなしいのだろうか？

　たぶんどちらかが本物の俺で、どちらかはこの心臓の持ち主だからだ。

　どちらでも構わない。なぜなら俺たちは、もうひとつになっているのだから。

「レイ、ズ……？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすシルファに、俺は言った。

「俺は《七人の勇者》に復讐する」

　これは、最愛のリザへの約束だ。

「俺はリザを殺した勇者どもに報いを与える。いや……奴らだけじゃない。勇者たちに従う愚おろかな人間すべてに」

　この癒しの手で、忌いまわしき不条理を破壊しよう。

　この救いの手で、赦ゆるされざる罪人を粛しゆく清せいしよう。

　神がやらぬのなら──俺がやる。

　魔族の地の底で、俺はただひたすらに嗤い続けた。この世界の果てまで、生きとし生ける者すべてにこの悦よろこびが、届くようにと。

　俺はようやく気づいていた。とても簡単な事実に。

　あの夜、この手で愚かな人間を殴なぐり殺した瞬間から、とっくに──




　俺はもう、この穢れた道を歩き出しているのだ。








二話　破壊の誓ちかい









　なにか最悪のことが起きている。そう予感せずにはいられなかった。

　マリアージュは息を切らしながら司教室に駆かけ込んだ。

「ゼオラル様！　司教ゼオラル様！」

「これはこれは、聖女マリアージュ様。それほどお慌あわてになり、いったいどうされたのですかな」

　白しら髭ひげをたくわえたゼオラルが、皺しわ々しわの顔に柔にゆう和わな笑えみを浮うかべる。

　だがマリアージュは気持ちを落ち着かせることなどできなかった。

「大神しん殿でんの神官が行方ゆくえ不明というのは、本当なのですか!?」

「……聖女様、どうかお気を静めてくだされ」

「お聞かせください。その方のお名前を」

「その者は……レイズ・アデッドと申します」

　途端、視界がぐらついた。

　知っていた。いや、名前だけならば神官だけでなく、この大神殿に勤める修道士ひとりひとりまで知っている。

　けれどその名前は、自分には特別の意味を持っていた。

　他の誰にも代えられない、特別な──

「レイズ、様が……？」

「……聖女様に隠かくし事はできませぬな。どうか、落ち着いてお聞きください」

　ゼオラル司教は沈ちん痛つうな面おも持もちを浮かべた。

「レイズ・アデッド神官は、どうやら魔ま物ものに襲おそわれたようなのです。現場には彼と、彼の妹のものと思おぼしき血けつ痕こんが……」

「そんな……。まさか、それでは……」

「平和のために祈いのり続けた彼の魂たましいは、健すこやかに天に召めされたことでしょう」

　世界が音を立てて崩くずれていく。

　マリアージュはそのただ中で呆然と立ち尽くすしかなかった。




　　　　△▼




　聖女マリアージュはその場で体調を崩し、付き人に付き添そわれて退室した。

　彼女が去ってから、司教ゼオラル・キリクは、深々と嘆たん息そくした。

　すでにこの世から去った、ひとりの神官のことを思い起こす。

　若き天才。神官としては惜おしい逸いつ材ざいだったが、道を踏ふみ間ま違ちがえた。

「《七人の勇者》に歯向かうとは、愚かな若造よ……」




　　　　△▼




「──それじゃあ、お父さんとレイズが……ひとつになったってこと？」

　シルファが魔族たちを代表して俺に聞いた。

「ああ、魔王の【蘇そ生せい】は失敗した。だがその代わりに、魔王の心臓が、俺の身体に取り込まれたようだ」

　俺はもう一度、自分の胸に語りかけてみた。

　だがあの魔王らしき声が返ってくることはない。それでも鼓動は感じる。

　レイズ・アデッドという人間と、魔王。どちらかが消えたわけではない。

　全身にみなぎる莫ばく大だいな魔力。それは人間の、しかもただの神官である俺のものではない。

　これは魔王が本来有していた力、その源。

　魔王の権能。

　あの声は、そう言っていた。

「たしかに……レイズから、お父さんの匂においがする」

　シルファが俺の胸に寄り添い、すんすんと鼻を鳴らした。

　急な密着に俺は内心たじろぎながらも、ほかの魔族の子たちが見ているのもあって、なるべく動どう揺ようしていないように振ふる舞まった。

「ちょっと見てみる。レイズ、こっちを見て」

　この前のときのように、俺はシルファの眼めを覗のぞき込んだ。シルファの【魔眼】により、俺自身の情報が頭に流れ込む。





《クラス》


【神官】

【魔王】






《スキル》


【魔王の権能】……魔王に相応ふさわしい魔法とスキルを発現する。






《魔法》


【キュア】……回復魔法／属性：光／ランク：Ⅳ／汎はん用よう

【フォース】……強化魔法／属性：光／ランク：Ⅳ／汎用

【トリト】……浄じよう化か魔法／属性：光／ランク：Ⅳ／汎用

【アウェク】……覚醒魔法／属性：光／ランク：Ⅳ／汎用

【レイザー】……蘇そ生せい魔法／属性：光／ランク：Ⅳ／汎用

【シフト】……転移魔法／属性：無／ランク：Ⅳ／汎用








　俺の持っていた神官としての《スキル》が、すべて消えていた。

　その代わりに、たったひとつだけ、【魔王の権能】が追加されている。

「やっぱり、レイズは【魔王】を受け継ついでる」

「そのようだ。だが、《魔法》は元々持っていた神官のものと変わっていないな」

「たぶん、レイズは魔王になったわけじゃなく、その性質を受け継いだだけ。だから姿も人間のままだし、これまで通り神官の《魔法》も使える。それに……もしかしたらレイズはまだ、自分の能力を自覚していないのかもしれない」

「……なるほどな」

　たしかに本来《魔法》も《スキル》も、それを自覚し、行使することで初めて発現するものだ。

　シルファはすこし残念そうに、しかしどこか嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「だからレイズのことは、これからもレイズって呼ぶ」

「ああ、そうしてくれ」

「そういえば……顔の傷は、治さないの？」

「……これか」

　俺は自分の頰ほおをなぞる。この顔の火傷やけど痕あとだけは、あえてそのままにしていた。

「いいんだ。このままで」

　この傷痕は、戒いましめだ。

　リザが受けた苦しみを、この憎にくしみを、永遠に忘れないための。

「し、シルファ様！」

　突とつ然ぜんだった。魔族の男の子がシルファの名を呼んだ。小さな子だらけの隠れ里では、シルファの次くらいに年長の子だ。

「どうしたの」

「ウルガの村が……人間の兵士たちに襲われたって……！」

　シルファの顔色が変わった。

「村だと？」

「ここと同じ、魔族の隠れ里。レイズはここにいて。わたしが、なんとかする」

「なんとか、だと？　魔族の王女であるシルファが人間の前に姿を見せて、無事に済むと思うのか」

「わかってる。でも、みんなを助けないと」

　シルファは毅き然ぜんとして言い放った。声は震ふるえてもいない。

　それが彼女の魔族の王女たる器を示していた。

　だが、その勇気はもはや不要だ。なぜなら今ここには、俺がいるのだから。

「俺が行く。その村まで案内してくれ」

「レイズ……」

「ちょうどいい。人間相手なら、俺のほうがよくわかっている」

　それは偽いつわりではない。奴やつらがどれほど邪じや悪あくで、生きる価値に値あたいしない存在なのかを、俺は誰よりも知っている。

　だから俺の取るべき道は、たったひとつしかありえなかった。

　俺の復ふく讐しゆうは、もう始まっている。




　　　　△▼




　その魔族の村は、王国から遠く離はなれた辺境の地にあった。

　険しい山々の間にひっそりと佇たたずみ、数十人程度の魔族が暮らしているらしい。魔王の娘むすめであるシルファは魔族のことは無論、この世界の地理や環かん境きように、俺以上に詳くわしかった。世界を統すべる者の娘として求められた資質なのかもしれなかった。

　鬱うつ蒼そうとした森を抜ぬけ、俺とシルファは慎しん重ちように村のそばまで近づいた。

　まず聞こえてきたのは、人間のけたたましい怒ど鳴なり声だった。

「さっさと動け奴ど隷れいどもが!!」

「休んでんじゃねぇ!!　人間様の土地で生きてられるだけ有あり難がたいと思え！」

　魔族の村に、武装した人間兵士の姿があった。

　一人や二人ではない。ひとつの部隊と呼べるほどの人数だ。

　そしてその周りに、貧ひん相そうな身なりをした魔族の姿が見える。

　全員が両手と両足を動ける程度の長さの鎖くさりでつながれ、木材や石の塊かたまりを運んでいる。

「ひどい……」

　シルファが悲痛な声をもらす。

「魔族を奴隷にしているのか」

「ここは戦う力のない、女性や子供ばかりの村。人間は魔族の生息地を奪うばって、そこを新しい拠きよ点てんにしようとしている。でも労働力は王国や大きい都市に集中しているから、あんなふうに、現地の魔族を使って……」

　シルファは悔くやしそうに俯うつむいた。

　魔王が斃たおれ、絶対的な立場の優位を得て、ここまで醜しゆう悪あくさを剝むき出しにするとは。

　これが人間の本質だ。

　そんなやつらをこれまで癒いやし、救ってきたのは他ほかならぬ俺自身だ。

　だから、その責任を取らなければならない。

「シルファ、俺が行こう」

「でも……兵士がいっぱいいる。危ない」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺の姿を見れば、神官だとすぐにわかる」

　奴らは俺を不ふ審しんに思いこそすれ、警けい戒かいすることはないだろう。

　俺はさっそく、堂々と兵士たちに姿をさらして近づいた。

「──あぁ……？　なんだ、お前は」

　兵士のひとりが気づき、俺を胡う乱ろんげに見回す。

　見るからに粗そ野やな顔つきに、淀よどんだ目つき。身長は俺より一回りも大きい。

「俺は、大神しん殿でんの神官だ」

「大神殿？　はっ、神官が来るなんて聞いてねえぞ。誰も傷ついちゃいねーよ。いったい神官様がなにしに来たってんだ」

「傷ついていない……か」

　俺は奴隷として労働を強しいられている魔ま族ぞくたちを見た。

　血だらけの手足で剝き出しの建材を運んでいる。肌はだの色がちがっても、その健康状態が著いちじるしく劣悪なのは明らかだった。

「なんだよ。おいまさか、あの人外どもを治しに来たとでも？」

「もし、そうだと言ったら？」

「ぎゃははっ！　なにいってやがる!?　お前、頭がおかしいのか？」

　何事かと、ほかの兵士たちも集まってくる。

　俺はあっという間に大おお柄がらな兵士たちに取り囲まれた。

「こいつらはなぁ！　生きる価値のないバケモノなんだよ！　勇者様の『種族浄化宣言』を知らねぇのか？　慈じ悲ひ深い俺たち人間様が、特別に生かしてやってんだ。むしろ感謝してほしいくらいだぜ」

　化け物、か……。

　今虐しいたげられている魔族たちからすれば、どちらがそれにより近いかは明白だ。

　騒さわぎに気づき、奴隷のひとり──リザと同じくらいの小さな魔族の女の子が、何事かとこちらを見つめていた。

　兵士が女の子に目を止め、鬼のような形相で詰め寄る。

「おいてめぇ！　勝手にサボってんじゃねぇ！　殺されてぇのか……!!」

「ひっ……!?」

　兵士が女の子の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

　女の子は苦しげに呻うめき、小さな足をばたつかせる。兵士が腕うでを振り上げる。

　拳こぶしが振り下ろされる直前、俺は兵士の腕を摑んでいた。

「あぁ……？　なんだよ、てめぇ」

　兵士が俺を睨にらみつけ、一いつ瞬しゆんにして剣けん吞のんな空気が広がった。

「神官風ふ情ぜいが。調子に乗ってんじゃねーぞ！」

　この腕が、誰だれかを傷つける。

　決して癒してはならぬもの。否いな、今すぐに破壊しなければならぬもの。

　そうだ。だから俺は──

「光栄に思え」

「……なに？」

「お前が、この力で報むくいを受ける最初の人間だ」

　かつて【キュア】を唱えていたときのように、手のひらに意識を集中させる。

　直後、兵士の右腕が弾はじけた。





【？？？】：対象に命中。効果大。対象の右腕損そん壊かい。






「────は？」

　兵士が呆ぼう然ぜんと、肘ひじの先から千切れた腕を眺ながめる。

　俺の頰には、べっとりとその男の血が張り付いていた。

「いぎゃあああああああああああああああ!!　うっ、腕っ!?　お、俺の腕が……!!」

　突然の惨さん状じように、他の兵士たちも慌あわてふためく。

「てめぇ……！　な、なにをしやがった!?」

　兵士たちが次々と色めき立ち、一いつ斉せいに剣や槍やりの刃は先さきを向けた。

　今、俺が詠えい唱しようしたのは【キュア】ではない。

　魔王の魔力によって変質した……否、反転した神官の《魔法》──癒しと真逆の現象である、対象を破は壊かいするための力だ。

「ハハっ……」

　俺は頰をぬぐい、血ち塗ぬられた自分の手のひらを見つめた。

　魔王が言った通りだ。俺のこの手は、もうなにかを癒すためのものではない。

　俺は槍を構える兵士に、手をかざした。

「【オルタ・キュア】」

　次の瞬間、男の身体からだが内側から爆ばく発はつした。





【オルタ・キュア】：対象に命中。効果大。対象死亡。






　今度こそ血の雨が降った。

　頭から肉片と血をかぶり、俺は自分の持つ力をはっきりと確信した。

　もともと俺の【キュア】は、【完全治ち癒ゆ】により効果が強化されている。それを反転するとどうなるか。

　これは、対象を完かん膚ぷなきまでに『壊こわす』力。だからこんな風に──

　俺はさらにべつの兵士に手をかざし、その首から上を吹ふき飛ばした。続けざまに残った手足もひとつずつ撃うち砕くだく。

　驚きよう異い的だったのは、威い力りよくや照準の精確さだけではない。

　以前は【キュア】を一度唱えただけで、ごっそりと体力と精神を消しよう耗もうしていた。だが、今はそれが一いつ切さいない。

　魔王は無む尽じん蔵ぞうの魔力を持つ。

　つまり今の俺に、魔力切れは起こらない。

　さらに重要なことがもうひとつ。

　人間は、魔物の攻こう撃げきや、人間同士による《魔法》の攻撃を防ぐ術すべは、いくつも編み出してきた。

　だが逆に人間は、自分たちを癒す《魔法》を防ぐ術など有していない。

　人間の身体は、癒しを無条件で受け入れるのだ。

　村を占拠していた兵士という兵士すべてが集まり、唸うなり声をあげて、一斉に俺に斬きりかかった。

「【オルタ・キュア】、【オルタ・キュア】、【オルタ・キュア】、【オルタ・キュア】、【オルタ・キュア】、【オルタ・キュア】──【オルタ・キュア】っ……!!」





【オルタ・キュア】：目標に命中。効果大。目標の頭部破壊。対象死亡。

【オルタ・キュア】：目標に命中。効果大。目標の上半身破壊。対象死亡。

【オルタ・キュア】：目標に命中。効果中。目標の右脚あし破壊。

【オルタ・キュア】：目標に命中。効果大。目標の全身破壊。対象死亡。




……






　目の前で、人間が次々と爆発していく。

　距きよ離りすら自在だ。俺の視界に入る範はん囲いであれば、【オルタ・キュア】は届いた。

　さきほどから頭のなかに流れ込んでくるこの声がなんなのかも理解できた。これは主に冒ぼう険けん者が用いる【戦せん闘とう経験】という《スキル》だ。使うのは初めてだが、確かに状じよう況きよう判断には便利な代しろ物ものだ。

　人間たちがようやく力の差を理解したのは、屍しかばねの山が築かれてからだった。

　ある者は現実離れした惨状に我を失い、仲間を見捨てて背を向けた。その背中に、俺は容よう赦しやなく【オルタ・キュア】を発動した。

　奇き妙みようだった。

　屈くつ強きような兵士たちが、脆ぜい弱じやくな神官である俺に、指一本触ふれられない。

　俺は高こう揚ようし、満たされていく自分を認にん識しきした。

　そうだ……これこそが俺の天職。神から授さずかった、本当の使命。

　誰かを傷つけ、悲しみをもたらす屑くずどもに復ふく讐しゆうするという使命なのだ。

　もっと、もっとだ。

　まだ足りない。まるで足りない。

　こんなもので、お前たちの愚おろかな罪が贖あがなえるはずがない……!!

「──れ、レイズっ！」

　切羽詰つまったその声で、俺は我に返った。

　いつのまにかシルファが隣となりにいて、俺の腕をつかんでいた。

「もう……十分……」

　シルファはぎゅっと俺の腕を抱だきしめている。

　気づけば、原形を留とどめた兵士は、もう一人しか残っていなかった。そのひとりも顔面蒼そう白はくで腰こしを抜ぬかし、地面に尿にようを垂れ流している。戦意喪そう失しつどころか、正気を失いかけていた。

　なにをそんなに恐おそれているのだろう？

　ああ……そうか。

　こいつらは、俺を恐れているのか。

「ゆ、ゆるしてください……。おおっ、お、おねがいです……殺さないで……」

　俺の心が急速に冷めていく。

「もう二度と、魔族を虐げないと誓ちかえ。いや魔族だけじゃない、他の誰をも」

「ちちっ、誓うっ……！　誓います！　だからどうか……」

「いい答えだ」

　俺は口元を緩ゆるめ、兵士に「行け」と命じた。兵士はがくがくと首を縦に振ふると、脱だつ兎とのごとくその場から逃にげ出した。

　俺は魔族の女の子のもとに歩み寄り、手を貸した。

　シルファに女の子を託たくし、俺は周囲の死体の山を見渡した。

「レイズ、あの人間を逃がしてよかったの？」

「逃がす？　なんのことだ」

「え……」

「これ以上、村を奴やつらの薄うす汚ぎたない血と肉片で汚けがしたくなかっただけだ」

　逃がすことなどありえない。

　俺は振り返り、小さくなった兵士の後ろ姿に向かって手をかざした。

「誓いだと？　お前たちの誓いなど、誰が信じるものか」

　きっとこの先、奴らはまた誰かを傷つけるだろう。

　万が一、そうでなかったとしても、これまで犯おかした罪が消えることはない。これまでの罪を、赦ゆるすはずがない。

　リザが生き返らないのと同じように。

「【オルタ・キュア】──死で贖え」

　破壊の魔ま力りよくが遠ざかる兵士を捉とらえ、最後の華はなが咲さき狂くるった。




　　　　△▼




　俺たちは人間兵士に囚とらわれていた魔族全員を解放した。

　シルファの言った通り、村にいたのは女や子供、老人ばかりだった。彼らは魔王の娘むすめであるシルファには迷いなくかしずいたが、人間でありながら兵士たちに敵対した俺の存在には、まだ困こん惑わくを見せている。

　俺とシルファは、村で一番大きな民家に招かれた。

　高こう齢れいな魔族の老人は、俺たちに深々と頭を下げた。

「本当にありがとうございます。いったい、なんとお礼を申し上げればよいか……」

「礼など不要だ。これは、俺が俺のためにやったことだ」

　奴らに、神の代わりに罰ばつを与あたえただけのこと。

　あれほど人を殺した後だというのに、俺の心は凪なぎのように落ち着いていた。むしろシルファのほうが、俺の凶きよう行こうに圧あつ倒とうされている。

「しかし、手て強ごわい人間の冒険者は数多く見てきましたが、それでもあれほどの力は見たことがありません。あなた様はいったい……？」

「俺はただの神官だ。ただ、《七人の勇者》を滅ほろぼすだけの」

「なっ……!?」

　魔族たちの間に大きなざわつきが広がる。シルファが手を上げると、彼らは静まり返った。

「なら、わたしも手伝う」

　シルファが言った。

　それは予想できた反応だった。けれど俺は首を横に振った。

「必要ない。魔王の仇かたきも、俺が取る」

「そうじゃない」

「なに……？」

「だって、わたしのすべては、もうレイズに捧ささげたから」

　シルファは、蘇そ生せいを試みる前のあの約束を、律りち儀ぎに順守しようとしていた。

　俺がシルファの立場だったら、どう思うだろうか。

　自分の大事な人を殺された憎にくしみを、黙だまって誰かに託すことができるのか。

　答えは聞くまでもなかった。

「……そうか、わかった。だが、まずはこの場を──」

　ドクンっ。

　突とつ然ぜん、だった。

　心臓が大きく脈打ち、全身を瞬しゆん時じに凍こおりつかせた。

　身体の隅すみ々ずみまで満ちていた力が突とつ如じよとして制せい御ぎよを失い、暴れ狂い出す。

「ぐっ……があぁあああああああああああ……!!」

　俺は息もできず、その場にひざをついた。

「レイズ……？　ど、どうしたの!?」

　シルファが俺に駆かけ寄ってくる。

　魔王の心臓が狂きよう暴ぼうに鼓こ動どうしている。

　自分の身体になにが起きているか、俺はすぐに理解した。

「魔王の力の……代だい償しようか」

　本来、俺自身の身体からだは、脆弱な人間のものに過ぎない。

　そこに規格外の魔王の心臓を移植したのだ。力を使えば、なんらかの負ふ荷かが生じることは、容易に予測できることだった。

「お父さんの心臓が、レイズを……」

　シルファが恐る恐る俺の頰ほおに触れた。

　するとなぜか、痛みがすこしずつ遠ざかり、やがて完全に消え去った。

「心配……するな。もう、大だい丈じよう夫ぶだ」

「本当に？　でも、またいつこうなるか……」

　治まった原因は不明だ。シルファが案じるように再発の恐れも十分ある。

　確かなことは、俺はもっとこの力と身体のことを知るべきだということだ。

「はっ……ちょうどいい」

「レイズ？」

「ではこの魔王の力、殺すべき奴らで試ためしていくとしよう」

　勇者に従う愚かな人間どもは、掃はいて捨てるほどいる。

　復讐の手始めに、思う存分、屑どもを実験台にすればいい。

　利点はもうひとつある。それを続けていけば、嫌いやでも奴らの耳に届くことだろう。

　自分たちに反逆する者の存在が。

「……レイズの考えはわかった。みんなも、協力してくれる？」

　シルファの言葉に魔族の民たみはうろたえながらも、異を唱えるものはいなかった。

　ゆっくりと、着実に奪うばっていくとしよう。

　俺の存在が、この抑おさえがたい悦よろこびが、奴らに届くように──




　　　　△▼




「兵士の一団が、相次いで消息不明……か」

　城の玉座に腰を下ろす青年は、興味深げに呟つぶやいた。

　伝説の勇者──ディーン・ストライア。

　王国中を席せつ捲けんした『種族浄じよう化か宣言』から、およそ三ヵ月あまり。

　順調に進んでいた計画に、たったひとつだけ不確定要素が混入していた。

「なにか面おも白しろいことが起きている……そう感じないか、イオナ。どうやらこの世界には、まだ骨のあるやつがいるらしい」

「どうせ魔族の残党でしょう？　もう殺し飽あきたわ」

　伝説の魔法使い──イオナ・ヴァーンダイン。

　麗うるわしい紅ぐ蓮れんの髪かみを持つ少女は、蒐しゆう集しゆう物の杖つえを撫なでながら退たい屈くつそうに返した。

「ギンカ、なにか意見は？」

「オレ様？　あー……つまり、なんだ。敵がいるのはいいってことだな！」

　伝説の戦士──ギンカ・ブルアクス。

　そう答えた褐かつ色しよくの肌はだの少女は、自分の背せ丈たけを遥はるかに上回る鉄てつ塊かいのごとき斧おのを、自身の指先だけで軽々ともてあそんでいる。

「ボクも魔族相手はもうめんどくさいなぁ。だいたいあいつらは、世界でいっちばん可愛かわいいボクのことがわかってないんだよね。本当なら魔王なんか捨てて、このボクを崇あがめるべきじゃない？　世界でいっちば～～～ん可愛いんだからさ！」

　伝説の武ぶ闘とう家か──フェイ・リーレイ。

　小こ柄がらな少女がうっとりした様子で手鏡を見つめ、そう断言する。

「アンタはどうなの、ヒサメ。仕事ならなんでもやるんでしょ？」

　イオナが黒い忍しのび装しよう束ぞくの少女に話しかける。

　さきほどまで誰だれの影かげも形もなかった部屋の柱に、ひとりの少女が背を預けていた。

　少女の口元はマスクで覆おおわれており、表情が見えない。

　伝説の狩人かりうど──ヒサメ・クウガ。

「……我は、ただ狩るのみ」

「あのの～～？　そげんばやつ～～、混ぜたらいい材料になるけ～ん？　なるんなりゃ～～、うちが摘つんできてあげてもよかよぉ～～～♪」

　広々とした部屋の隅で、ぐつぐつと煮えたぎる大おお釜がまをかき混ぜながら、上じよう機き嫌げんに鼻歌を歌っている少女がいる。

　伝説の錬金術師──アリシャ・ミスリル。

　途と端たん、破は裂れつ音とともに大釜から白はく煙えんが上がった。アリシャは笑え顔がおのまま盛せい大だいにせきこむ。

「やれやれ……。せっかく《七人の勇者》が全員揃そろってるんだ。大賢けん者じや様の意見も聞いておこうか」

　ディーンは正面にいる、ひとりの少女を見た。

　伝説の賢者──メビウス。

　その少女は、他の六人とはちがっていた。

　容姿や服装といった表面的なものではなく、もっと根本的に。

　まるで、この時代の、この世界の人間ではないかのように。

　地上最強の《七人の勇者》のうち、六人が女であることは、あまり世には知られていない事実だ。それは単に、全員の姿を見た者が少ないという単純な理由だった。

　人間であれ異種族であれ、まだ生きている者であればなおさら。

「──もうすぐ、終わりがくるわ」

「終わり？　それは、そいつの辿たどる運命のことか？　それともこの世界の？」

　ディーンの問いに少女は答えず、ただ静かに微笑ほほえんだ。




　　　　△▼




　─　魔王城跡あと地ち近郊・結けつ晶しようの原野　─




「【テラフレア】!!」

　魔法使いの爆ばく炎えんが地表を薙なぎ払はらった。

　人間の何倍もの体たい軀くを有するガーゴイルの群れが、一瞬で燃え尽つきる。

「【岩石両断】っっ!!」

　戦士が巨きよ大だいな斧を振ふり下ろし、ゴーレムと大地をまとめて打ち砕くだく。

　衝しよう撃げきで一帯は陥かん没ぼつしクレーターが形成される。

「ふっ……【絶命の手】──」

　盗とう賊ぞくが棍こん棒ぼうを抱かかえた巨人トロールたちの間を、軽やかにすり抜ぬける。

　直後、すべてのトロールが胸から青い血を噴ふき出し、その場にくずおれた。

　それらの戦闘の──否いな、一方的な虐ぎやく殺さつの光景は、《結晶の原野》の各地で次々と繰くり広げられていた。

　人間はこれまで未み踏とうとされていた各地に、侵しん攻こうの手を伸のばしていた。

　その最大の貢こう献けん者こそ、彼らのような凄すご腕うでの冒ぼう険けん者たちだ。

「へっ、こんなものか。魔ま物ものどももたいしたことねぇな」

　男は手て練だれの冒険者であり、名実兼かね備えた魔法使いのひとりだ。

　たった今も、その杖からほとばしった灼しやく熱ねつの炎ほのおが、巨大な魔物の群れを一撃のもとに屠ほふってみせた。

　ここは最果ての地とも呼ばれる、魔物たちの巣そう窟くつだ。

《七人の勇者》によって陥落した魔王城の近くに位置しているだけあって、伝説級の魔物や魔ま獣じゆうたちが数多く生息している。本来なら、たった一体で小さな町や村を滅ぼせるほどの怪かい物ぶつどもだ。だが男たち冒険者の手にかかれば、それすらも敵ではない。

「おい、魔物狩りに夢中になるのもいいが、肝かん心じんの標的を逃にがすなよ」

　同業者である壮そう年ねんの戦士が言った。

　戦士のバトルアクスにも、魔物の血と肉片がこびりついている。

「わかってるって。ちゃんとエルフの位置は把は握あくしてる」

　男の探たん索さく魔法は、逃とう亡ぼうを続ける女を正確に捕ほ捉そくしていた。

「奥に逃げ込んだか。包囲して追い詰つめるぞ」

　この《結晶の原野》に集つどった冒険者の数、二十名。

　そのいずれもが男に勝まさるとも劣おとらぬ、超ちよう一流の冒険者たちだった。

「しかし、勇者様も気前がいい。わざわざエルフの首に賞金を懸かけてくださるとはな。しかも一生遊んで暮らせるような額だ」

「なんでも、エルフは《七人の勇者》様の命を狙ねらっていたらしい」

「ああ、たしか反逆者どものリーダーだとか……」

「どっかの森が焼かれて、その報復だとよ。まあそこいらの魔物よりは手て強ごわいらしいが……所しよ詮せんはウサギだ」

　男たちは順調に目標のエルフを追い詰めていった。

　二十人の冒険者たちが《結晶の原野》の奥地まで進んだところで、男は立ち止まった。

「いい加減、観念したらどうだ？　逃げ場はねえぞ」

　男はどこかに隠かくれているであろうエルフに宣告する。

　次の瞬しゆん間かん、一本の矢が空気を斬きり裂さいた。

　だがその矢は男の背中に突つき刺ささる直前、炎に包まれて消しよう滅めつする。

「──見つけたぞ」

　盗賊が無数の短たん剣けんを乱れ投げする。

　甲高い金属音と鈍い音、やや遅おくれて苦く悶もんの声が聞こえた。

　ドサリと結晶の柱の上から落ちてきたのは、長い金髪に尖とがった耳を持つ女。独特の戦闘装束に身を包んだ、美しきエルフ族だった。

　エルフは自分の肩かたに刺さった短剣を引き抜くも、立ち上がることができない。

「これは……貴様ら、私になにを……」

「毒さ。しかも錬金術師が調合した、ベヒーモスすら一撃で昏こん倒とうする猛もう毒どくだ。はっ、意識があるだけ褒ほめてやるよ」

「人間め……。よくも、我らの森を……」

「我らぁ？　はっ、この地上はなぁ、すべて人間様のものなんだよ！」

　男は地面にはいつくばるエルフの前にしゃがみこみ、髪をつかみ上げた。

「へぇ……。さすがにエルフだけあって、見た目は悪くない」

「な、なにを……」

「お前ら！　《七人の勇者》様に首を捧ささげる前に、こいつで楽しませてもらおうぜ！」

　荒あらくれ者の冒険者たちが下げ卑びた笑みを浮うかべる。

「やめっ、やめろ……！」

「おいおい暴れるなよ。はっ、心配するな。お前を殺したら、今度は残ったほかのエルフどもも、お前と同じように使ってやるよ！」

　死肉にたかる禿はげ鷹たかのごとく、男たちが一いつ斉せいにエルフを取り囲む。戦闘装しよう束ぞくを力任せに引き千切り、白い柔やわ肌はだが剝むき出しになる。

　誰の助けも訪れるはずのない最果ての地で、悲鳴と哄こう笑しようが入り混じる。




　突とつ然ぜん、戦士の身体からだが爆発した。




「は──？」

　なにが起こったのか、その場にいた冒険者の誰一人理解できなかった。





【？？？】：詳しよう細さい不明魔法が味方に命中。効果大。味方死亡。






　高ランクの【戦闘経験】が、詳細不明を告げた。

　間近で戦士の返り血を浴びた男の背筋を、悪お寒かんが駆かけ巡めぐる。

「狙そ撃げき魔法か……!?　【マジック・バリア】を展開しろ！」

　男やほかの魔法使いたちが、一斉に対魔法の防ぼう御ぎよ壁へきを構築する。全員が瞬時に応戦姿勢をとった。

　そのとき、男は見知らぬ人影を目まの当たりにした。




「『神は天に在りしゴズインズヘヴン、全て世はオルズライウ事も無しイズザワール』──」




　人間など間ま違ちがって迷い込むはずもない魔境に、年若い神官がいた。

　大神殿に仕える神官の法ほう衣えをまとい、その顔の半分は、痛々しい火傷やけど痕あとが覆っている。

「おい！　お前、何者だ？」

「俺は、神官だ」

「はっ！　それぐらい見りゃわかるさ」

　清せい廉れん潔白な神の信徒。血ち腥なまぐさい戦場には似つかわしくない。

　まさか、こいつがやったのか？

　脳のう裏りに浮かんだ馬ば鹿かげたその発想を、男はみずから否定した。

「神官がなぜここにいる？」

「お前たちを、粛しゆく清せいするために」

　神官が言った。

　誰もがあっけにとられ、そして一斉に腹を抱えた。

「ハハハッ！　お前ら聞いたか!?　こいつはおもしれぇ……！　おい神官、俺たちが何者か、わかってんのか？　《七人の勇者》の命を受けた冒険者だぞ」

　ひとりの剣士が、首にかけている銀ぎん飾かざりを神官に見せつけた。

　冒険者の証あかし。それは正式な許可証であり、異能をもって魔物たちを屠る免めん罪ざい符ふだ。

　兵士の役割は、国や街を守ること。

　もちろん兵士のなかにも腕の立つ者はいる。けれど冒険者は別格だ。

　冒険者は例外なく《魔法》や《スキル》を習得している。

　そして人間の手の届かぬ未踏の地に赴おもむき、過か酷こくな地で未知の魔物と戦い、生き抜く。

　冒険者はいわば、戦せん闘とうと生存のプロフェッショナルだ。

「ああ、よく知っているさ。お前たちが生きる価値のない虫ケラだということも、《七人の勇者》がすべての元げん凶きようだということも」

「はっ！　なに言ってやがる？　こいつはお笑いだ！」

　男と仲間たちは、年若き神官を嘲あざ笑わらった。

「《七人の勇者》様が魔王を滅ほろぼしてくれたおかげで、ようやく平和に近づいたんだ。でなきゃ、大神殿が『種族浄じよう化か』に動くはずがねえだろうがよっ！　てめぇも神官なら、それに従いやがれ」

「なぜ俺が、屑くずどもの指図を受ける必要がある？」

　神官はこちらをまったく恐おそれてもいない。それどころか、挑ちよう発はつさえしている。

　その態度が癪しやくに障さわった。

「ならっ、てめぇを魔物どもと同じ目に遭あわせてやるよ……!!」

　男は無む詠えい唱しようで【テラフレア】を発動。

　ガーゴイルの群れを焼き尽くした灼熱の業ごう火かが、神官を一瞬にして飲み込んだ。

　だが炎の波が消失した。

　神官は平然と立ち、静かに片手をかざしている。

「これだけか？」

「なっ……」

「お前の《魔法》はこの程度か、と聞いている」

「どけっ!!」

　ほかの魔法使いたちが男を押しのけ、一斉に攻こう撃げき魔法を詠唱。盗賊や狩人かりうどたちも遠距きよ離り攻撃を繰くり出す。

「【ダイヤモンドダスト】！」

「【ギガライトニング】!!」

「【千雨流りゆう矢し】ッ！」

「【絶命の鋼糸】……！」

　氷の嵐あらし、雷らい撃げきの渦うず、無数の鉄矢、鋼はがねの糸、すべてが間かん髪はつ容いれずに命中。

　そのひとつひとつが、この地の凶悪無比な人外の魔物たちを一撃で屠ってきた、必殺の《魔法》であり奥おう義ぎだ。だが──





【ダイヤモンド・ダスト】：目標に命中。弱体化により効果消失

【ギガ・ライトニング】：目標に命中。弱体化により効果消失

【千雨流矢】：目標に命中。弱体化により効果消失

【絶命の鋼糸】：目標に命中。弱体化により効果消失






　男の【戦闘経験】が、正確な情報を瞬時に展開する。

　片手をかざしただけの神官の眼前で、放った技わざのすべてが消滅していた。

　弱体化による効果消失……？

「ば、馬鹿なっ……!?　いったいどうなってやがるっ!?」

「ならっ、接近戦で！　【ホーリー・エッジ】！」

　二刀流の魔ま法ほう剣士が飛び出し、神官に斬りかかった。

「死ねぇ！　【スラッシュ・バースト】ッ!!」

　振ふり抜ぬかれた刀身には、絶大な攻撃力を有する神聖魔法がエンチャントされている。さらに繰り出されたのは、堅けん牢ろうな城壁すら紙切れのように斬り裂く必殺の《魔法》だ。





【ホーリー・エッジ】：自身に発動。弱体化により効果消失

【スラッシュ・バースト】：対象に命中せず。弱体化により効果消失






　信じがたいことに、神官は繰り出された刃やいばを指で摑み取っていた。

　夢でも見間違いでもない。

「こんなものか……。これでは《七人の勇者》の足元にも及およばない」

「馬鹿な……。お前、なにをしやがった!?」

「俺はお前たちの攻撃に【フォース】を施ほどこしただけだ。ただし反転しているが」

「反転……？」

　そんな能力など聞いたこともなかった。あらゆる上位の《魔法》をすべて無効化する手段など、存在するはずがない。あってたまるものか。

「なんなんだ、お前は……」

「俺の手は、もうお前たちを癒いやしはしない」

　神官が一歩、男たちに歩み寄る。

　全員が圧倒的な未知の恐きよう怖ふを前に、金かな縛しばりにあったように動けなかった。

「今度は、こちらの番だ」

　神官が天を見上げ、真上に手をかざす。

　なにをするつもりだ……？

　男はすぐにでも防御魔法を発動できるよう身構えていた。

　だがそのすべてが無意味だったことに、彼らは最後まで気づくことはなかった。




「【オルタ・トリト】──万物よ、穢れろ」




　まず異変が生じたのは、冒ぼう険けん者たちの武器と防具だった。

　アダマンタイトやオリハルコンといった希少な神聖金属で造られた名めい剣けんや鎧よろいが、一いつ瞬しゆんのうちに錆さび付ついていく。見る見るうちに腐ふ食しよくが進み、砂のように崩くずれ、冒険者たちの手のなかからこぼれ落ちていく。

　それは男が持っていた杖つえも同じだった。

「か、カドゥケウスの杖が……！　そんな馬鹿な……!?」

　だがそれらは、ほんの始まりに過ぎなかった。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああ!!」

　ぞっとするような悲鳴が聞こえた。

　エルフに毒塗ぬりの短剣を放った、あの盗とう賊ぞくだった。

　その身体からおびただしい白はく煙えんが上がっていた。

　さらに口からは濃緑の泡あわを吹ふき、肌には異様なほど血管が浮き出ている。やがて立っていることもできず、盗賊は地面を転げまわる。

　異常は誰だれ一人として逃のがさなかった。

　ある者は全身を麻ま痺ひさせ痙けい攣れんし、ある者は幻げん覚かくを見て発はつ狂きようし、ある者は暗黒のなかで視力を失い、ある者は声と言葉を失い、ある者は石の彫ちよう像ぞうとなり果てていた。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図。

　男はふいに全身に熱を感じた。





【？？？】……目標の詳しよう細さい不明魔法が命中。防御不能。回復不能。






　自分の肌はだが爛ただれていく。やがてそれは肉を焼き、骨にまで到とう達たつ。

　かつて経験したことのない激痛に男は正気を失った。

　自分の身体からだを支える両脚あしすらも溶とけ、四し肢し断絶の状態で地面に倒たおれた男は、残った意識で、あの神官が歩み寄るのを感じた。

「──【トリト】は、対象の毒や麻痺や幻覚、腐食や石化といったあらゆる穢けがれを清め、癒す魔法だ。俺はそれを反転した。だからお前たちに、この世に存在しうるすべての穢れが押し寄せた」

　こんなのは、現実じゃない。

　有り得ない有り得ない有り得ないありえないありえないありえない……！

「た、タスケ、テ……」

　消えゆく意識で、男は懇こん願がんする。

　地獄の釜かまが煮えるような嗤わらい声が響ひびいた。

「ククッ……ハハハハハッ!!　アハハハハハハハハッハハハハハハハハハハハハハハハハハッッッ!!!!!!」

　神官の哄こう笑しようが暗雲を呼び、魔族の地に雷鳴が轟とどろく。

　するとやがて、人間を恐れて身を隠かくしていた低級の魔物や魔族たちが、おそるおそる姿を現しはじめた。

『おお……魔王様……』

『我らの偉い大だいなる魔王様が……現世に復活された……』

　魔族たちは神官を囲むように集まり、次々とその場にひざまずいていく。

　知性を持たぬ魔物さえも、うやうやしく頭こうべを垂れた。

　その神官は狂くるっていた。

　だがそれは、決して人間の狂気などではない。

　悪魔、魔人。いや、ちがう。あれは──

　朽ち果てる男が最さい期ごに見たそれは、禍まが々まがしい魔王の降臨そのものだった。




　　　　△▼




《結けつ晶しようの原野》の外れにある洞どう窟くつ内。

　俺とシルファは助けたエルフの女の手当てをしていた。

　エルフの呼吸は浅かったが、いまは静かに眠ねむっている。

「毒も抜けたし、傷口もちゃんと塞ふさがった。レイズの【キュア】は、本当にすごい」

「そうか。なら、いい」

　俺は自分の手を握にぎっては開き、力の具合を確かめていた。

　威い力りよくも精度も悪くはない。だがこのエルフの発見がもうすこし早ければ、余計な負傷をさせることもなかった。索さく敵てきはあと一歩、というところか。

「レイズのおかげで、このひとは助かった」

「助けたわけじゃない。屑どもを片付けるついでに、そうなっただけだ」

「そうだね。でも……レイズがすごいことは事実」

　シルファはあくまで俺を称たたえようとする。

「それより、だ。シルファ、俺の能力を見せてもらえるか」

「わかった。それじゃあ、わたしの眼めを見て」

　いつものように、シルファが【魔眼】で俺の能力を見通し、【心象投とう影えい】でそれを頭のなかに送ってきた。





《クラス》


【神官】

【魔王】






《スキル》


【魔王の権能】……魔王に相応ふさわしい魔法とスキルを発現する

【反転】……一部の魔法を反転する

【完全破は壊かい】……攻撃魔法の効果を増ぞう幅ふくする（極大）

【魔力炉心】……消費する魔力と同等の魔力を常に体内に生成する

【戦せん闘とう経験】……戦闘中に発生する事象を正しく把は握あくする

【無む詠えい唱しよう】……魔法の呪じゆ文もん詠唱を省略する

【絶魔力】……敵対魔法の被効果を低減する（大）




ランクⅢ以下の状態異常魔法を完全無効化する




【人類悪】……人間に対する特攻状態を付ふ与よする（極大）

【不ふ滅めつ者】……自身に対し、【キュア】、【フォース】、【トリト】を常時発動する




効果は永続し、解除されない






《魔法》


【キュア】……回復魔法／属性：光／ランク：Ⅳ／汎はん用よう

【フォース】……強化魔法／属性：光／ランク：Ⅳ／汎用

【トリト】……浄じよう化か魔法／属性：光／ランク：Ⅳ／汎用

【アウェク】……覚かく醒せい魔法／属性：光／ランク：Ⅳ／汎用

【レイザー】……蘇そ生せい魔法／属性：光／ランク：Ⅳ／汎用

【シフト】……転移魔法／属性：無／ランク：Ⅳ／汎用

【オルタ・キュア】……破壊魔法／属性：闇やみ／ランク：Ⅳ／固有

【オルタ・フォース】……弱体魔法／属性：闇／ランク：Ⅳ／固有

【オルタ・トリト】……侵しん食しよく魔法／属性：闇／ランク：Ⅳ／固有

【オルタ・アウェク】……洗脳魔法／属性：闇／ランク：Ⅳ／固有

【オルタ・レイザー】……即そく死し魔法／属性：闇／ランク：Ⅳ／固有








「これを見れば一目瞭りよう然ぜん。レイズは強くなった」

　あの魔ま族ぞくの村での出来事から、一ヵ月。

　実戦の中で力を磨みがき続けた俺は、自分が取り込んだ魔王の力を、ほぼ完かん璧ぺきに制御できるまでになっていた。

　大きな変化はふたつある。

　ひとつは、元から持っていた神官としての《魔法》が、魔族やほかの種族にも副作用なく使えるようになり、その効果も飛ひ躍やく的に向上したことだ。

　そしてもうひとつが、【反転】による《魔法》の進化だ。

　俺は神官としての癒しの《魔法》を反転させ、まったく異なる効果を有した破壊の《魔法》として使うことができる。

　この反転魔法を会え得とくしたことで、俺は確信した。

　魔王本来の力は、あらゆるものを凌りよう駕がする。

　あのときシルファが言った通りだ。

　たとえ地上最強の《七人の勇者》であろうと、比べるにも値しない。

　しばらくして、エルフの女が目を覚ました。

　俺とシルファは丁てい寧ねいに経けい緯いを説明し、彼女からも事情を聞いた。

　彼女が故郷を人間に焼き払はらわれ、その報復のために人間を襲おそい、逆に標的になったことも。そしてそれを俺たちが助けたのだった。

　すべてを理解すると、彼女は頭を伏ふせて礼を言った。

「本当に……感謝する。レイズ殿どの、シルファ殿」

「気にするな。どのみち人間の刺し客かくは、あれだけじゃない」

「レイズの言う通り。だから、あなたをこのまま放ほうってはおけない。仲間のところまで、わたしたちが護衛する。いい、レイズ？」

「好きにしろ」

「すまない、なにからなにまで……」

「場所はわかる？」

「それが……人間から逃れるために魔族の地に逃にげこんだため、ここがどこかもわからず……面めん目ぼくない」

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしが案内する」

　シルファがこともなげに言った。

「あなたの仲間がいるのは、『白土の森』？　それとも『蒼そう風ふうの森』？」

　シルファの言葉に、エルフは目を丸くした。

「シルファ殿、秘ひ匿とくされたエルフの集落をご存じなのか？」

「わたしは、世界の地図は全部あたまに入っている。人間も魔族もほかの種族が暮らしているところも、全部」

　俺とエルフの女が呆あつ気けにとられる。だが当のシルファは、それがどれほどすごいことなのかも自覚していないように首をかしげていた。




　　　　△▼




　エルフの集落は、険しい山さん岳がく地帯の奥地にあった。

　途と中ちゆう、いくつも幻げん惑わくの《魔法》によって道が隠されていた。そうして外敵の侵入を防ぎ自分たちの住すみ処かを守っているのだと、エルフは教えてくれた。

　集落に到着すると、森の大樹に沿うようにして造られた立体的な町並みが現れる。

　初めて目まの当たりにする俺は感かん嘆たんするほかない。

「壮観だな。シルファは来たことがあるのか？」

「ううん。知識では知ってたけど、実際に来るのは、はじめて」

　シルファは相変わらず淡たん々たんとしていが、このひと月の間に、俺は彼女のことをだいぶ理解できるようになっていた。態度にこそ表さないが、今のシルファは、わずかにはしゃいでいる。

　魔王の娘むすめとはいえ、シルファは俺より年下の子供だ。

　ふいにシルファにリザの面おも影かげが重なった。

「……レイズ、どうかした？」

「いや、なんでもない」

「レイズ殿！　シルファ殿！　どうぞこちらへ。我ら一族全員で、あなたたちを歓かん迎げいいたします！」

　俺たちは助けたエルフの女に、集落の奥へと案内された。




　　　　△▼




「──そうですか。やはり人間はすべての異種族を……」

　エルフの族長が、その美しい眉まゆをひそめた。

　俺たちは大樹の内部に造られたその部屋で、エルフの族長と会っていた。

　族長といっても、その見た目は若々しい絶世の美女だった。エルフが人間や魔族よりも長ちよう寿じゆであるということは知っていたが、目の前の彼女の年ねん齢れいなど、俺には想像もできなかった。

「ですが、あなた方は我が同どう胞ほうを救ってくださいました。彼女は私たちの大切な仲間であり、英えい雄ゆうだったのです。本当に……本当に感謝してもしきれません。エルフの一族を代表して、御お礼れいを申し上げます。ぜひ、しばらくの間、この集落でゆっくりおくつろぎください。最大のもてなしをさせて頂きます」

「ありがとう。わたしからも感謝する」

「なにか、ほかに私たちにできることはございますか？」

「なにもない」

　俺は無下に言った。

　エルフの族長は困惑を見せる。だが事実だ。

　俺はただ、俺の復ふく讐しゆうを果たすだけ。他者の協力など必要ない。

　だが俺に代わってシルファが言った。

「わたしから、ひとつだけお願いがある。魔族の集落にいるお年寄りや子供たちを、この集落で保護してほしい」

　シルファが、あの魔族の隠かくれ里で出会った子たちのことを説明した。

　今は一時的に魔族の村で一いつ緒しよに身を潜ひそめてもらっている。ここに来る前、シルファが魔族たちと相談して決めたことだ。

「ええ、もちろんです。迎むかえの者を向かわせましょう」

「ありがとう」

「ひとつだけ、俺から忠告しておく」

「はい、なんでしょう？」

「人間の冒険者が奇妙なことを言っていた。王国の大神殿が、まもなく『種族浄化』のために動き出すと」

「それは、近く大規模な侵略が始まる、ということでしょうか？」

「詳くわしくはわからない。だが可能性はある」

　エルフたちが不安そうに顔を見合わせた。

「案ずるな。もしここに危害が及およぶようなら、跡形もなく消し去るだけだ」

　俺はその空気を無視し、淡々と言った。




　　　　△▼




　助けたエルフの女に一通り里のなかを案内され戻もどってくると、シルファが小さなエルフの子供たちに囲まれていた。

「レイズ、おかえり」

「ずいぶん懐なつかれているな」

　エルフの子供たちは、魔族であるシルファをまったく怖こわがっていない。

　それどころか、みな満面の笑えみを浮うかべて積極的にじゃれついている。

「驚おどろきました……。普ふ通つう、エルフというのは本能的に魔族や人間は警けい戒かいするので、むしろ子供を懐かせることのほうが難しいのですが……」

　エルフの女も感心している。

　俺は魔族の隠れ里での光景を思い出した。

　シルファは、なにか特別な母性のようなものを持っている。

　もしかしたら、それも魔王の娘として授かった才覚なのかもしれない。

「ままー……」

　子供のひとりが指をくわえながら、シルファに抱だきつく。シルファは優やさしく頭をなでながら、なぜか俺を指さした。

「わたしがママ。そして、あれがパパ」

「な、なんと……！　そうだったのですか……！」

　シルファの冗じよう談だんともつかない冗談に、俺は小さく嘆息した。

　シルファの膝ひざの上で寝ねてしまった子供の穏おだやかな寝息を聞きながら、俺は考えていたことを、彼女に伝えた。

「シルファ、俺は王都に行く」

　シルファが珍めずらしく、その表情に驚きを浮かべる。

「危険すぎる」

「行く必要がある。《七人の勇者》が、どこでなにを企くわだてているのかを知るためにな」

　シルファが懸け念ねんするのは当然だ。

　魔族からすれば、王国は敵の本ほん拠きよ地ち。今の俺にとってもそれは同じだ。

「王国に、レイズの味方はいるの？」

「それは……」

　俺は言葉を濁にごした。

　味方は少ない。仮にいたとしても、価値のある情報を得るには、それなりの地位の人間と接せつ触しよくし、話を聞く必要がある。

　だが、今や司教のゼオラルすらも安易に頼たよることは危険だった。

　もはや、人間の誰だれも信用することは──

　慈悲深い微び笑しようが、俺の脳のう裏りをよぎった。

　いや、ひとりだけいる。

　こんな状じよう況きようでも、俺が唯ゆい一いつ絶対に信しん頼らいに足ると思える人間が、たったひとりだけ。

「大丈夫だ。心当たりがある」

「…………それは、男？　女？」

「女だ。……それがどうかしたのか？」

「わたしも行く」

「いや、シルファはここで待っていたほうが──」

「行くったら、行く」

　シルファは大おお真ま面じ目めな顔で断言した。

　こんなに強ごう情じようなシルファを見たのは、初めてのことだった。




　　　　△▼




　エルフ族の集落で迎える夜。

　豪ごう勢せいで美味な食事を食いきれないほど振ふる舞まってもらった後、俺は客室に案内された。人間のそれとはちがい、エルフの家は、木をそのまま生かしているような変わった造りをしていた。壁かべや天てん井じようには、うねった剝むき出しの幹が覗のぞいている。

「こちらでごゆっくりお休みください」

「ああ、礼を言う」

　俺は感情も込めずに答え、部屋に足を踏ふみ入れた。

　だがそこに、なぜか先客がいた。

　エルフの女たちだ。

　金きん髪ぱつに銀髪、白い肌はだに褐かつ色しよくの肌、耳が長い者に短い者……それぞれの外見に違ちがいはあるものの、共通しているのは、全員が目を見張るほどの美人であることと、全員が肌を露ろ出しゆつし、扇せん情じよう的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせていることだ。

「……失礼、部屋を間違えたようだ」

「いいえ、間違ってはおりません。さあ、どうぞこちらへ」

　エルフの女たちは、俺を引き留めるように部屋の中に引き入れた。

「俺に、なにか用か？」

「はい。レイズ様への夜よ伽とぎを仰おおせつかって参りました」

「……なに？」

「エルフのなかにもこういった営みが得意な者はおります。ここにいる間は、いつでも私たちがお相手いたします。さあ、どうぞお好きな相手を」

　すると、彼女たちは身にまとっていた服をするりとはだけた。

　リザ以外の女性の裸はだかというものを、俺は生まれて初めて目にした。

　これまで想像すらしたこともない蠱こ惑わく的な光景。もし俺が、魔ま王おうと融ゆう合ごうしていなければ、卒そつ倒とうしていたかもしれない。

「待て」

　と制止したにもかかわらず、職業意識が強いのか、半はん裸らのエルフたちは俺にゆったりとしなだれかかる。

　俺は対処に困った。魔王と融合してはいるが、俺は清貧な神官でもある。

「私たちでは……ご不満でしょうか？」

「いや、そういうわけじゃないが……」

　エルフの女たちは、俺の太ももを撫なでたり、胸を押し当ててくる。

「私たちが癒いやして差し上げます」

「……それなら、必要ない」

「え？」

　俺はやんわりと、彼女たちを押しのけた。

「今の俺に癒しは必要ない。目的を果たす、そのときまで」

　復讐を果たすことが、今の俺のすべて。

　それまで俺が癒しを求めることはない。そして、与あたえることも。

　エルフの女たちは、不思議そうに首をかしげている。

「だから、せっかく気き遣づかってくれて申し訳ないが──」

「なに、これ」

「なにこれというか、つまり神官というのは貞てい操そうを……な、シルファっ!?」

　さすがに俺も、そのときばかりは驚いた。

　なぜか部屋の入口に、おそろしく無表情のシルファが立っていたからだ。

「いつからいたんだ？」

「今。レイズ、状況を説明して」

「いやこれは、つまり……不測の事態だ」

　ひとりの褐色のエルフが、俺の頰ほおに親しげな口づけをする。

　シルファから見たことのないドス黒い気配が立ち上るのを感じ、俺は彼女たちに丁てい重ちようにご退室を願った。

「やれやれ……」

「レイズ、ああいうのがいいの？」

「なにを指しているのかはわからないが、とにかく誤解だ。それより、シルファも今日は早く休んだほうが──」

　ドクンっ──

　身体からだの奥で、なにかが唸うなりを上げた。

　あのときと同じだ。あの魔族の村で、最初に魔王の力を使ったときと。

　全身が焼けるように熱い。

「……レイズ？」

「ぐっ……ああ……！　がああああああ……!!」

「レイズ!?　どうしたの!?」

　シルファが顔色を変えて駆かけ寄ってくる。

　俺はかきむしるように胸を押さえ、苦く悶もんの声をもらした。

　全身から汗あせが噴ふき出し、呼吸も止まり、身動きひとつ取れない。全身をすり潰つぶされているような熱と圧力と痛み──そのすべてが俺の胸から生じていた。

　また魔王の心臓の暴走だ。

　ここまで騙だまし騙し使ってきたが、ついにまた限界を超こえて反動が来たようだ。

「痛い？　苦しい？」

　気づくと、シルファが泣きそうな表情で俺を覗き込んでいた。

「っ……心配、するな。この程度で……参っていたら、《七人の勇者》への報復など、できるはずもない、からな……」

「……ごめんなさい」

「どうして、シルファが……謝る……？」

「だってレイズはこんなになってまで、みんなのために戦ってくれてるのに……。わたしはなにも、できてない」

「そんなことは……ない。ここに来るのも、シルファがいなければ……ぐっ、が、がああああアアアアアア……!!」

　俺の強がりを嘲あざ笑わらうかのように、激痛が怒ど濤とうのように押し寄せる。

　そのときだった。

　シルファの唇くちびるが、俺の唇に触ふれた。

　なにが起きたかわからなかった。

　シルファは腕うでを俺の首にまわし、強く唇を押しつけた。彼女の舌が俺のなかに入ってきて、俺はそれを無む抵てい抗こうに受け入れた。

　シルファの吐と息いきが鼻び孔こうをくすぐり、甘い匂においと温かさに包まれる。
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　すると、彼女の口内から溢あふれる唾だ液えきが、からめた舌を通じて俺のなかに注がれた。俺とシルファの一部が混ざり合い、俺はそれをむさぼるように飲み込んだ。

　頭が痺しびれるような感覚。けれど心ここ地ちよく、深い安あん堵どを伴ともなう刺し激げきがあった。

　全身を貫つらぬいていた痛みが、不思議と遠ざかっていく。

「──へいき？」

「シルファ……。今、なにをしたんだ？」

「魔族の身体には、免めん疫えきがある。血とか体液が、魔族同士だと薬にもなる。血統が近いものほど効果が出る。だからこうして……わたしの一部を、レイズに分けてみた」

　シルファが唇を指先でなぞる。

「なるほど……。すまない、おかげで……よくなった」

「もっとちゃんと分ければ、もっとよくなる」

「それは……」

　シルファが身を乗り出し、俺の服をつかんだ。

「わたし、レイズのために、なにかしてあげたい。できること、ある？」

「シルファ……」

「わたしのぜんぶは、もうレイズのものだから」

　シルファはあの約束を繰くり返した。

　それが彼女なりの責任感であり、精せい一いつ杯ぱいの誠意の示し方なのだと感じた。

　ふっと身体の力が抜ぬけた。

　俺はそっとシルファの頭をなでた。いつも、リザにそうしていたように。

「今は、ここにいてくれるだけで十分だ」

「わかった。じゃあ、朝まで一いつ緒しよにいる」

　シルファは隣となりに座ると、俺の肩かたに頭を預けた。

　月明りの差し込む部屋で、俺はその重みと温かさを感じながら、静かに目を閉じた。

　決して失ってはならない温ぬくもりに俺は誓ちかった。

　この愛いとおしさを奪うばおうとする奴やつらがいる。

　俺の手から奪った奴らがいる。

　いまの俺がすべきことは、たったひとつしかない。




　今度は俺が、奴らからすべてを奪う番だ。








三話　再会の聖女









　自分が聖女と呼ばれることに、アージュはときおり疑問を感じることがある。

　自分が育ったのは、ごくありふれた田舎いなかの山村だった。そこで両親と羊の世話をしながら、決して豊かではないものの、穏おだやかな日々を送っていた。

　けれど数ヵ月に一度の買い出しに王都を訪おとずれたとき、運命の転機が訪れる。

　ひとりの老人が、アージュを呼び止めた。


　──貴女あなたには神のご加護が宿っております。



　後にその老人が、大神しん殿でんの司教、ゼオラル・キリクであることを知った。

　彼はアージュに聖女の資質を見み出いだした。そして魔王との終わりなき戦いが続くこの混こん迷めいの時代に、どうか民衆を導いてほしいと願いを託たくしたのだった。大神殿の司教という高位の人物からの誘さそいにアージュはひどく困惑したが、人々の役に立てるのならと、大神殿に立つことを決めた。

　以来、生活は一変した。

　アージュは聖女として必要な様々な教養を学びつつ、この王都で、日々民衆に祈いのりの言葉を伝えている。すこし前まで、ただの田舎娘でしかなかった自分が。

　けれど、それで迷える人々をわずかでも救えるのなら構わない。

　たとえ聖女という立場がなくても、その行こう為い自体にためらいはなかった。

　だが今、アージュの心には、大いなる戸と惑まどいが生まれている。

「レイズ様……貴方あなたは本当に……」

　大神殿に仕えていたひとりの神官のことが、頭から離はなれない。

　ここで初めて出会い、言葉を交かわしたときから、彼はアージュの心のなかに住み続けている。

　けれど、彼はもうこの世にはいないのだという。その実感がまるでなかった。

　それでも、自分は聖女だ。

　人々を導く使命がある。それを果たさなくてはならない。

「私は信じております。貴方様がご無事であることを……」




　　　　△▼




　王都の香かおりは懐なつかしかった。

　雑多な人々と物や食材が集まり、複雑に混ざりあった独特の空気。以前はそこに人々の活気や生命力を感じていたが、今の俺には嫌けん悪お感しかない。

　俺とシルファは、王都の地を踏ふんでいた。

　まだあれから半年も経たっていないが、もう何年も昔のことのようだ。

　この王都は《七人の勇者》のお膝ひざ元もと。俺もシルファも姿が見つかれば大おお騒さわぎになる。

「じゃあ、どうやってその大神殿という場所まで行くの？」

　ここに来る前、エルフの里でシルファが聞いた。

「俺たち神官が読んでいた教典に、こんな一説がある。『世は光によって形作られる。人々は光によりそれを授さずかる』と」

「……人間の言葉は、ときどき難しい」

「意味としては、人間がなにか見たりするためには、光が必要だということらしい。昼間はものが見えるが、夜は暗くて見えなくなるだろう」

「魔ま族ぞくは暗くら闇やみでも目が利きく」

「……なるほど、それは初耳だ。ともかく人間がそうだとすると、俺たちが受ける光を奪えば、俺たちの姿を隠かくすことができるはずだ」

　俺はエルフたちに集まってもらい、さっそくそれを試ためすことにした。

「【オルタ・フォース】──光よ、消え去れ」

　最初、自分では変化がわからなかった。

　だがエルフたちは、突とつ如じよとして俺たちを見失ったように、驚おどろきの表情で辺りを見渡し始めた。成功だ。

　この反転魔法を使って人目から姿を隠し、俺とシルファは王都に潜せん入にゆうした。

　転移魔法の【シフト】を使えば、距離を詰つめることは容た易やすい。だが【シフト】は移動先が限定される上、使用魔力が大きい。使えば確実に探知される。

　幸い、ここは俺にも土地勘かんがある。大神殿への近道や裏道はよく知っていた。

　人込みの間をすり抜けながら、シルファが周囲を見渡す。

「レイズ、だんだん人間の数が増えてる」

「大神殿前の広場に、民衆が集まってるんだ。ということは……彼女がいる」

　俺は彼女の存在を確信し、姿を隠しながら大神殿に近づいた。




　　　　△▼




　大衆が聖女の演説に興味を奪われている隙すきに、俺とシルファは神殿内に潜入した。

　すみやかに内部を進み、最上階にある彼女の部屋に忍しのび込み、主あるじの帰りを待った。

　やがて、複数の足音が聞こえてきた。

　俺は付き人が部屋から出ていくのを待って、部屋の主である少女の背後に回り込んで、口を押さえた。

「んむっ……!?」

「静かに。騒がなければ危害は加えない」

　少女が華きや奢しやな身体からだをびくりと震ふるわせる。

　力で押さえつけるまでもなく、彼女は恐きよう怖ふと驚きのあまり凍こおりついていた。

　聖女マリアージュ・クライスト。

　彼女を安堵させるべく、俺はなるべく穏やかに言った。

「聖女マリアージュ、俺はレイズ・アデッド。この大神殿の神官だ」

　ぴたり、と彼女の身体の震えが止まった。

　ゆっくりと手を離す。マリアージュがこちらを振ふり返る。俺の姿を目まの当たりにし、大きく目を見開いた。

「れ、レイズ様……？」

　彼女は俺の名前を知っているようだった。

　まさか聖女ともあろう高位の人間が、一いつ介かいの神官を覚えているとは。

「これは夢では……ないのですね。生きて……いらっしゃった……ほんとうに……」

　唐とう突とつに、彼女の瞳ひとみから涙なみだがこぼれた。

　予想外の反応に虚きよを突つかれた。

　いったいなぜ俺の生存を知って、彼女が泣くのだろうか？

「レイズ様、そのお顔の傷は……」

　彼女は俺の顔半分を覆おおう火傷やけど痕あとを、痛々しく見つめた。

「俺のことを、誰だれかから聞いたのか？」

「それは……ゼオラル様から、貴方は魔族に襲おそわれて行方ゆくえ不明になったと……」

「それは偽いつわりの事実だ」

「そんな……。いったい、なにがあったのですか？」

「……知らないほうが、貴女のためだ」

「いえ、お教えください。私は知らなくてはなりません。聖女として……いえ、貴方の、その……友人として」

「友人……？」

「い、いけません、でしたでしょうか……？」

　マリアージュは頰ほおを上気させ、ちらちらと俺のほうを窺うかがっていた。

「いや、構わないが」

「よかった……」

　彼女が胸に手を当て、深い安あん堵どの表情を浮うかべる。あまり経験したことのない状じよう況きように、妙みような戸惑いを感じた。

「なにこの雰囲気」

　いつのまにか、シルファが俺とマリアージュの間に立っていた。

　俺も驚いたが、マリアージュの驚きはまったく別の類たぐいのものだった。

「あ、あなたは……まさか、魔族!?」

　青白い肌はだに頭部の角、紅あかい瞳。シルファの容姿を見て彼女が血相を変えるのは、至し極ごく当然の反応だった。

「落ち着いてくれ。彼女は味方だ」

「レイズ様、これはいったい……」

　俺は困こん惑わくする彼女に、ようやく大事な一言を告げた。

「俺は、《七人の勇者》に裏切られたんだ」




　　　　△▼




「そんな……ひどすぎる……」

　長い話を聞き終え、マリアージュは悲痛な涙を流した。

《七人の勇者》の目的が、この世界の支配にあること。

　俺がその事実を知ってしまったこと。

《七人の勇者》のひとりであるイオナ・ヴァーンダインに、妹を殺されたこと。

　凄せい惨さんな話で彼女の心を痛めたくはなかったが、すべて真実だ。

　今や世界を救った英えい雄ゆうとされる《七人の勇者》たちの、おぞましい所業。

　汚けがれなき彼女には、到とう底てい受け入れ難がたいはずだった。

「ここに来たのは、《七人の勇者》の情報を手に入れるためだ」

「勇者様たちの……」

「大神殿が直じき々じきに、『種族浄じよう化か』のために動き出すとも聞いた。司教ゼオラルは、勇者の言葉に従い、なにをするつもりだ？」

　マリアージュは、沈ちん痛つうな面おも持もちで声を絞しぼり出した。

「ゼオラル・キリク様は、聖教騎き士し団を招集しました」

「なんだと……」

　聖教騎士。

　遥はるか昔より王国を魔物の侵しん略りやくから護まもってきた最強の騎士たち。王国の繁はん栄えいは聖教騎士の存在なしには語ることができない、と言われている。力を持つ冒ぼう険けん者という存在が生まれた今も彼らは常にこの地に留とどまり、王国を守護し続けている。

　それが、なぜ今になって。

　結論はひとつしかない。

「聖教騎士を使って、魔族の地を侵略するつもりか」

「……仰おつしやる通りです。それも、かつてない規模で」

「そういうことか……」

　聖教騎士はこの王国の守護の象しよう徴ちようだ。それを侵略に利用しようというのだ。

　だが納なつ得とくもいった。聖教騎士団を動かす権限は、国王ではなく、この大神しん殿でんが保有している。つまり、神殿の長たる司教ゼオラル・キリクが。

　辿たどるべき糸が見えてきた、と俺は感じ始めていた。

「貴女あなたのおかげで、奴やつらの思惑を挫くじくことができそうだ」

「それはどういう……。まさか、騎士団を止めるおつもりですか？」

「当然だ」

「そ、そんな無む謀ぼうです……！　いくらレイズ様が優すぐれた神官であっても、おひとりの力では聖教騎士たちにはとても──」

「いや、俺がひとりでやる。ひとりで十分だ」

「え……」

　魔王の心臓が応こたえるように強く脈打った。

　誰の力も借りる必要はない。

　ただこの手があればいい。奴らを癒いやし、救ってきた、この罪深き手が。

「聖女マリアージュ。もうひとつ、聞きたいことがある」

「な、なんでしょうか？」

「《七人の勇者》の居場所だ」

「……私も、すべてを知っているわけではありません。ですが、ひとつ心当たりが──」

　彼女がなにかを言いかけたときだった。

「マリアージュ様！　ここをお開けください！」

　大声とともに扉とびらが外から叩たたかれた。念のため鍵かぎをかけていたが、異変を察知されたらしい。

「もう限界のようだな。話の続きは後だ」

「レイズ様、こちらへ！」

　マリアージュは俺たちを部屋の奥へと案内した。

　大きな書しよ架かの前に立ち、書物のひとつを押し込むと、足元の床ゆかがゆっくり浮き上がった。

「隠かくし通路です。付き人たちも知りません。ここから外へ脱だつ出しゆつできます。中は迷めい路ろのようになっていて、私しか抜ぬけ方を知りません」

「わかった。では先導を頼たのむ」

　扉の外の声は大きくなっている。迷っている暇ひまはなかった。

　俺たちはマリアージュとともに隠し通路から脱出した。
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　迷路は開けた場所につながっていた。

　大神殿の足元にある広場のすぐ傍そばだ。いつもは聖女の言葉を聞きに集まる民衆がいる場所に、その本人がこうして降り立っているのは奇き妙みような光景だった。

　だが俺たちは、すぐに足を止めた。

「──よもや、聖女様をかどわかすとは」

　ただならぬ気配とともに、白しら髭ひげを蓄たくわえた老人が、行く手に立ちはだかった。

　大神殿の長おさ、司教ゼオラル・キリク。

「ゼオラル……」

「生きていたとは。レイズ・アデッドよ」

「ああ。ここにこうしてな」

「ふん、ずいぶんと態度まで尊大になったものよ。だが、死者は蘇よみがえらぬ。お主はすでに全まつとうな存在ではないようだ」

「どういう意味だ」

「魔ま族ぞくとともに行動し、みずから魔の気を放つ者が、人間であるはずがあるまい」

　その言葉を合図に、ただならぬ気配が出現した。

　広間の外周を取り囲むように、十人ほどの白い影かげがあった。

　全身を覆う白銀の鎧よろいと外がい套とう。そこには神官服と同じく、十字の紋もん様ようが描えがかれている。兜かぶとにより素す顔がおはまったく見えないが、わずかに覗のぞく眼光が、人間離ばなれした威い圧あつ感を放っている。

　聖教騎士。大神殿に仕え、王国を守護する最強の騎士たちだ。

「レイズ・アデッドの姿を借りた悪魔よ。王国の地を穢けがし、あまつさえ聖女を略りやく奪だつしようなど、断じて見み逃のがすわけにはいかぬ」

「ゼオラル様！　それはちがいます！」

　マリアージュが声を上げた。

「どうかレイズ様のお話をお聞きください！　彼が《七人の勇者》によって受けた残ざん虐ぎやくな行いを！　平和を願う彼の御お心こころに偽りはございません！」

「おやおや……聖女様は、すでに彼かの者の術中に落ちておられるご様子」

「なっ……!?」

「どんな妄もう言げんを吹ふき込まれたか存じませぬが、それが卑ひ劣れつな魔族の手て管くだなのです」

「そんな……そんなことは……」

　マリアージュは言葉を失う。

　どうやら俺たちの話に耳を貸すつもりはないらしい。それどころか──

「聖教騎士団……か」

　一分の隙すきもなく包囲する白き騎士たちを見渡す。

　王国最強の戦力。その力は、凶きよう悪あくな魔物を退ける一流の冒険者さえも凌しのぐ。

「神官の身でありながら魔に墜おちるとは……なんと愚おろかしい」

「俺たちを生かして帰すつもりはないようだな」

　ゼオラルが邪よこしまに笑えみ崩くずれ、目を細めた。

　それは俺が見てきた穏おだやかな聖職者のものではない。

　ゼオラルは、リザを殺したときのイオナと、同じ目をしていた。

「聖女様、ご乱心もほどほどに。なに、ご安心くだされ。我らの聖教騎士が、魔族とその手のものを粛しゆく清せいしてご覧にいれます」

「いいえ。そんなことは、私わたくしが許しません」

　毅き然ぜんとした態度でマリアージュが前に出る。

「聖女マリアージュの名において命じます！　聖教騎士たちは今すぐに武器を収め、この方たちを──」

　突とつ然ぜんだった。

　マリアージュが、喉のどを押さえて苦く悶もんしている。

「ぁっ……な……」

「おやおや、どうされたのでしょう。やはり考えを改められたということですかな？」

　マリアージュは青ざめ、言葉を発することができない。

　沈ちん黙もくの妨ぼう害がい魔法か。いや、ちがう。これは──

　彼女の異様な様子に、俺は思い当たるものがあった。

「そういうことか……下げ衆すめ」

「言葉に気をつけろ、若造。さあ、騎士たちよ。魔族に寝ね返がえった逆ぎやく賊ぞくを粛清せよ！」

　聖教騎士たちが間合いを詰つめる。

　俺はシルファとマリアージュをかばいながら、手をかざした。

「【オルタ・キュア】」

　人間の肉体を無条件で殲せん滅めつする破は壊かいの力が、聖教騎士を捉とらえた。





【オルタ・キュア】：対象の詳しよう細さい不明スキルにより無効化。効果消失






　頭の中に【戦せん闘とう経験】による情報が綴つづられる。

　実際、聖教騎士たちは微び動どうだにしなかった。

「レイズの攻こう撃げきが効かない……!?」

　俺の戦いを誰よりも近くで見てきたシルファが、驚おどろきをあらわにする。

　人間の身でありながら、【オルタ・キュア】が効かないとは。

　俺は試ためすことにした。立て続けに反転魔法を発動する。

「【オルタ・トリト】──穢けがれ朽くち果てろ」





【オルタ・トリト】：対象の詳細不明スキルにより無効化。効果消失






　結果は同じだった。冒険者たちのあらゆる装備を腐ふ食しよくさせた【オルタ・トリト】さえ、彼らの白銀の鎧を傷つけることはない。

「ふん、なにをしている？　それで我らの聖教騎き士しに抗あらがえるつもりだったのか？」

「レイズ、あの騎士には、わたしの【魔眼】が通じない……」

　シルファの言葉で、俺はすぐに確信した。

「なるほど、【福ふく音いん】か」

「ほう、さすが元は大神殿の若き俊しゆん英えい。よく知っているではないか」

　人間が授さずかることのできる、最上位の《スキル》のひとつだ。

　それは聖教騎士である限り、あらゆる異種族の力から、その身を守護すると言われる力。魔王の魔力を有する俺やシルファの能力が通じないのも当然だ。

「我らの聖教騎士は、遥はるか昔より魔族どもを滅ほろぼし、この地を守護してきた存在。【福音】を授かりし騎士にとって、貴様たちの邪な術など恐おそれるに足りぬわ」

「ククッ……」

　尊大に勝ち誇ほこるゼオラルを前に、俺は思わず口元を緩ゆるめた。

「……なにがおかしい」

　怪け訝げんなゼオラルの問いを無視し、俺は肩かたを揺ゆらし愉ゆ快かいな気分に身を任せる。

「レイズ……？」

　ああ……まったくもって愚かしい。

　滑こつ稽けいとは、まさにこのことだ。

「なにがおかしいと聞いている……！」

　俺はようやく笑いを収め、ゼオラルを見据えた。

　びくり、とゼオラルが俺の眼光に射い貫ぬかれてのけぞる。

「恐れを知らぬというのなら、俺が今、教えてやろう」

「……っ！　き、騎士たちよ!!」

　ゼオラルの焦あせりの声と同時に、聖教騎士たちが一いつ斉せいに剣けんを抜く。

　彼らの武器はただひとつ──十字型の両手剣。

　その一ひと振ふり一振りが、勇者の持つ《聖剣》に匹ひつ敵てきする強度と威力を有する。人間の造りし、至高の兵器のひとつだ。

「恐れを知らぬ愚か者たちよ、俺を殺してみるがいい」

　俺は両手を広げ、彼らを歓かん迎げいした。

　直後、騎士の姿がかき消える。

　まばたきするよりも速く、無数の斬ざん光こうが俺の左腕うでと右脚あしを切断した。

　さらに白銀の刀身が全方向から俺の身体からだを貫く。

　同時に刀身にエンチャントされた神聖魔法が発動。剣の刃はを伝い、俺の身体が一いつ瞬しゆんにして浄じよう化かの炎ほのおに飲み込まれた。

「レイズ様ぁ!!」

　マリアージュの悲鳴を、俺はどこか他人ひと事ごとのように聞いていた。

　実に見事な連れん携けい、そして剣聖級の剣技。

　もちろん即そく死しだ。常人であるならば。

「……な、なに……？」

　ゼオラルがしわがれた顔に、初めて困こん惑わくの色を浮うかべる。

　痛みすら感じなかった。

　俺の痛覚は、戦闘時には自動的に遮しや断だんされている。

　四し肢しを断たれ、聖なる炎に焼かれても、俺は痛つう痒ようひとつ感じない。

「あぁ……この身体は実にすばらしいな」

　俺は炎越ごしにゼオラルと聖教騎士を一いち瞥べつした。

　騎士たちが初めてその動きに焦りを見せる。

　魔王の心臓からとめどなく溢あふれる魔力の煌きらめきが、斬きり裂さかれ、焼き尽つくされようとしている身体を包み込む。

「ひとつ教えてやろう。俺の身体には【キュア】、【フォース】、【トリト】……いくつもの《魔法》が常時発動している。この意味がわかるか？」

「なっ──」

「それを使えば……この通り」





【不滅者】：自動発動。欠けつ損そん部位を再生開始。所要時間、０・６秒






　俺の左腕と右脚、その血と骨と肉すべてが瞬時に再生する。

　さらに聖なる炎すらも吹き飛ばし、俺は傷ひとつない五体満足の姿で、彼らの前に降臨した。

「ば、馬ば鹿かな……!?　【リキュア】かっ!?　いや、だとしてもこのような回復速度などありえるはずが……」

　これは【キュア】でも【リキュア】でもない。

【不滅者】──実質的な不死の力。

　これは《七人の勇者》への復ふく讐しゆうを果たすまで、決して斃たおれないという誓ちかいだ。

「ば、バケモノめ……!!」

「俺は人間だ。覚えておくがいい。お前たちは、魔ま族ぞくでも魔物でもなく、同じ人間に殺されるのだということを」

　俺は悠々と足を踏ふみ出す。

　不動のはずの王国最強の聖教騎士たちがひるんでいる。

「【福音】は、確かに強力無比な《スキル》だ。すべての敵対魔法が無効化されるというならば仕方ない。では……こういうのはどうだ？」

　聖教騎士の動きは、確かにまばたきよりも速い。それなら──

　俺は彼らが思考するよりも速く動いた。

　間合いが刹せつ那なで消失。

　片手で彼らの頭部を摑つかみ、その速度のまま無造作に地面へと叩たたきつけた。

　衝しよう撃げきで石いし畳だたみが陥かん没ぼつし、地面に縦横無む尽じんの亀き裂れつが走る。

　中身を押し潰つぶした兜かぶとの残ざん骸がいから、俺はゆっくりと腕を引き抜ぬいた。

　数秒の間を置いて、ようやくゼオラルが反応した。

「な、ななっ──!?」

「言ったはずだ。俺の身体には常時【フォース】が働いていると。身体能力は極限まで強化されている」

　神官にとって、身体や武器を強化する【フォース】は基礎中の基礎だ。

　そして、その効果は詠えい唱しようする者の魔力に影えい響きようされる。

　魔王の持つ莫ばく大だいな魔力で、神官の持つ強化の魔法を発動するとどうなるか。

　その答えが、今ここに散らばっている王国最強の騎士の屍しかばねだった。

　背後に迫せまる気配。今の俺には、あまりに遅おそい。

　聖教騎士が俺を斬り裂いたと誤ご認にんした瞬間に、俺はすでにその腹部を臓物ごと素す手でで貫つらぬいていた。

「がぁああぁっ……!?」

「そして俺の天敵は、人間そのものだ」

　俺の身体には、魔王の権能によって発現した《スキル》である【人類悪】により、極大効果の人間特とつ攻こう状態が付ふ与よされている。

　素手で人間の身体を貫くことなど容易たやすい。

「術が効かない？　なら、ただ力で押し潰せばいいだけだ」

　次の一瞬で、俺は三人の聖教騎士の肉体を上下に引き千切った。

　宙を舞まった彼らの肉体の一部が落下を始める前に、さらにもう三人の心臓を貫ぬき手で串くし刺ざしにする。

　慈じ悲ひも容よう赦しやも必要ない。

　明るい光あふれる大神殿前の広間が、瞬またたく間に赤黒い血に染まっていく。

「ば、バカなっ……!?　こんなことが……！」

「俺を止められると思うな」

「くっ……！　き、騎士団よ！　総力を結集せよ！」

　ゼオラルは鬼おにの形相で唾つばを飛ばしながら叫さけんだ。

　それに呼応し、さらに倍の数の聖教騎士が姿を現す。

　一瞬のうちに、俺は敵の増ぞう援えんに包囲されていた。

「これよりすべての《魔法》の使用を許可する！　街を火の海に変えても構わん！　奴やつを必ず殺せっ……!!」

　聖教騎士のひとりが剣を振るった。

　その刃から迸ほとばしった光は、俺の【オルタ・フォース】により無効化される。

　だが周囲に生じた余波だけでも凄すさまじく、民家の屋根を真っ二つにした。

　遅れて人々の悲鳴が聞こえてくる。だが聖教騎士はまったく意にも介かいさない。

　ここで戦争をするつもりだろうか。

　奴らを皆みな殺ごろしにするのは容易いが、ここで無関係な人々を巻き込むことは、俺の望みではない。この場で戦せん闘とうを続けることは良策ではなかった。

「シルファ、いったん退ひくぞ」

「それがいいと思う。レイズの判断は正しい」

　俺は力なく座りこんでいるマリアージュのもとへ歩み寄り、彼女を抱だきかかえた。

「聖女マリアージュ、無礼を許せ」

「え──ひゃぁっ！」

「に、逃にがすな……！」

　ゼオラルが聖教騎士たちを盾たてにしながら吠ほえる。俺はそれを鼻で笑いながら告げた。

「安心しろ、ゼオラル。貴様は最後に殺してやる」

「なっ……!?」

　いよいよ老人の顔から血の気が引いた。

　俺はマリアージュを抱きかかえたまま、大神しん殿でんの正面に立ち、その柱に手を触ふれた。

「【オルタ・キュア】、柱よ崩くずれろ」

　主柱に亀裂が走る。

　大神殿の天てん井じようを支える柱のひとつが、破片をまき散らしながら倒とう壊かい。大量の粉ふん塵じんが辺り一面に広がる。

　もうもうと巻き上がる塵ちりと煙けむりにまぎれ、俺たちはその場から姿を消した。




　　　　△▼




「──ひとまず、追手は撒まけたようですね」

　マリアージュの提案だった。

　俺たち三人は、王都の外れにある寂さびれた一いつ軒けん家やに身を潜ひそめていた。

　外見はごく普ふ通つうの民家だが、中は埃ほこりが積もっている以外は驚おどろくほど綺き麗れいだった。聞くところによると、マリアージュだけが知っている隠かくれ家がらしい。大神殿の部屋にあった隠し通路といい、聖女という立場ゆえの特別な警護策だったのだろう。

「どうやら、そのようだ」

　窓越ごしに外を監かん視ししていた俺は、ひとまず緊きん張ちようを解いた。

「ですが、すぐには動かないほうがよいでしょう。今いま頃ごろ、王都は大おお騒さわぎになっているはずです。幾いく晩ばんかは、ここで様子を見たほうが賢けん明めいだと思います」

「そうだな……世話になる」

　大勢の人間が普通に暮らしているこの王都で、無む暗やみに戦火は広げられない。

　もし万が一無関係な子供でも巻き込めば、俺はあのイオナと同類になってしまう。

　それに俺の最優先目標は、騎き士し団ではない。

「では、あのときの質問の続きを」

　俺はマリアージュに改めて向き直った。

「《七人の勇者》の居場所について、知っていることを教えてくれ」

「……《七人の勇者》の所在を、正確に知る者はおりません。ですが、ひとつ確かな情報があります」

「なんだ」

「北部の山さん岳がく地帯に、《魔女の塔とう》と呼ばれる王国の研究施し設せつがあります。大勢の超ちよう一流の魔法使いたちが、そこに集められたという噂うわさを聞きました」

「魔女の塔……」

　魔法使い──その言葉が俺の心臓を突つき刺した。

「それだけの人間を集めることができるのは、《七人の勇者》しか考えられません」

　全身の血が沸ふつ々ふつと熱を帯びていく。

　高位の魔法使いを束ねる存在。あの女しかいない。

「これから、どうなさるおつもりですか？」

「知れたことだ。俺は、《七人の勇者》に復讐する」

「……レイズ様の、あのお力で、ですか」

　マリアージュは、必死に恐きよう怖ふを押し殺しているように見えた。

　無理もない。俺が王国最強の騎士たちを素手で引き千切るのを、その目で目撃したばかりなのだから。

「ああ、そうだ」

「ならば、私わたくしにもレイズ様のお手伝いをさせてください」

「なに……？」

　彼女の瞳ひとみは真しん剣けんそのものだった。

　だが、そんな世よ迷まい言ごとを、俺がすんなりと歓かん迎げいするはずもない。

　すでに俺の手は血ち塗ぬられている。

　俺は却きやつ下かしようとしたが、そこにシルファが割って入った。

「あなたは、レイズのことが好きなの？」

「え？」

　マリアージュが固まった。

　しん、とその場に奇き妙みような沈ちん黙もくが横たわる。

　俺もどういう反応をすればいいのかわからない。

　だがしだいにマリアージュの頰ほおが紅潮していき、やがて耳まで真っ赤になった。

「ななななっ、なにを、おお仰おつしやるのですか……!?」

「ちがうの？　そうだと思ったけど」

「違ちがいません！　はっ……!?　いえ、ち、違いませんというのはそういう意味ではなく、えっとその、あの、違わないのですが違うのですっ！」

「？　なに言ってるか、よくわからない。好きか、嫌きらいかで答えて」

「そ、それは……」

　マリアージュは今にも茹ゆで上がりそうな顔色だった。

「わたしは、レイズが好き。だから一いつ緒しよにいる。あなたもそうなら、一緒にいればいい」

「あ、貴女あなたはいったい……」

「わたしは、勇者たちに滅ほろぼされた魔王の娘むすめ」

「……！」

　マリアージュが息をのみ、言葉を失う。

　ただの魔族でさえ恐おそれるのが普通なのだ。当然の反応だった。

「魔ま王おうの……。それが本当ならば、貴女は……人間が憎にくくないのですか？」

「どうして？」

「え……」

「わたしは、わたしのお父さんを殺した勇者と、魔族の敵が嫌い。でもだからといって、人間が嫌いにはならない。種族ごと嫌ったり憎んだりするのは、人間だけ」

　マリアージュは絶句している。

　これは種族の価値観の違いであり、シルファの気高さでもある。

「レイズ、この人のことは、大事？」

「……そうだな」

「なら、わたしにとっても大事」

　シルファが薄うすく微笑ほほえんだ。

　魔族の王女が見せる優やさしい笑えみに、マリアージュは目を瞬またたかせていた。

「ふたりで、ゆっくり話して。外で見張ってくる」

　シルファがすたすたと出ていく。わざわざ気を遣つかわせてしまったようだ。

「レイズ様、あの方は……」

「シルファは、あの通りの子だ。こういった言い方が正しいのかはわからないが……よかったら、話し相手にでもなってくれ」

　俺がシルファにしてやれることは少ない。

　もしここにいる間だけでも、彼女がそれを補ってくれるのなら、俺にとっても望ましいことだった。

　マリアージュはようやく肩かたの力が抜ぬけたように、安あん堵どの笑みを浮うかべた。

「わかりました。では、そうさせて頂きます。できたら、女の子同士のお話なども」

「そうか」

　雨の勢いが弱まっていた。明朝には上がっているだろう。

「あの、レイズ様。初めてお言葉を交かわしたときのことを、憶おぼえておられますか？」

「？　ああ……」

　突とつ然ぜんの質問に、俺は記き憶おくをたぐり寄せた。

　たしか大神殿の裏庭で、俺が怪け我がをした小鳥の手当てをしていたときのことだ。

　その小鳥は羽から血を流していて、自力で巣に帰ることもできなくなっていた。

　しかし神官の癒いやしの《魔法》は、人間以外に対して使うことは禁じられている。他の種族の生死に介かい入にゆうすることは、神が与あたえし生命への冒ぼう瀆とくであるという考えがあるからだ。

　だから俺は、包帯と薬で小鳥を手当てした。それからしばらく、大神殿でその小鳥の世話をしたのだ。その甲か斐いあって、数週間後、小鳥は無事に飛び立っていった。

「あのとき、私はレイズ様に、なぜ小鳥を癒すのかとお尋ねしました。そのとき、レイズ様は、こうお答えになりました」

　マリアージュは目を伏ふせ、その胸に手を当てた。

「自分の手は、癒しのための手であるからです、と」

「……」

　答えるべき言葉は、見つからなかった。

　この手がすでに癒しの手ではなく、破壊の手であることを、彼女は悲しむだろうか。

　この血ち塗ぬられた手を、赦ゆるしてくれるだろうか──

「あのときから、私は、レイズ様のことが好きになりました」

「…………え？」

　数秒の間、なにを言われたのかわからなかった。

　マリアージュの前でぽかんとしていると、彼女の顔が見る見るうちに紅潮していく。彼女の瞳は潤うるみ、首もとまで真っ赤になっていた。

「わ、私は、あのときからレイズ様のことを、ずっと想おもい、慕っておりました」

「それは友人として……」

「ちがいます！　つまり、その……」

　言葉は尻しりすぼみに消えていく。

「私は、聖女です。そしてレイズ様は、神官です。お互たがい、なによりも清くあるべき身。ですから、そのような関係は決して許されません。それゆえに、お伝えするつもりもありませんでした。ですが……」

　ぽたり、と大おお粒つぶの水すい滴てきが埃の積もった床ゆかに落ちた。

　マリアージュの涙なみだだった。

「今言わなければ……もう二度と……レイズ様にお伝えすることができないような気がして……」

　本当に聡そう明めいで、そして優しい人間だ。

　彼女の懸け念ねんは正しい。

　なぜならここを出たら、俺は二度と彼女の前に現れないつもりだった。

「……どうか、顔を上げてくれ」

「レイズ、さま……」

「ありがとう。気持ちは受け取ったが、今は応こたえられない」

「……はい。それで構いません」

　マリアージュは充じゆう血けつした瞳のまま、美しく微笑んだ。

　まさしくそれは、すべての者に救いを与える聖女の姿だ。

「それと……もうひとつだけ、よろしいでしょうか？」

「なんだ」

「……アージュと、呼んではいただけませんか？」

「なに？」

「家族や友人からは……そう呼ばれます。どうか私を、遠慮なく扱あつかってほしいのです。お願いいたします」

「わかった。アージュ」

　俺の反応に、アージュは恥はずかしそうににはにかんだ。

　それは神こう々ごうしい聖女としてではなく、ひとりの少女としての笑顔だった。




　　　　△▼




　隠かくれ家がにあるそれぞれの部屋で、俺たちは夜を迎むかえていた。

　俺の脳のう裏りには、昼間の出来事が鮮せん明めいに蘇よみがえっていた。特にひとつ、どうしても気になっていることがあった。

　だから俺は部屋を出て、彼女の部屋の扉とびらを叩たたいた。

「──アージュ、まだ起きているか？」

　すぐに慌あわてたような足音がして、扉が開かれた。

「れ、レイズ様。私になにか……」

　生き地じの薄いワンピースという無防備な姿で現れたアージュに、俺は言った。

「君の身体からだのことで、伝えたいことがある」

　その言葉に戸惑いを見せたものの、彼女は強こわ張ばった面おも持もちで俺を部屋に招き入れた。

　アージュはベッドに腰こし掛かけ、落ち着かなそうにしている。

「あの、お話というのは……」

「アージュの身体には、術式魔法が埋うめ込まれている」

　単刀直入に言った。

「術式魔法……？　それはたしか、他者の肉体や物体に仕し掛かけとして施ほどこした《魔法》の一種……でしたよね」

「そうだ。それがアージュの体内に隠され、駆く動どうしている。昼間、アージュが聖教騎き士しに命令を下そうとしたとき、一時的に声を出せなくなっていただろう」

「あっ……」

　あのとき彼女は、自分の意思とは異なる力で、声と言葉を奪うばわれた。

　あれは術式魔法の典型的な反応だ。

「で、ですが、いったい誰だれがそんな……」

「おそらくはゼオラルの仕し業わざだ。なにか心当たりは？」

「そういえば……たしか以前に彼の前で眠ねむりにつき、洗礼の儀ぎ式しきを受けたことがありましたが……」

「では、そのときだ。あの男は、アージュを都合よく操あやつるために、行動に制約をかける術式魔法をかけたんだ。今から俺がそれを解く」

「で、ですが、司教様の術式魔法を解除することなど……」

「一介の神官ならば無理だろう。だが──」

　今の俺なら、この魔王の力があれば不可能はない。

「ただし、慎しん重ちような処置が必要になる。それに、おそらくはひどい苦痛も生じる。それを覚かく悟ごしてくれるのなら、だ」

「もちろんです。レイズ様のご好意を、無駄にはしません」

　アージュの気き丈じような表情に、俺も覚悟を決めた。

「術式魔法は、身体のどこかに埋め込まれている。まずはそれを特定する」

「わかりました」

　俺はアージュの隣となりに腰掛け、彼女の額に手をかざした。

　意識を集中し、ゆっくりと手の位置を下げていく。

　それが腹の下まで来たとき、反応があった。

　彼女の下腹部──その薄い生地越ごしに、ぼんやりと赤く発光する、禍まが々まがしい紋もん様ようが浮かび上がった。

「こ、これは……？」

「読みは正解だったな。これが術式魔法だ」

「れ、レイズ様。私はどうすれば……」

「術式魔法を、俺が【トリト】で浄じよう化かする。それで解除ができるはずだ。ただ……」

「ただ……？」

「本来なら、直接身体を触ふれたほうが施し術じゆつは確実だが……」

　聖女である彼女に直じかに触れることは、さすがに気が咎とがめた。しかし、代わりの方法もすぐには思いつかない。

　だが俺の内心の迷いを断ち切るように、アージュが俺の手を握にぎった。

「アージュ……？」

「構いません。レイズ様にお手を煩わずらわせているこの状じよう況きようで、ご迷めい惑わくはかけられません」

「……本当に、いいのか」

「はい。私の身体を、レイズ様に委ゆだねます」

　アージュは立ち上がると、ワンピースの肩かたひもに手をかけた。

　わずかなためらいの後、アージュは意を決したように結び目をほどいた。

　しゅるり、と絹の寝ね間ま着きがはだけ、床に落ちる。

　ランタンひとつだけの薄うす暗ぐらい部屋に、聖女のほっそりとした裸ら身しんがあらわになった。

　まるで光り輝かがやいているように錯さつ覚かくする白くなめらかな肌はだ。華きや奢しやでありながら、ふくよかな立体感に富んだ肢し体たい。柔にゆう和わな丸みを帯び、女性としての美を強く主張する身体の線は、まさに神が作ったと言うほかない完かん璧ぺきな造形。

　俺はこの状況を失念するほどに見入ってしまった。

「ど、どうかされましたか……？」

「いや……なんでもない」

　軽く深呼吸し、気を取り直して彼女に近づいた。

　彼女の白磁のような肌が、桜色に火ほ照てっているように見えた。

　俺は彼女の臍へその下に手を伸のばし、その柔やわ肌はだに指を触れた。

　浄化魔ま法ほうである【トリト】を発動。

　途と端たん、紋様が強く発光。

　術式魔法が、解除に抵てい抗こうしているのだ。

「んっ……ああっ……！」

　アージュが苦く悶もんに呻うめき、痛みと羞しゆう恥ちで頰ほおが紅潮する。

「いっ……やあっ……！　やっ……んぅ……！　あぁ……んあああんんっっ……！」

「もうすこしだ」

　俺は慎重に、少しずつ【トリト】の力を強めた。

　下手に効果を強め過ぎれば、術式魔法が暴発し、彼女の体内の器官を内側から傷つけかねない。

「……はぁっ！　んっ、はぁ……！　れ、レイズ様、もう立っていられません……」

　膝ひざを折り、アージュが倒たおれこむ。俺はとっさにその身体を抱だきしめた。

　アージュは俺にしがみつきながら、必死に施術の痛みに耐たえる。

　彼女の体温と汗あせを手のひらに感じながら、俺は【トリト】を発動し続けた。きらめく雫しずくが彼女の玉の肌を伝い、床へと落ちた。

「レイズ様……ごめん、なさい……」
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　唐とう突とつに、彼女が謝罪を口にした。

「なにを謝っている？」

「私は……レイズ様のお役に……なにも立てませんでした……。レイズ様が一番苦しいとき、その傷を癒いやすことも、お傍そばにいることさえも……」

　大粒の雫が俺の腕うでに落ちた。

　アージュは涙で頰を濡ぬらしている。

　心から彼女は己おのれを悔くいている。恥じている。それがわかった。

　彼女が聖女だからだ。

　決して称しよう号ごうや資格ではなく、生来のものとして。アージュという少女の本質として。

　だから彼女は俺に起きた悲劇に、誰よりも、俺自身よりも心を痛めているのだ。

「アージュが悔やむことは、なにもない」

「そ……それでもっ、私は……んんっぁ！」

　どれくらい、彼女に触れたまま【トリト】を発動していただろうか。

　術式魔法の紋様が徐じよ々じよに暗くなっていく。

　禍々しい発光が力尽つきるように弱まり、やがて完全にアージュの下腹部から消失した。

　汗だくになりながら、アージュが荒あらい息を整える。

　これまで経験したことのない苦痛だったのだろう。意識がもうろうとしている。

「よくがんばったな。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

「レイズ、さま……。あ、ありがとう、ございま……」

　ついに限界を迎え、くずおれたアージュを俺は抱きとめた。

　気絶している。だがこれで、彼女がゼオラルの術式魔法で縛られることはない。聖教騎士も、彼女の正しい統制下に戻もどるはずだ。

　俺はぐったりとしたアージュをベッドに寝かせ、そっとシーツをかけた。

　健すこやかな寝ね息いきを耳にし、俺はリザやシルファと同じ愛いとおしさをアージュに感じた。

　ともに行くことはできない。

　けれど、どうか心穏おだやかにいてほしい。

「アージュ、俺がすべてに片をつける」

　ひとり誓ちかうと、俺は聖女の寝しん室しつを後にした。








四話　魔女の塔









　暖炉の前で、シルファがアージュの髪かみを編んでいた。

「レイズ、おはよう」

「れ、レイズ様……!?　こ、これはその……」

　隠かくれ家がで迎むかえた朝。俺が二階の部屋から降りていくと、シルファが椅い子すに腰掛けたアージュのうしろに立ち、彼女の長い金きん髪ぱつに櫛くしを入れていた。

「どうかしたのか」

　俺に気づくと、アージュは恥はずかしそうに頰を染めた。

「髪を結ゆっていたら、シルファさんが手伝ってくれると仰おつしやって……」

「誰かのお世話をするの、好き」

　早さつ速そくふたりが仲良くなっているのを見て、俺は安あん堵どした。

　もっとも、素す直なおなシルファと優やさしいアージュのふたりだからこそ、種族の壁かべを越こえて打ち解けられたのだろう。

　ふと、シルファがアージュの髪に鼻を近づけた。

「アージュの髪……いい匂においがする。すんすん……」

「し、シルファさん!?　い、いけません！」

「レイズも、かぐ？」

「ふえぇっ……!?」

　アージュが俺を見て、さらに顔を真っ赤にした。

　俺はわずかな好こう奇き心しんをこらえ、丁てい重ちようにお断りすることにした。




　　　　△▼




　結局、そこで二日ほど身を潜ひそめた。

　その間にシルファとアージュはまた親交を深めたり、ふたりの知られざる一面を見たりすることになったのだが、それはまたべつの話である。

　朝あさ霧ぎりに包まれた夜明け前。俺とシルファは、隠れ家を後にした。

　行く先はすでに決まっている。

　北部の山さん岳がく地帯にあるという《魔女の塔》。そこが決戦の地となる。

「アージュ、世話になった」

　見送りに来たアージュの前で、俺は言った。

「レイズ様。私は祈いのっております。レイズ様たちの幸運を」

「アージュも必要になったら、俺を頼たよってくれ」

　それだけを言い残し、俺とシルファは濃こい霧のなかに向かって歩きだした。

「──レイズ様！」

　ややあって、アージュが叫さけんだ。

　その声だけで、彼女の面おも持もちが哀かなしみに包まれているのがわかった。

　今こん生じようの別れではない。

　もし、すべてが終わったのなら、彼女ともまた会える日が来るだろう。

「どうか、ご無事で……」

　俺はなにも答えず、アージュを振ふり返ることもしなかった。




　　　　△▼




　寒々とした風が小屋を揺ゆらしている。

　俺とシルファは《魔女の塔とう》を目指し、王国の北部へと向かっていた。

　途中、山道で偶ぐう然ぜん見つけた古びた廃はい屋おくで暖を取った。おそらくこの山で仕事をしている木こりたちの休きゆう憩けい所じよとして使われていたのだろう。

「レイズ、眠ねむれないの？」

　薄い壁に背を預けて宙を見つめていると、隣となりで寝ていたシルファが目を開けた。

「……いや、眠くないんだ」

「子守歌なら、得意」

「不要だ。それより早く休め」

　俺が横になったシルファの頭をなでると、彼女はくすぐったそうに目を細めた。

　ふと、彼女のこめかみから生える角に指先で触ふれてみた。

「やっ……れ、レイズ、そこは……」

「すまない、嫌いやだったか？」

「ううん。でも魔族の角は、本当は親しい人にしか、触さわらせない」

「そうだったのか」

「……でもレイズなら、嬉うれしい」

　俺はほっとし、そっと彼女に触れた。その度たびに、シルファは安心したように目を細め、ときおり身体からだを震ふるわせた。

「ねぇ、レイズ」

「なんだ？」

「アージュの隠れ家に泊とまった最初の夜、なにしてたの」

「え？」

　あまりに予想外の質問に、俺は面食らってしまった。

「レイズ、アージュの部屋に行ってた」

「……気づいてたのか」

「なにしてたの。あやしい」

「変なことじゃない」

「わかってる。でもわたしも……わたしだって、ちゃんとできる」

「できるって、なにを──」

　シルファはおもむろに起き上がると、急に俺の腰こしにまたがった。

「初めてだから、うまくできないかもしれないけど……わたしも、レイズとしたい」

　シルファがゆっくりとドレスをはだける。

　ほっそりとした鎖さ骨こつと、華きや奢しやな身体に対して発育のいい双そう丘きゆうがあらわれる。

　シルファは俺の手を握にぎると、その片方へと誘いざなった。

　豊かな膨ふくらみが手のなかでやわらかく押し潰つぶれる。シルファが小さく喘あえぎ、身体を震わせた。

　けれどそこで、俺はシルファをそっと押し返した。

「待て、急にどうしたんだ？」

「だって……アージュとはこういうこと、したんでしょ？」

「……なにか、大きな勘かん違ちがいをしているようだな」

　俺はあの晩起きたことを、アージュの身体に埋うめ込まれていた術式魔ま法ほうの件と、それを【トリト】で浄じよう化かしたことを伝えた。

「えっと……本当に、それだけ？」

「ああ」

「………………ご、ごめんなさい」

　シルファが慌てて毛布にくるまりながら、珍めずらしく恥はじらっていた。

　魔族の王女でも勘違いすることはあるようだ。

「気にするな。思い違いは誰だれにでもある」

「でも……レイズにとって、アージュは大事な人なんでしょ？」

「大事にも色々ある。それに俺と彼女では、立場がちがう」

　たぶんシルファの言う大事というのは、異性としての恋れん愛あい感情のことだろう。

　だが俺がアージュに抱いだくのは、どちらかといえば尊敬や憧しよう憬けいに近い感情だった。

　かつての互たがいの関係性に少々の変化はあったものの、俺個人としては、彼女にはどうか変わらないでいてほしい。

　たとえ復ふく讐しゆうの果てに、俺がどんな存在に成り果てようとも。

「この話は終わりだ。さあ、今日はもう休め」

「うん。レイズはへいき？　また、苦しくなったりしてない？」

「問題ない。むしろ調子がいいくらいだ」

　俺の胸に埋め込まれた魔王の心臓は、穏やかに鼓こ動どうを打っている。

　エルフの隠れ里でのとき以来、発ほつ作さは起きていない。

「おやすみなさい、レイズ」

「ああ。おやすみ、シルファ」

　シルファは安心したように、俺の膝ひざ元もとで小さな寝ね息いきを立てはじめた。

　それから俺にもようやく緩ゆるやかな睡すい魔まが訪おとずれた。




　　　　△▼




　翌朝、俺は屋根の隙すき間まから差し込む光と鳥の声で目覚めた。

　腕うでのなかで、シルファが健すこやかな寝息を立てている。

　俺は彼女を起こさないようそっと起き上がると、ひとりで小屋を出た。

　そのまましばらく山道を歩き、小屋が見えない距離まで離はなれたところで、ようやく立ち止まった。

「──シルファを起こさなかったことに免めんじて、楽に殺してやる」

　俺は善意からそう告げた。

　直後、高所の枝の上に立つ気配に向かって【オルタ・キュア】を発動した。

　くぐもった破は裂れつ音が響ひびいた。

　耳みみ障ざわりな悲鳴とともに、人間が木の上から落下する。

　以前は肉眼で捉とらえなければ使えなかったが、今の俺は対象のおおよその気配さえ感じ取れれば、反転魔法を命中させることができる。

　音のしたほうに歩み寄り、さきほどまで生きていた死体を見下ろした。

　全身の肉が爆はぜ、胴どう体たいに大きな風穴が空いている。

　どうやら暗殺者だったらしい。だが奇き妙みようだった。初手に失敗したとしても、続く第二、第三の攻こう撃げきもないとは。

　俺は眉まゆをひそめながら、黒衣の暗殺者の死体を見つめた。

　この装よそおい、忘れるはずがない。あの夜、俺とリザを襲おそった者たちと同じだ。

　なるほど……そういうことか。

「レイズ……！」

　遠くから、慌あわてた様子のシルファが駆かけ寄ってきた。

「心配するな。それよりこいつはたぶん、ただの伝達だ」

「伝達……？」

　俺はしゃがみ、暗殺者の黒いローブを引き剝はがした。

　その裏に文字が書かれていた。

　読んだ瞬しゆん間かん、拳こぶしに力がこもる。




　─　聖女は捕とらえた。助けたくば、魔女の塔まで来い　─




「レイズ、これって……」

「ああ。間違いなく、あの女からのメッセージだ」

　イオナ・ヴァーンダイン。

《七人の勇者》のひとりにして、伝説の魔法使い。リザを殺した仇かたき。

　イオナがアージュ聖女をさらう理由。そんなものは、ひとつしかない。

「人ひと質じち、か……」

　実に狡こう猾かつなあの女らしい。

　アージュが敵の根城にいる以上、まとめて広こう範はん囲いを殲せん滅めつするような手段は取れない。

　直接乗り込んで来い、ということか。

　俺の復讐にアージュを巻き込みたくなかった。だがそれが裏目に出るとは。

「ククッ……」

　乾かわいた笑いが漏もれた。

　俺は腹の底から湧わき上がってくる衝しよう動どうに身を委ゆだね、肩かたを揺らした。

　シルファは俺がなぜ笑っているのかわからず、困こん惑わくしている。

「レイズ……？」

「せっかく招待を受けたんだ。堂々と正面から行こう」

「でも、罠わなに決まってる」

「知っているさ。だから行くんだ。やつらは大きな勘違いをしている」

「え……？」

　人質を取れば優位に立てる？　あの女がアージュの命を握っている？

　ちがう。

　まったく度し難がたい。思い上がりも甚はなはだしい。

「教えてやろう。アージュのおかげで、奴やつらがわずかに生き永らえたということを」

　彼女をこの手に取り戻もどした瞬間が、あの女の最さい期ごだ。




　　　　△▼




　目覚めて最初に感じたのは、寒さだった。

「んっ……」

　アージュは自分がどこにいるのか、なぜいるのかも理解できなかった。

　だがすぐに、身体の自由が一いつ切さい利きかないことに気づく。

「ご気分はいかがですかな？　聖女様」

　目の前に、よく知った老人の姿が浮うかび上がる。

　大神しん殿でんの司教、ゼオラル・キリク。

「ゼオラル、様……。……こ、これは……!?」

　舞ぶ踏とう会場のような広い部屋。

　その中央で、アージュの全身は細い糸で吊つるされていた。

　両の手首を縛しばられ、立ったまま腰を突つき出すような姿勢を強要されている。さらに身を幾いく重えにも包む聖衣は、太ももが露ろ出しゆつするほどめくり上げられている。暴れようにも、ぴんと張りつめた糸はびくともしない。

　苦痛と恥ち辱じよく、そして恐きよう怖ふが同時に湧わき起こる。

「あまり動かれないほうがいいですぞ。その糸は、彼女の使い魔の蜘く蛛も糸です。たとえ屈くつ強きような大男であっても、自力で切るのは不可能とのことです」

「貴方あなたは……！　な、なぜこのようなことを──」

「騒さわぐな、小こ娘むすめ。所しよ詮せん、お前は最初から最後まで、儂わしの道具なのだよ」

「……！」

　ゼオラルの邪じや悪あくな笑えみに、もはやかつての面おも影かげはない。

　いや、それは最初から自分が見通せなかったこの老人の本ほん性しようだった。

「さて……では、正直に話すがいい。あの神官、レイズ・アデッドについて」

「レイズ様の……」

「答えろ。あれは本当に人間なのか？　やつとなにを話した？」

「……」

　レイズがあれほどの力を持つに至った理由。

　それは彼が妹を殺され、シルファたち魔族に助けられ生き永らえた経けい緯いとともに聞かされた。だがおいそれとその真実を口にはできない。

「おやおや、あの男をかばうつもりか？　では、仕方あるまい」

　ゼオラルがアージュに近づき、手をかざす。

「お前は儂に逆らうことはできぬはずだ。さあ、すべてを白状するがいい」

　ゼオラルの確信の満ちた笑み。

　だがアージュは、毅き然ぜんとした視線を返した。

「なっ……なに？　なぜ術式が起動しない……」

「……やはり、貴方が私の身体からだに細工をしていたのですね」

「っ……！　貴様、どうやって儂の術式魔法を……!?」

　ゼオラルが激げつ昂こうし、アージュの頰ほおを打った。

　軽い衝撃。だがアージュは無言でゼオラルを睨にらみ続ける。

　彼が味わったであろう絶望に比べれば、こんなものは痛くもない。

「なんだその目は……！　たかがお飾かざりの聖女の分際で！」

　ゼオラルが再び手を振ふり上げたときだった。

「そこまでにしておきなさい」

　コツっ、と靴が床ゆかを打つ音がした。

　現れたのは、紅くれないの髪かみとローブに身を包んだ長身の女。

　背筋が凍こおるような美び貌ぼうの持ち主。

　この国でその名を知らぬ者はいなかった。

「イオナ・ヴァーンダイン……」

　魔ま王おうを倒たおした《七人の勇者》のひとりにして、伝説の魔法使い。

　そして、レイズの妹を殺害した張本人。

「いい恰かつ好こうね、聖女様。敬けい虔けんな信徒たちが見たら、卒そつ倒とうするんじゃないかしら？」

「貴女あなたたちは……いったいなにをしようとしているのですか!?　《七人の勇者》ともあろう貴女が、このような歪ゆがんだ行いを……」

「あなたに個人的な恨みはないのよ。でも、あなたの友達に用があってね」

「……！　レイズ様に、なにをしたのですか!?」

「そう興奮しないで。ただ招待状を送っただけよ。来てくれるといいのだけど」

　口の端はしを歪ゆがめるイオナに、アージュの全身に冷気が走る。

　最初に感じた寒さの正体──それはイオナが発している気配そのものだった。

「で、この子はなにか吐はいたわけ？」

「いえ……それが、なぜか【精神支配】の術式魔法が解除されており……たとえ、高位の神官がどれほど集まっても解除できぬはずなのですが……」

「あらそう。使えないわね」

　イオナはゼオラルの弁解を無下に切り捨て、アージュに近寄った。

　彼女の細い指が、アージュの頰をなぞり顎あごを持ち上げる。

「じゃあ、もうすこしべつの方法で試ためしてみましょうか」

「な、なにを……」

　イオナがすっと手を上げる。

　どこからともなく現れた蛇へびが、拘こう束そくされたアージュの足元に這はい寄った。

「っ……!!」

「あはっ♪　蜘蛛や蛇は、魔法使いにとっては家族のようなものよ」

　蛇はアージュの足首にしゅるりと巻き付くと、螺ら旋せん状に脚あしを上っていく。一匹ぴきだけでなく何匹びきも。蛇は遅ち滞たいなくアージュの内うち股またの奥に潜もぐり込んだ。

「っ……うぅ……！」

　無数の蛇がアージュの全身を這いまわり、その牙きばで服を食い破る。

　直接傷を与あたえられずとも、それ以上の嫌けん悪お感と苦痛がアージュを苛さいなむ。

「ふふっ……ああ、なんていい顔、いい声……。あの神官の妹を殺したときも、とても素す敵てきな音色で哭ないてくれたのよ」

「……!!」

　肉体が蹂じゆう躙りんされるおぞましさに、アージュは涙なみだをこぼしながら耐たえる。

「すべての《魔法》を極きわめた伝説の魔法使いである貴女が、なぜこんな……」

「ああ、そのこと？　よく勘かん違ちがいされるんだけど……。あたしはべつに魔王を倒すために《魔法》を極めたわけじゃないのよ？」

「え……？」

「あたしはね、《魔法》がどれだけ生き物に苦痛を与えられるか、それを確かめたいだけなの。そう、こんな風にね」

　恐怖と戦せん慄りつの只ただ中なかで、アージュは理解する。

　自分の目の前にいるのは、人間ではない。

　千年に一度と呼ばれる天てん賦ぷの才能を、己おのれの快楽のためだけに研けん鑽さんし極めた、正真正しよう銘めいの怪かい物ぶつだ。

「──あら、さっそく来たわね」

　イオナは探知魔法【スコープ】を使い、目の前に外の景色を浮かべて見せた。

　白き凍とう土どを歩く、ふたつの人影がある。

　それはアージュが知っているふたりだった。

「レイズ、様……」

「さあ、聖女様。ここでゆっくりと見物しましょうか。あのふたりが無事にこの塔とうの最上階にまで、辿たどり着けるかどうかをね」




　　　　△▼




　雪原のただ中で、俺とシルファは立ち止まった。

　白一色の景色に、ゆっくりとなにかの輪りん郭かくが浮かび上がる。

　それは塔だった。すさまじく高い巨きよ大だいな塔。その頂点は吹雪ふぶきに遮さえぎられ視し認にんできない。

「なるほど、大がかりな術式魔法で塔自体の存在を消しているのか」

　それに加えてこの過か酷こくな立地だ。間違っても誰かが偶ぐう然ぜんこの場所を発見することはないだろう。

　あれが魔女の塔。

　大神殿に匹ひつ敵てきする、魔法使いたちの総本山。

　そしておそらくは、《七人の勇者》が管理する重要拠きよ点てんのひとつ。

「わざわざ向こうから案内してくれるとは」

　脅きよう迫はくし、挑ちよう発はつし、恐怖を煽あおる。下げ劣れつなあの女の考えそうなことだ。

「レイズ、気を付けて。わたしたち、囲まれてる」

「とっくに知っている」

　塔を中心に無数の気配が出現していた。

　塔自体と同じくそれまでなにも存在しなかった空間に、赤いローブの魔法使いたちの姿が次々と浮かび上がっていく。その数、ゆうに五十人以上。すでに俺たちは両翼よくから包囲されていた。

　魔法使い部隊が攻こう撃げきを開始する。
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　俺の眼前ですさまじい雷かみなりが暴れ狂くるい、蒸発した雪による水みず煙けむりが視界を覆おおった。

【戦せん闘とう経験】による情報が、追いつかないほどの速さで頭のなかを流れていく。

　だが、すべて無意味だった。

　俺の反転魔法は、この程度では覆くつがえせない。

　魔法による一いつ斉せい砲ほう撃げきが止やみ、俺は悠ゆう々ゆうと歩き出した。

「シルファ。やつらは俺の力に対たい抗こうできる《スキル》や《魔法》を持っているか？」

「……確かく認にんした。持っていない。あれは超ちよう一流なだけの、ただの人間」

　敵の増ぞう援えんが空から出現した。

　飛行魔法【エア】を使った魔法使い部隊だ。遠くから見ると、まるで赤い羽虫の群れのようだ。

　総勢百名以上の高位の魔法使いが、地上と空から強きよう襲しゆうする。

「一斉攻撃か。ならこちらも、さっさと済ませよう」

「レイズ、ひとつ聞いてもいい？」

　シルファはどこか不安そうな顔をしていた。

「なんだ？」

「レイズは……人間を殺すことが、つらくはない？」

　俺はシルファの問いに笑えみで応こたえ、手を頭上にかざした。

　愚ぐ問もんだ。

「まさか。奴やつらの命をどれだけ積み上げようと、リザの命には及およばない」

　掲かかげた手の指を、ゆっくりと折りたたむ。魔法使いたちの心臓を包み込むように。

　それは決して比ひ喩ゆでも誇こ張ちようでもなかった。

　治ち癒ゆが破は壊かいに反転するように、蘇そ生せいの力もまた、真逆に転ずる。

　これは【オルタ・キュア】の進化系。上位系統の攻撃魔法。

「【オルタ・レイザー】──お前たちは、死ね」

　視界に映るすべての敵魔法使いに、蘇生の反転魔法を発動した。
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　地上と空中、すべての魔法使いたちが糸が切れたように斃たおれ、墜つい落らくする。

　一いつ滴てきの流血も一声の悲鳴すらない、静せい謐ひつなる虐ぎやく殺さつ。

「ハハッ……アハハハハハッ!!　クハハハハハハハハハハハ……!!!!」

　俺の手の中で、無数の命が消えていく。

　なんと心ここ地ちよく、恍こう惚こつとした手て触ざわりだろうか。

「さあ、行こう。あの女が待っている」

　俺は無数の死体を踏ふみ越こえ、塔に向かって歩き始めた。

　ああ……もう少しだ、リザ。待っていてくれ。

　リザに捧ささげるべき命が、あの塔のなかにいる。




　　　　△▼




　塔の内部は、吹ふき抜ぬけの構造になっていた。

　四方八方から魔ま法ほう使つかいたちが次々と襲おそい掛かかる。俺は敵の攻撃魔法を【オルタ・フォース】で無力化しつつ、新たな反転魔法を発動した。

「【オルタ・アウェク】──俺の傀儡くぐつとなれ」

　俺を取り囲んでいた四人の魔法使いたちが、ぴたりと動きを止めた。

　仲間の異変に、他の魔法使いがたじろぐ。

　俺は頭の中で自分の身体からだを動かすように、やつらの肉体を操作した。

　くるり、と魔法使いたちがひるがえり、俺やシルファではなく、仲間の魔法使いに杖つえを向けた。

「残りの魔力をすべて使え。最大火力で迎げい撃げきしろ」

　四人の敵魔法使いたちが、一斉に【ゼタ・フレア】を発動。

　炎ほのお系統の準最上位魔法が仲間に炸さく裂れつ。

「な、なにをしている!?　錯乱したか！」

「ちがう！　これは、なんらかの《魔法》による妨ぼう害がいだ！」

「詳しよう細さい不明！　やつはいったい、どんな《魔法》を使っている……!?」

　同士討うちによる混乱と悲鳴が塔の中に響ひびく。

「ククッ……なるほど、魔法使いを従えるというのも悪くない」

　本来、【アウェク】は洗脳や睡すい眠みんを解除するための《魔法》だ。それを反転すれば、どのような効果を持つか。その答えが、この強制的な隷れい属ぞくだ。

　俺はさらに十人の敵魔法使いに【オルタ・アウェク】を発動。

　半分に防御魔法を詠えい唱しようさせ、残り半分を砲ほう台だいに追加した。

　洗脳した魔法使いが、蠅はえのように群がる敵を次々と撃うち落としていく。一方で俺とシルファに向けられた攻撃の盾たてとなり、敵魔法使いが黒くろ焦こげになって散る。使い捨ての肉にく壁かべとしては丁度いい。

「どうした？　弱者を殺すことには慣れていても、味方に殺されるのは不慣れか？」

　塔内部の壁かべ、天てん井じよう、階段、床ゆか……いたるところが血の一色に染まっていく。

　それを横目に、俺とシルファは悠々と塔を登った。

　塔の中層あたりまで来たところで、生き残った敵の指揮官らしき魔法使いが緊きん迫ぱくした声で叫さけんだ。

「あ、あれを出せっ！」

　ひときわ大きな部屋の扉とびらが開かれる。

　そこから現れたのは、奇き妙みような姿形をした兵士だった。

　まずその兵士は、大きく背中が膨ふくらんでいた。そこからまるでワイバーンのような翼つばさが片方だけ生えている。その反対側の右腕うでだけが異様に発達しており、その手にあるのは剣けんでも槍やりでもなく、腕を覆うように発達した巨大な爪つめだ。

「あれは……」

　人間なのか魔物なのか。一見してその区別がつかない。

　だがシルファはちがった。

　異形の兵士を凝ぎよう視ししながら、シルファは震ふるえていた。

「そんな……こんなこと……」

「シルファ？」

　それに気を取られた、ほんの一いつ瞬しゆんだった。

　異形の兵士の姿がかき消えた次の瞬間、俺の左半身が消し飛んでいた。

「レイズッ!!」





【不ふ滅めつ者】：自動発動。欠けつ損そん部位を再生開始。所要時間、０・５秒






「……なるほど、そういうことか」

　魔力粒りゆう子しが俺の全身を覆い、瞬時に失われた肉体を復元する。

　攻こう撃げきを直接この身で受けたことで、敵の正体を直感した。

「レイズ、平気……!?」

「問題ない。シルファは下がっていろ」

　俺は異形の兵士に向かい、【オルタ・レイザー】を発動。

　がくんっ、と巨きよ体たいが震える。だが異形の兵士は倒たおれない。

「やはり、そうか……。【オルタ・レイザー】──お前は、もう一度死ね」

　再度発動。今度こそ、異形の兵士が絶命する。

　俺はゆっくりと、白目を剝むき横わたる屍しかばねに歩み寄った。

　確実に死んでいる。

「レイズ……これは、人間なの？」

「それは間ま違ちがいない。ただ……」

　たった今、効果が一度不発に終わった理由に察しはついていた。だが軽々しく口に出すのはためらわれた。特に、シルファの前では。

　異形の兵士が出てきた部屋の奥に、俺とシルファは足を踏み入れた。

　およそ見たことがない巨大な筒つつ状の瓶びんが、その部屋を埋うめ尽つくしていた。どの瓶も半透明の液体で満たされており、その中になにかが浮うかんでいる。

　その正体を理解した瞬間、おぞましさに吐はき気がした。

「そうか……これがこの塔とうの目的か」

　そこに浮かんでいたのは、魔物たちの断片だった。

　ワイバーンの翼、ゴーレムの腕、ミノタウロスの頭部、ラーミアの尾お──そのどれもがまだ脈打ち、標本のごとく保管されていた。

「これは……人間と魔物を融ゆう合ごうさせる研究だ」

「っ……！」

　シルファが蒼そう白はくになり、息を飲む。

　俺は彼女の手を握にぎってやることしかできない。

　人間の俺のでさえ虫むし唾ずが走る光景。魔族の、しかもすべての魔物たちを統すべる魔王の娘むすめであるシルファが受ける衝しよう撃げきは、察して余りある。

　さきほどの奇妙な手て応ごたえ。【オルタ・レイザー】は不発だったのではない。

　命が二つあるからこそ、即死の力が二度必要だったのだ。

「こんなこと、ひどい……。勇者は、おぞましい」

「……ああ」

　これを誰だれがやらせているのか、そんなことは疑問の余地もない。

　イオナ・ヴァーンダイン。この魔女の塔の主あるじ。

　やつら《七人の勇者》は、これほどの力を求め、なにをしようとしているのか。

　世界をその手中に収めた、その後なにをするつもりなのか。

「ごめんなさい……助けてあげられなくて……」

　シルファが吊つり下げられたワイバーンの翼に、そっと寄り添そった。

　一瞬、それが俺とリザの関係に重なった。

　拳こぶしを握りしめる。爪が皮ひ膚ふを食い破り、血が流れ落ちた。

「シルファ、どいてくれ。俺が手を下す」

　あえて俺は淡たん々たんと言った。シルファは反対しなかった。

　こんな姿に成り果て、人間の実験材料として生かされなくてはいけない業ごうなど、どんな生き物にもありはしない。

　だからせめて──

「【オルタ・トリト】──安らかに眠ねむれ」

　彼らの断片のすべてが灰と砂に還かえるのを、俺はシルファと見届けた。




　　　　△▼




　階段を上りきると、視界が開けた。

　まるで宮きゆう殿でんの広間のような空間。その中央に、アージュがいた。

　細い糸のようなもので全身を吊るされ、立ったまま拘こう束そくされている。服のあちこちが無残に切り刻まれており、気を失っているのか、ぐったりと俯うつむいていた。

　そのアージュの前に、ふたつの人ひと影かげがあった。

「──待っていたわ、神官」

　つばの大きな魔女帽ぼう子しに真しん紅くのローブ、大きく開いた胸むな元もとと紅ぐ蓮れんの髪かみ。ぞっとするほど妖よう艶えんな美び貌ぼうの持ち主。

《七人の勇者》のひとりにして、伝説の魔法使い。そして、リザを殺した女。

「イオナ・ヴァーンダイン……」

　その隣となりには小こ柄がらな老人──司教ゼオラルの姿もあった。

　俺と目が合うと、ゼオラルはイオナの陰かげに隠かくれるようにして慄おののいた。

「イオナ様、や、やつです……！　どうかお気をつけくだ──」

「黙だまっていなさい、ジジイ」

　イオナはかしずくゼオラルを無下に遮さえぎると、優ゆう雅がな笑えみを浮かべ俺たちに歩み寄った。

「まさか生きていたなんて、とっても驚おどろいたわ。えっと……あなたの名前はなんといったかしら？」

「レイズ・アデッドだ」

「ああ、たしかそんな名前だったわね。それにしても、酷ひどい顔の傷ねぇ……。可哀かわい想そうに。いったい、誰にやられたのかしら？」

「レイズへの侮ぶ辱じよくは許さない」

　先に反応したシルファを、俺は手で制した。

「あら……あなたはもしかして、魔族？」

「だったら、なに」

「ふふっ、ならちょうどいいわ。この塔にはあなたのお友達がたくさんいるのよ。せっかくだから会わせてあげたいわ。きっと彼らも喜ぶでしょうね。あっ、でもちょっとだけ見た目が変わっているかもしれないけど」

「……!!」

　イオナはすべてを知った上で挑ちよう発はつしている。

　そんなものに付き合う必要などない。

「イオナ・ヴァーンダイン。俺はお前から、すべてを奪うばう」

「ふふっ……そう慌あわてないで。実はあなたに、贈おくり物があるの」

　イオナはそう言うと、地面に手をかざした。

「こういうのはどう？」

　暗くら闇やみが一帯を覆おおった。

　地面に魔ま法ほう陣じんが浮かび上がり、妖あやしげな光を放つ。

　そこに、小さな人影が倒れていた。それが誰なのか、俺は瞬時に理解した。

　見間違えるはずもない。

「リザ……」

　そこにいたのは、紛まぎれもなく妹のリザだった。

　服も髪型も、あの日のまま。

　リザが目を開けた。ぱちくりとまばたき、不安そうに周囲を見渡している。

「どう？　喜んでくれたかしら」

「レイズ、騙だまされないで。あれは……」

「わかってる。あれは、死し霊りよう魔法だ」

　ネクロマンシー──死者や死霊を操あやつる《魔法》。

　その力でリザの魂をあの世から呼び起こしたのだ。

「あたしはすべての《魔法》を習得しているのよ。当然、こっち系の《魔法》だって得意なのよ」

　つまり、あのリザは幻げん覚かくでも偽にせ物ものでもなく──本物だ。

「お兄ちゃん……」

　リザは俺を見てぽかんとしていた。リザはなにも知らない。

　きっと自分が殺されたことも、その殺した本人の手で、死霊として呼び起こされたことも。

　なにも知らなくていい。

「お兄ちゃん、どうしたの……？　はやくおうち帰ろう？　ご飯も作ってあるんだよ。お兄ちゃんと一いつ緒しよじゃなきゃ、つまんないもん」

「リザ、ごめん。俺は……一緒には行けないんだ」

「どうして……？　やだ、お兄ちゃんと一緒がいい」

　俺は首を振ふった。

　リザは悲しそうに俯いたが、やがて朗ほがらかに微笑ほほえんだ。

「うん、じゃあリザ我が慢まんする。いい子にしてたら、神さまがご褒ほう美びくれるもんね！」

　あのときと、なにひとつ変わらない笑顔。

　それが、俺が守れなかったものの大きさだった。

　感傷に浸ひたるのも、そこまでだった。

　リザの身体からだに異変が生じた。

　腕うでや足が泥どろのように急速に溶とけ始める。

　リザは自分になにが起きているのかわからず、恐きよう怖ふに顔を歪ゆがませる。

「あれあれ……おかしいよお兄ちゃん……。助けて、お兄ちゃん助けてたすけて……タスケテタスケテタスケケテケテケテテテテテテテテテテ……!!」

　溶けた身体が、今度は何倍にも膨ふくれ上がった。

　さきほど見たあの異形の兵士とそっくりに、リザの死霊は、人間とはかけ離はなれた怪かい物ぶつへと変へん貌ぼうした。

「さあ、行きなさい。その男があなたの敵よ」

　イオナの命令とともに、怪物が俺に向かって飛びかかる。

　腕とも脚あしともつかない太い四し肢しが叩たたきつけられる。

　それを素す手でで受け止めると、あまりの膂りよ力りよくに足元が陥かん没ぼつする。

「あははははっ！　ねぇ神官、どうするの？　今度はあんたの手で妹を殺すの？」

　イオナはまるで子供のように無む邪じや気きにはしゃいでいた。

　俺は怪物の腕を受けとめながら、小さく嘆たん息そくした。

「……なにか、勘かん違ちがいしているようだな」

「はぁ？」

「こんなもので、俺が動どう揺ようすると思うのか」

　後こう悔かいなど、もうとっくに済ませた。涙なみだもとうに涸かれ果てた。

　あのとき魔族の地の底で、シルファが寄り添ってくれた、あの場所で。

　だから今の俺が感じるものは、たったひとつしかない。

　純じゆん然ぜんたる怒いかりだ。

「【レクイエム】──魂たましいよ、天に召めされ、安らかに眠り給たまえ」

　怪物の動きが止まった。

　途と端たん、その身体が清らかな光に包まれる。

　怪物の姿が透すけ始め、やがて霧きりのように消えていった。

　俺は心のなかで、リザに最後の別れを告げた。

「ふぅん……鎮ちん魂こんの《魔法》ね。そういえば、それも神官の能力だったわね」

　イオナはつまらなそうに鼻を鳴らした。

　迷える魂に救いを与あたえ、天に召す。

　神官が必ず習得しなければならない《魔法》──それが【レクイエム】だ。

「ひとつ教えておこう。神官が【レクイエム】で魂に真の安息をもたらすには、いくつか条件がある。その魂の持ち主の肉体を一度でも癒いやした経験が、神官に必要となる」

「あっそう。どうでもいい情報をありがとう」

　俺はイオナたちに悠ゆう然ぜんと歩み寄る。

　動じないイオナとは正反対に、ゼオラルは慄き慌てふためいた。

「そ、それ以上近づくでないっ！　小娘がどうなってもよいのか!?」

　ゼオラルが拘束されたままのアージュの首元に、短たん剣けんの刃はを向けていた。

　今さらながら、神職の風上にも置けない俗ぞく物ぶつだ。

　俺がぴたりと足を止めると、ゼオラルは耳みみ障ざわりな哄こう笑しようを上げた。

「かかっ！　お、愚おろかな若造よ……！　所しよ詮せん一いつ介かいの神官である貴様が、《七人の勇者》様に逆らうことなどできんのだよ！」

　ゼオラルは嘲ちよう笑しようとともに勝ち誇ほこっている。

「言いたいことはそれだけか？　なら、アージュに感謝するんだな」

「…………なに？」

「肉と骨を断て──【オルタ・キュア】」

　ゼオラルの手足がありえない角度に折れ曲がった。

　実に耳障りな悲鳴を上げ、ゼオラルは顔面からその場に倒たおれこんだ。

「汚けがらわしいお前の血をアージュにかけるのは忍しのびない。代わりに、お前の手足の骨と肉の腱けんを断ち切らせてもらった」

「ば、ばかな……!?」

「そこで這はいつくばっていろ。最後にちゃんと殺してやる」

「ひぃぃっ……！」

　途端、ゼオラルの姿がかき消えた。

　転移魔法で慌ててこの場から逃にげ出したのだろう。だが、今はどうでもいい。あんな小物よりも大きな獲物が、俺の目の前にいる。

「へぇ、それがあんたの力ってわけ。たいしたものね」

　イオナは驚きも恐おそれもせず、感心するような笑みを浮うかべている。

「いいわ。聖女様はもうすこしいたぶってあげたかったけど……返してあげる。ここではちょっと窮きゆう屈くつだから、上で待っているわ」

　イオナの姿が陽かげ炎ろうのように揺ゆらめき、霧む散さんした。

　シルファが首をかしげる。

「魔法使いも逃げたの？」

「いや、あれは擬ぎ態たい魔法の一種だ。あの女は、この塔とうの最上階で待っている」

　あのイオナが最初から幻げん影えいであることはわかっていた。

　でなければ出会った瞬しゆん間かん、俺が奴やつの首をねじ切っている。

　イオナの姿が消えると、アージュは拘こう束そくを解かれ、その場に倒れていた。

　意識を失っており服は無残に斬きり裂さかれているが、目立った外傷はない。

「よかった……」

「シルファ、ひとつ頼たのみがある」

「なに？」

「アージュとここで待っていてくれ」

　俺は立ち上がり、頭上を仰あおいだ。

　シルファはきっと、最後まで俺の傍そばにいたいと思うだろう。けれど、今の俺にはただひとつの目的しか見えない。

「うん。任せて」

　シルファは俺を信じ、素す直なおに頷うなずいてくれた。

「その代わり……レイズ」

　シルファが俺の頰ほおに手を添そえた。

　唇くちびるが触ふれあいそうな距きよ離りで、彼女が俺の目を覗のぞき込む。

　すると、大量の情報が頭に流れ込んできた。

「さっき、あの女の力を【魔眼】で見た。隠いん蔽ぺいされた能力が多いけど、気をつけて」

「ありがとう、シルファ」

「なにも気にしなくていい。レイズは、レイズのために戦って」

　シルファの激励に、俺はまた救われたのかもしれない。

　俺は迷いなく立ち上がり、シルファたちに背を向けて歩き出した。




　　　　△▼




　屋外にある塔の最上階は、さながら天空の宮殿だった。

　頭上には地上よりも間近に蒼そう穹きゆうと雲が流れ、周囲は荘そう厳ごんな石柱に囲まれている。

　その中心でイオナが悠然と俺を待っていた。

「ようやくちゃんと会えたわね、神官」

　俺はイオナと正面から対たい峙じする。

　イオナは豊満な胸の前で優雅に腕を組み、こちらを値ね踏ぶみするように見み据すえている。

「まさか生きていたとは思わなかったわ。これも神のご加護ってやつかしら？」

「俺に神の加護などない」

「あらそう。それじゃあるのは、魔ま王おうの加護かしらね？」

　イオナが不敵な笑えみを浮かべる。向こうもなにかを知っているらしい。

　俺は別れ際ぎわにシルファからもらったイオナの能力を、頭のなかで確かく認にんした。





《クラス》


【魔法使い】






《スキル》


【戦せん闘とう経験】……戦闘中に発生する事象を正しく把は握あくする

【無む詠えい唱しよう】……魔法の呪じゆ文もん詠唱を省略する

【多重起動】……二種以上の魔法を同時に発動する

【魔力増ぞう幅ふく・冥めい】……すべての魔法の効果を増幅する（極大）

【天てん賦ぷの叡えい智ち】……魔法発動時における魔力消費をゼロにする

【魔力解体】……自身に接せつ触しよくした敵対魔法の魔力を分解し無害化する

【魔法隠蔽】……自身の保有する魔法の詳しよう細さいを隠蔽する




ただし一部の看破スキルには無効化される




【理の創造主】……詳細不明






《魔法》


【ヨタフレア】……攻こう撃げき魔法／属性：炎ほのお／ランク：Ⅳ／汎はん用よう

【ヨタブリザード】……攻撃魔法／属性：氷／ランク：Ⅳ／汎用

【ヨタサイクロン】……攻撃魔法／属性：風／ランク：Ⅳ／汎用

【ヨタライトニング】……攻撃魔法／属性：雷かみなり／ランク：Ⅳ／汎用

【ヨタジオイド】……攻撃魔法／属性：土／ランク：Ⅳ／汎用

【エア】……飛行魔法／属性：風／ランク：Ⅲ／汎用

【アビスウォール】……防ぼう御ぎよ魔法／属性：闇やみ／ランク：Ⅳ／固有

【──】……詳細不明

【──】……詳細不明

【──】……詳細不明

……








「あたしの能力を覗き見？　でも大事なところは迷めい彩さいされているはずよ」

「そのようだな」

　秘ひ匿とく系の《スキル》により一部が隠蔽されている。だが、恐れる理由にはならない。

「ねぇ、神官。これがなにか覚えている？」

　イオナが手のひらに、いくつもの虹にじ色いろの光を浮ふ遊ゆうさせた。

　思わず見とれてしまうような幻げん想そう的な輝かがやき。だが俺は知っている。それらが人間を一瞬で灰に変える高熱の塊かたまりであることを。

「言っておくけど、あたしはあんたもあんたの妹も、憎にくかったわけじゃないのよ？　ただ痛みに泣き叫さけぶ声が聞きたかったし、肉片が焦こげる臭においをかぎたかっただけなのよ。

だってそれが、あたしの人生の醍だい醐ご味みだから」

　イオナの手のひらで、炎が凶きよう暴ぼうに暴れまわる。

「あんたもこの熱で満たしてあげる。妹と同じく……ね」

「この世で叶かなう限りの地じ獄ごくを、お前に与える」

「やってみなさい、神官」

　直後、イオナの攻撃魔法と俺の反転魔法が同時に発動した。





【ヨタフレア】：自身に命中。【オルタ・フォース】により弱体化。効果消失

【ヨタフレア】：自身に命中。【オルタ・フォース】により弱体化。効果消失

【ヨタフレア】：自身に命中。【オルタ・フォース】により弱体化。効果消失

【ヨタフレア】：自身に命中。【オルタ・フォース】により弱体化。効果消失

【ヨタフレア】：自身に命中。【オルタ・フォース】により弱体化。効果消失

【ヨタフレア】：自身に命中。【オルタ・フォース】により弱体化。効果消失

【オルタ・レイザー】：目標に命中。【魔力分解】により弱体化。効果消失

【オルタ・レイザー】：目標に命中。【魔力分解】により弱体化。効果消失

【オルタ・レイザー】：目標に命中。【魔力分解】により弱体化。効果消失



[image: ]


【オルタ・レイザー】：目標に命中。【魔力分解】により弱体化。効果消失

【オルタ・レイザー】：目標に命中。【魔力分解】により弱体化。効果消失

【オルタ・レイザー】：目標に命中。【魔力分解】により弱体化。効果消失






　無数の光と炎が乱らん舞ぶし、激げき突とつし、消しよう滅めつする。

　双そう方ほうが絶対無二の防御手段を展開し、同時に一撃必殺の攻撃手段で応おう酬しゆうする。

　おそらく有史以来、最も極限に近い超ちよう高度の魔法戦。





【ヨタ・ライトニング】：回避。効果なし

【ヨタ・サイクロン】：自身に命中。【オルタ・フォース】により弱体化。効果消失

【オルタ・トリト】：目標に命中せず。【アビスウォール】により吸収。効果消失






　俺は反転魔法と強化した肉体でイオナの攻撃を防ぎ、イオナは最上位の防御魔法とスキルで俺の攻撃を防ぐ。攻防に塔が激げき震しんする。

「あははははっ！　やるわねぇ神官！　あたしと戦ってこんなに生きているのは、人間でも魔物でもあんたが初めてよ!!」

　こちらも同感だった。

　イオナは嬉き々きとして《魔法》を放ち続ける。

【無詠唱】による《魔法》の即そく時じ発動はもとより、一般的な魔法使いとちがい、イオナは杖つえすら持たない。

　必要ないからだ。この女に自身を強化する装備や道具など、なにひとつ。

「ああ、そういえば、あんたの妹を殺した《魔法》に名前をつけてみたの。悩なやんだんだけど……【ファイアワークス】っていうのはどうかしら？」

「好きにしろ」

「ふふっ……じゃあさっそく、あんたも喰くらってみなさい!!」

　虹色の業ごう火かが俺を飲み込む。

　どんな生物や物質でさえ一瞬にして灰に変えるであろう超高熱。

「【オルタ・フォース】──無む駄だだ。俺の反転した加護は、森しん羅ら万ばん象しようを弱体化する」

　俺は腕うでをかざして炎を消滅してみせた。

「厄やつ介かいな手ね……。ふふっ、けど、そうでなくちゃ」

　イオナはこれだけの極大魔法を連続して放ったにもかかわらず、息一つ乱れていない。

　無む尽じん蔵ぞうの魔力は魔王だけの特権ではない、ということだ。

「ねぇ、神官。あんたがあたしの傷を癒いやしたときのこと、覚えている？」

　イオナは指先で炎をもてあそびながら言った。

「あんたに治ち癒ゆしてもらわなかったら、魔王との戦いで命を落として帰ってこられなかったかもしれない。あんたには本当に感謝しているわ。だって……」

　イオナの口が醜みにくく歪ゆがむ。

「そのおかげで、あんたの妹を殺すこともできたんだからねぇ!!　あははははははっ!!」

　醜しゆう悪あくな挑発に、俺は反論しなかった。

　どんなに認めたくなかろうと、それは事実だ。

「そうだな。俺も、リザを殺した」

　俺が愚おろかだったばかりに、俺が無力だったばかりに、リザは死んだ。

　その罪を背負い続ける。リザの死に報むくいるために。

「だから、その責任を果たす」

「どうやって？」

「そうだな。ではまず、過去の愚ぐ行こうを清算させてもらおうか」

「……なんですって？」

　俺はイオナが指先に浮うかべていた炎に、【オルタ・キュア】を発動した。

　弾はじけ飛んだ炎がイオナの顔面を襲おそった。

「ぐっ……！」

「俺が誤って癒した分を返してもらった。そんな傷きず痕あとで合っていたか？」

　イオナの頰ほおの肌はだが爛ただれ、焼き切れている。

　まさか自分の手元で《魔法》が直接破は壊かいされるとは、予想しなかったらしい。

「こ、このあたしの顔を……!!」

「いや、どうやら違ちがったようだ。なにせ、お前の顔はもっと醜かったからな」

「……!!」

　イオナの全身から怒ど気きと殺意が溢あふれる。

「神官ごときが……！　あんたには、妹なんて比じゃないほどの苦痛を味わわせてあげるわ……!!」

　激げつ昂こうするイオナが両手を広げた。

　莫ばく大だいな魔力反応。

　だがそれは、これまで感じたことのない異様な気配。

「あたしの世界に飲まれなさい……【ワールド・エミュレイター】──!!」

　イオナが未知の《魔法》を発動した直後、すべての景色が一変した。




　　　　△▼




　緋ひ色いろの空。燃え盛さかる大地。

　そこに見えるのは、大きさも形もちがう様々な道具だった。鞭むちや鋏はさみに始まり、鉄の檻おり、絞こう首しゆ台、ギロチン、無数の釘くぎが突つき出た棺かん桶おけ。それらがまるで墓標のように大地を覆おおい尽つくしている。

「ずいぶんと悪あく趣しゆ味みだな」

「ふふっ……ここがどこかわかるかしら？　ここはもう、さっきまでの塔とうの上じゃない。まったく別の場所よ。こんな《魔ま法ほう》は見たことがないでしょう？」

「幻げん惑わくの《魔法》……いや、ちがうな」

　俺の【絶魔法】は、幻惑系の《魔法》をすべて無効化する。

　しかも俺自身、なにかの《魔法》による妨害を受けた感覚は一いつ切さいなかった。となれば、干かん渉しようされたのは俺ではなく──

「ここは、すべてがあたしの思い通りになる、あたしの世界よ」

「世界を上書きする《魔法》だと？　そんな《魔法》は存在しない」

「ええ、存在しなかったわ。だから創ったのよ」

　イオナの誇こ大だいな言葉を、俺は決して笑い飛ばさなかった。

　この女なら──それは決して妄もう言げんにはならない。

「【理の創造主】……《魔法》を新たに創造する力か」

「ご明察ね、神官」

　おそらく、この世界でただひとりの《スキル》。

　まさに神をも恐おそれぬ力。

「あたしは《魔法》を使うことよりも、実は創つくることのほうが得意なのよ。あたしに創り出せない《魔法》はないわ。つまり神官のあんたに癒してもらわなくても、あたしは自分の傷を自分で癒すことができた。けど、あえてそうしなかった。なぜだかわかる？」

「わからないな」

「あんたがあたしに尽くす姿が、無様で滑こつ稽けいでたまらなかったからよ！　あははっ!!」

　イオナは頰を歪めて哄こう笑しようした。

　醜悪さもここまでくると、いっそ清すが々すがしいほどだ。

「ふふっ……ここはなんでもあたしの思い通りになる世界。さっそくだけど……あんたはそこで指一本動かさないで」

　イオナがそれを口にした瞬しゆん間かん、俺の身体からだは金かな縛しばりにあった。

　指一本どころか、瞬まばたきすらできない。たしかに、この世界はイオナの思い通りになるらしい。

　だが俺は、大きくため息をついた。

「それだけか？」

　ぴたりと、イオナの笑い声が止んだ。

「なんですって？」

「こんな紛まがいものの風景を作り出す程度が、お前の全力か？」

「強がりを……！　いいわ、ならすぐに愛いとしの女に会わせてあげるわ……！」

　ぱちん、とイオナが指を鳴らした。

　するとイオナの眼前に、拘束されたシルファの姿が現れた。

　拷ごう問もん器具の鎖くさりが大地から伸のび、シルファの全身を空中で固定していた。

「あたしの【ワールド・エミュレイター】の効果範はん囲いは、この塔すべてよ」

「れ、レイズ……」

　どうやら階下にいたはずのシルファまで、イオナの疑ぎ似じ魔法世界に取り込まれてしまったらしい。しかし、なぜアージュではなくシルファのほうを選んだのか。

「さて……ひとつ質問なんだけど、あんたは、なぜここに来たの？」

　イオナは首を傾かたむけ俺を眺ながめている。

　その仕草の奥に隠かくされた真意がなにか、俺は推測する。

「ふふっ……あたしに招待されたから来た、と言いたいところでしょうけど……残念ながらね、あたしの主しゆ賓ひんはね、あんたじゃないのよ」

　イオナが拘こう束そくしたシルファを手招きした。

　鎖が生き物のように伸しん縮しゆくし、シルファをイオナのもとへと差し出した。

　イオナは愛おしそうにシルファの頰をなぞり、顎あごに手をやる。

　リザを殺したあの女のおぞましい手が、今度はシルファに触ふれている。

「これがなにか、あんたにはわかるかしら？」

　イオナがローブの懐ふところから、なにかを取り出した。

　それは黒く尖とがった骨のような形をしており、幾いく重えにもねじくれていた。

　それを見たシルファが目を見開く。

「それは……お父さんの……!!」

「正解。これはね、魔王の角よ」

　イオナの禍まが々まがしい笑えみに、シルファの顔から血の気が引いた。

　そのとき、俺の心臓がひときわ大きく脈打った。

　反応している。間違いない。

　あれは本物だ。本物の、この心臓の持ち主の一部だ。

「ちゃんと標本は保存しておくべきよね」

「うううっ、あああああああああ……!!」

　シルファが怒いかりを堪こらえられず暴れるが、イオナの操あやつる鎖はびくともしない。

「あたしたちは、魔王の死体を保管している。もちろん、この場所じゃない、べつのところにね。でも魔王の力を使うには、それだけじゃ足りない。もっと素材が必要であると考えたのよ。たとえば……そう。魔王の血を継ついだ娘むすめとか、ね」

　俺の脳のう裏りには、この塔のなかでさきほど目もく撃げきした、魔物の部位を保存した研究室の光景が蘇よみがえっていた。

　あの研究の対象は、魔物だけではない。

《七人の勇者》が魔王城に攻せめ入った本当の目的。

　シルファを逃にがし、そして姿を消した魔王の真相。

　ようやく合が点てんがいった。

「ねぇ神官、知っているかしら？　千年以上前、この世界はもともと魔族のものだった。それどころか、《魔法》という力を生み出したのも、人間ではなく魔族なのよ」

　いつかシルファが語っていた話と似ていた。

　この世界の成り立ち。人間や他の種族がどのようにして生まれたのかは、多くの謎なぞに包まれている。だがイオナが口にした言葉は、なぜか強い確信に満ちていた。

　まるでその目で見てきたかのように。

「だから、あたしたち《七人の勇者》が成し遂とげたことには、世界を救うとか平和とか、そんなちっぽけなものより、もっと大きな意味がある。そう、人間はもっと変わることができるのよ。それこそ、かつて世界を支配していた魔族のようにね」

　イオナが指先でシルファの唇くちびるをなぞる。

　身動きの取れないシルファは、必死に耐たえるしかない。

「あははっ！　でもようやく手に入れたわ！　これであたしの《魔法》は、より究極に近づく！　ふふっ……あたしのこの【ワールド・エミュレイター】も、使用時間に難があってね。魔王の力を得れば、無限に世界を作り変えることも……。ねぇ、すごいと思わない？　そうしたら……苦しみを永遠に与あたえ続けることだってできるのよ！」

　イオナは恍こう惚こつとした顔で狂きよう喜きする。

　だが俺は、そろそろ茶番に付き合うのも飽あきていた。

「お前のくだらない妄想など、俺にはどうでもいい」

「はっ……つまんないわねぇ。もうすこし賢かしこい男だと思っていたけど、この状じよう況きようが理解できていないようね。指一本動かせないくせに、なにを強がっているの？」

「そんな必要はないさ」

　俺は意識を、自分たちがいるこの場所、この世界そのものに集中させた。

　この手はかつて、癒いやしの手だった。

　だが今はちがう。

　この手はすべてを否定する。

　この手はすべてを、破壊する。

「【オルタ・キュア】──世界よ、砕けろ」

　パキィン──

　燃え盛さかる空に、赤い焦しよう土どの風景に、亀き裂れつが走る。

　直後、すべてが教会のステンドグラスのように、無数の光こう彩さいを放ちながら粉々に砕くだけ散った。

　ほんの一瞬で、周囲にはさきほどまでの塔の最上階の光景が広がっていた。

「そ、そんな……!?」

　イオナが最大級の狼ろう狽ばいを見せ、後ずさる。

　滑稽だ。俺の能力を、根本的に見誤っている。

「まさか……あんたとあたしの力が互ご角かく……？　そんなことありえないわっ!!」

「互角だと？　なにを勘かん違ちがいしている」

　俺はくつくつと笑い、肩かたを揺ゆらした。

「俺がお前に言うことは、たったひとつだけだ」

　イオナが慌あわてて【アビスウォール】を展開する。どんな天変地異の一撃すら防ぐであろう最上位の防ぼう御ぎよ魔法。

　だが関係ない。

　次の瞬間、俺は転移魔法でイオナの眼前に出現した。

　イオナが限界まで目を見開く。

「俺のシルファに、手を触れるな」

　零ゼロ距きよ離りで【オルタ・キュア】を発動。

　シルファの全身を縛っていた鎖と、シルファに触れていたイオナの腕うでが、同時に弾はじけ飛んだ。

　肘ひじの先から千切れた腕を、イオナは信じがたいように見つめた。

「いぎゃああああああああああああああああアアアアアアアアアアアアぁっ……[image: かんたんふ]」

　遅おくれて耳みみ障ざわりな悲鳴を上げた。

　血が噴ふき出す腕に、みずから回復魔ま法ほうをかける。だが痛みや止血はできても、すぐに修復することはできない。

「ひれ伏ふせ。お前の目の前にいる、ただの神官に」

「ひっ……！　く、く、来るなっ……!!」

　イオナがでたらめに【ヨタフレア】を連発する。だがすべてが【オルタ・フォース】によって威い力りよくが消しよう滅めつする。

　だが炎ほのおを煙えん幕まくとし、イオナが姿をくらます。同時に膨ぼう大だいな魔力の収束を感じた。

　途と端たん、空が暗く覆おおわれた。

　さきほどの【ワールド・エミュレイター】ではない。

　俺は天を仰あおいだ。そこに、景色を変えるほどの物体が出現していた。

「あははははっ!!　ゆ、油断したわね……!!」

　灼しやく熱ねつに燃え盛さかる巨きよ大だいな岩。

　その大きさは、目測では到とう底てい測りきれない。ひとつの城ほどもある。

「あたしの創り出した最大威力の攻こう撃げき魔法──【メテオ】よ!!　ここに墜おちれば、なにもかもが消し飛ぶわ!!」

　イオナが唾つばを飛ばしながら吠ほえる。

「みんなまとめて死ぬのよ!!　ひ、ひひっ、残念だったわねぇ!!」

　イオナの瞳ひとみは狂気に染まっている。

　だが所しよ詮せん、それは弱者の──人間の狂気に過ぎない。

　転移魔法でシルファとアージュを連れて逃げることもできる。だがそれでは目的を果たしたことにはならない。

　なにより、この女には徹てつ底てい的に理解させる必要があった。

　絶対的な差というものを。

「レイ、ズ……」

　俺の腕のなかでぐったりとしたシルファが、弱々しく呻うめいた。

　目に見える負傷はないが、ひどく消しよう耗もうしている。

　あのイオナの【ワールド・エミュレイター】内で、拘束される前に抵てい抗こうする体力を奪うばわれたのだろう。

「レイズ……ありがとう。わたしを……助けて、くれて」

「俺は、俺のものを取り返しただけだ」

「うん……それが、嬉うれしい……」

　シルファは微笑ほほえみ、俺の手を握にぎった。

「レイズ……わたしを、使って……」

「いいのか」

「うん。だってそれが……わたしのすべて。わたしはもう、レイズのものだから」

「そうか。ああ、そうだったな」

　俺はシルファの唇を奪った。

　口内に彼女の体液が流れ込み、俺の身体からだに取り込まれていく。それは俺にとって、あらゆる痛みと苦しみを遠のかせ、無む尽じん蔵ぞうの力をもたらす血だ。

　大地が、大気が、世界が震ふるえていた。

　灼熱の隕いん石せきの輪郭はさきほどよりも遥はるかに巨大化し、視界を完全に覆い尽つくそうとしていた。あと数十秒も経たたず、ここに墜ちる。

　墜つい落らくすれば塔とうはおろか、この一帯そのものが消し飛ぶにちがいない。

　けれど、恐おそれるものはなにもない。

　俺とシルファは手を重ね合わせ、ふたりで空に向かって手をかざした。

　できることはすでにわかっている。

　だから、跡あと形かたもなく消し飛ばそう。

「【オルタ・キュア】──星よ、砕けろッ!!」

　光が世界を覆い尽くした。

　凄すさまじい轟ごう音おんが、すべてを圧おし潰つぶす。

　灼熱の隕石が、遥か上空で粉々に砕け散った。

　いくつも生まれた流星が彼方かなたの地上へと降り、空中で燃え尽きていった。




　　　　△▼




「そんな…………噓うそ、よ……」

　イオナは唇を震わせ、愕がく然ぜんと砕かれた【メテオ】を見上げている。

　そして思い出したかのように俺の存在に気づくと、恐きよう怖ふに染まった顔で、ふたたび攻撃魔法を詠えい唱しようした。

　だが、なにも起こらない。

「え……？」

「驚おどろいているようだな」

「な……なにを……あんた、あたしになにをしたの!?」

「目障りなお前の魔法を封ふうじただけだ。俺が【オルタ・フォース】で弱体化できるのは、なにも発動した《魔法》や攻撃だけではない」

「なにを……言ってるの……」

「自分で自分の能力を見てみるがいい。伝説の魔法使いならその程度はできるだろう？」

　俺が教えてやると、イオナは怪け訝げんな表情でそれを確かめた。

　直後、イオナが愕然とする。

「な、なによこれぇ……!?」

　俺の頭の中にも、それはしっかりと浮うかび上がっていた。





《クラス》


【魔法使い】






《スキル》


【戦せん闘とう経験】……無効

【無詠唱】……無効

【多重起動】……無効

【魔力増ぞう幅ふく・冥めい】……無効

【天てん賦ぷの叡えい智ち】……無効

【魔力解体】……無効

【魔法隠いん蔽ぺい】……無効

【理の創造主】……無効






《魔法》


【ヨタフレア】……使用不可

【ヨタブリザード】……使用不可

【ヨタサイクロン】……使用不可

【ヨタライトニング】……使用不可

【ヨタジオイド】……使用不可

【エア】……使用不可

【アビスウォール】……使用不可

【ワールド・エミュレーター】……使用不可

【メテオ】……使用不可

【詳しよう細さい不明】……使用不可






……






　イオナの持つすべての《魔法》および《スキル》が、封印されていた。

「俺は、お前の能力そのものを弱体化した」

「あ、ありえないわっ！」

「なら試ためしてみればいい」

「くっ……！　【ヨタフレア】っ！」

　イオナは殺意に満ちた形相で俺に手を向ける。だがなにも起こらない。

　その手からは、わずかな火の粉こすら生じることはなかった。

「なによこれなによこれなによこれぇえ……!?　そ、そんなの噓よ！　あ……あたしの、あたしの偉い大だいなる才能が……!!」

　俺はもはや聞くに堪たえず、イオナに【オルタ・キュア】を発動した。

　その肩の肉が弾け、鮮せん血けつが飛び散る。

「がっ……！　あ、あたしには万ばん能のうの防御スキルが……!?」

「言ったはずだ。お前の能力そのものを弱体化したと。もはやお前は、魔法使いですらない。ただの無力な人間だ」

　俺はわざと照準をずらし、【オルタ・キュア】を連続で放った。

　イオナの身体が鞭むちに打たれるように跳はね、その度たびに血ち飛沫しぶきが舞まい、魔女帽ぼう子しとローブが無残に斬きり裂さかれる。

　弱い、弱い……弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い弱い──

「お前の力など、比べるまでもない」

　気づけばイオナは血まみれになり横たわり、痙けい攣れんしていた。

　すでに雌し雄ゆうは決していた。

　俺が無言で見下ろすと、イオナは這はいつくばって必死に逃にげ惑まどう。

「や、やめて!!　降参……降参するわっ!!」

　血と涙なみだと鼻水で顔面を汚よごしながら、イオナが懇こん願がんする。

　すでに先刻までの余よ裕ゆうや優ゆう雅がさは欠片かけらもない。醜みにくく生にしがみつくだけの女だった。

「降参だと？　いったい、誰に向かって言っている」

「だからそのっ……と……取引しましょう！　あ、あたしは《七人の勇者》のことをよく知ってるわ！　あんたに有用な情報を提供できるわよ!?　な、なんなら、あんたの仲間になってやってもいいわ……!!」

　俺が手を上げると、ひっ、とイオナが悲鳴に喉のどをつまらせる。

「や、やめて……殺さないで…!!」

「誰が素す直なおに殺すと言った」

「…………え……？」

「言ったはずだ。俺は、お前のすべてを奪う、と」

　イオナはなにを言われているのかわからず、呆ぼう然ぜんとしている。

「俺はお前の意思を殺す。お前の自由を殺す。お前の希望を殺す。お前の過去を殺す。お前の今を殺す。お前の未来を殺す。お前の快楽を殺す。お前の幸福を殺す。お前の幸運を殺す。お前の平へい穏おんを殺す。お前の眠ねむりを殺す。お前の目覚めを殺す。お前の富を殺す。お前の利益を殺す。お前の夢を殺す。お前の人生を殺す。お前の存在を殺す。お前の命以外のすべてを、殺す」

　イオナは震え上がり、後ずさる。

　その顔に広がっているのは、完全な未知に対する恐怖。

「先ほど教えたことを覚えているか？」

「な、なにを……」

「【レクイエム】で魂たましいを完全に救済するには、その対象を癒いやした経験が必要だ、と」

「だから……なによ……」

「これは魂に安息を与あたえる力。安息の反転がなんなのか、存分に想像するがいい」

　イオナの顔に、ゆっくりと驚きよう愕がくと混乱が広がる。

「いや……いやいやいやいや!!　お願いやめてやめてぇ!!」

　俺はイオナの顔を摑つかみ、動きを止めた。

「ぎゃっ……！」

　俺の反転魔ま法ほうの中で唯ゆい一いつ、これだけは直接触ふれなければ使うことができない。

　そしてもっとも重要な条件は、すでに満たされている。あのときイオナが勝ち誇ほこったとおりに。

　その対象を癒したことがある、という条件を。

「お前のすべてを、俺が書き換かえる」

　指の隙すき間まから覗のぞくイオナの瞳ひとみに、絶望が満ちる。

「お前の意識と魂を、肉体から切り離はなし、封印する。お前は俺に隷れい属ぞくする人形の中に永遠に閉じ込められる。だが安やすらぎはないぞ。俺はお前を道具として使い続ける。四し肢しが千切れようと臓ぞう腑ふが焼き尽つくされようと、何度でもお前を再生する」

　それが俺の復ふく讐しゆう。

　死など生なま温ぬるい。

　与えるべきは、死を超こえた永遠の地じ獄ごく。

「お前は未来永えい劫ごう、その人形の中で苦しみを味わい続ける。リザを殺した罪を、これまで殺してきた者たちのことを、永遠に懺ざん悔げし続けろ」

「いやよ……やだ……やめて……いやいやいやぁ！　やめてやめてやめて、やめてぇえええええええええええええええええええええええ!!」

　俺は一片の慈悲もなく、イオナに反転魔法を発動した。




「【オルタ・レクイエム】──お前の魂に永遠の地獄を」




　雷らい撃げきに打たれたように、イオナの身体からだが跳ね上がった。

　俺が手を離すと、イオナは力なく地面に倒たおれ、ぐったりと横たわる。

　力を行使した結果がいかなるものか、確かめるまでもなくわかっていた。

「起きろ、人形」

　俺の命令とともに、イオナが──正確には、さきほどまでイオナだったものが、パチリとまぶたを開いた。

　すっと身を起こすと、俺に向かって直立不動で背を伸のばした。

「ご命令を、ください」

　一いつ切さいの感情が消えたイオナの瞳。

　これは、魂と肉体が分ぶん離りした人形だ。

　イオナはこの人形の中で、生きていたときとまったく同じように、すべてを知覚し続けている。痛みも苦しみも、熱さも冷たさも、恐きよう怖ふも屈くつ辱じよくも。そのすべてを味わいながら、本人はなにひとつ抗あらがうことはできない。

　これは人形であり、未来永劫の牢ろう獄ごく。

　終わりのなき絶望を与え続けるための処しよ刑けい台だ。

「クク……ハハハハッッ!!　アハハハハハハ!!　クハハハハハハハっっっ!!」

　俺は全身の血がたぎるままに叫さけび続けた。

　この世界に対して、俺がここにいることを、ひとつの復讐を成し遂とげたことを、高らかに宣言したかった。

　ようやく、ひとつの決着がついた。

　だが、まだ終わりではない。

　俺が煉れん獄ごくをもたらすべき存在は、まだこの地上にいる。それを果たすまで、この血を満たす激情が冷めることはない。

　俺の復讐は、まだ始まったばかりなのだから。








エピローグ









《魔女の塔とう》が崩くずれ落ちていく。

　その光景を、俺とシルファは遠くから眺ながめていた。

　そして俺の傍かたわらには、みずからの塔を、その極大魔法で完かん膚ぷなきまでに破は壊かいした人形──イオナ・ヴァーンダインの成れの果てがいる。

「終わったね……レイズ。よく、がんばったね」

　シルファの労ねぎらいにも、俺は表情ひとつ変えなかった。

　俺の中にある憎にくしみと後こう悔かいの灯ひは消えていない。

　なぜならこれは終わりではなく、始まりだからだ。

「んっ……」

　ふと、アージュがゆっくりとまぶたを開いた。

「気がついたか？　もう大だい丈じよう夫ぶだ」

「レイズ……さま……？　……って、あ、あああああ、こここれは……！」

　アージュは突とつ然ぜん頰ほおを赤らめ、ひどく取り乱した。

　俺が抱だきかかえているこの状じよう況きように、そんなに驚おどろいたのだろうか。

「れ、レイズ様……！　い、いけません。こ、このような恰かつ好こうは……」

「嫌いやだったか？」

「い、いえ！　むしろ、その……光栄ですが……と、とにかくもう大丈夫です、ひとりで立てますので……！」

　言葉通り、アージュはシルファに手を借りながら地面に降り立った。

　ふたりとも無事だ。そしてここでの目的は果たした。

　すべて完かん了りよう……と思いきや、ふと俺は思い出した。

「いや……まだひとつ仕事が残っていたな」

　ひどくつまらない仕事だ。わざわざ俺がやるまでもない。

「せっかくだ。この人形に役に立ってもらおう」

　俺はイオナに【キュア】を発動した。

　千切れたイオナの腕うでが瞬しゆん時じに再生し、復元する。俺がさきほど封ふうじた《魔法》と《スキル》も、すでに解除しておいた。

　これからいくらでも使い倒してやろう。これはその手始めだ。

　イオナの探知魔法で、その老人の居場所はすぐに捜さがし出せた。

　忌いまわしき《七人の勇者》に比べればとるに足らない存在だが、アージュを苦しめた報むくいは、受けさせなければならない。




　　　　△▼




　魔女の塔からたいして離はなれてもいない森の中に、その老人はいた。

　手足の骨と腱けんが断たれたゼオラルは、地面を這はい、わずかでも遠くに逃にげようとしていた。俺はシルファたちとともに、イオナの飛行魔法【エア】を使い、逃げ惑まどうゼオラルの目の前へと降り立った。

「どこへ行くつもりだ？」

「ひぃぃぃぃぃぃいっ!?　き、貴様!?」

　ゼオラルは目を剝むき、じたばたと身体を暴れさせる。

　首を捻ねじ曲げてなんとか俺を仰あおぎ見る。

　だが俺の隣となりに立っているイオナを目にすると、その狼ろう狽ばいが困こん惑わくに変わった。

「い、イオナ様……？　なぜそやつと……」

　ゼオラルはなにを勘かん違ちがいしたのか、一転して歪ゆがんだ喜びを全身にあらわす。

「な、なるほど！　そういうことでしたか……！　それならば、儂わしもお前の……いや、ぜひあなた様のお仲間に！　ど、どうかこれまでの無礼をお許しください！」

　愚おろかさも度を越こすと滑こつ稽けいだ。

　こんな痴しれた生物、俺が手を下すまでもない。

　イオナに対して、やれ、と一言だけ命じた。

「承知しました」

　イオナがゼオラルに向かって手をかざす。

　その意味を、ゼオラルは最さい期ごの瞬間まで理解することはなかった。

　最上位炎ほのお属性攻こう撃げき魔法【ヨタフレア】が発動。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ……!!」

　イオナの放った煉獄の炎が、しなびた老人を灰と化すまで焼き尽くした。




　　　　△▼




「──アージュは、これからどうする」

　静かに黙もく禱とうを捧ささげていたアージュに、俺は尋ねた。

　アージュは疲ひ弊へいした顔で笑えみをつくり、首を振ふった。

「わかりません。ですが、もう聖女としての務めを果たすことはできません。すべてが偽いつわりだと知ってしまった今では……」

　アージュもまた俺と同じだ。

　信じていたものに裏切られ、道を失った。

「ねぇ、アージュ、レイズ。すこしだけ……わたしに付き合ってほしい」

　そんなことをシルファが言うのは、出会ってからはじめてのことだった。

　俺は不思議に思いながらも、当然だとうなずいた。

「みんなと一いつ緒しよに、行きたい場所があるの」




　　　　△▼




　その日──降り注いだ流星を、多くの者が目撃していた。

　汗あせだくで畑を耕す農民、舞ぶ踏とう会で酒しゆ杯はいを傾かたむける貴族、神に祈いのりを捧げる牧師、小さくも温かい食卓を囲む若い母親と小さな娘むすめ。

　世界を救いし英雄、伝説の勇者もまたそのひとりだった。

「ディーン。なにを見ているのですか？」

　城の豪ごう奢しやな一室。夜風にあたりながら星空を見上げる青年、ディーン・ストライアは、凜りんとした少女の声に振り返った。

「流星を見たか？　なかなかに神しん秘ぴ的てきな景色だ」

「いいえ。星など興味ありませんから」

　いつもと変わらぬ様子で、少女は淡たん々たんと答える。

「なにか状況に変化が？」

「イオナ・ヴァーンダインが敵の手に落ちた。まさか、あのイオナの【メテオ】を砕くだける者がこの世界にいたとはな。長生きはするものだ」

「では、これからは《六人の勇者》とお呼びすればよいですか？」

　少女の辛しん辣らつな口調。だがディーンは口元を緩ゆるめる。

「好きにすればいい。だってあんたは、この国の王女なんだからな」

　純白のドレスに身をまとい、光り輝かがやくような美び貌ぼうを授かりし少女。

　このグランダレム王国の第一王女レフィア・グランダレムが、勇者に近づいた。

「あなたがたを脅おびやかす敵が現れた、という理解でよろしいですか？」

「脅かすかどうかは、やってみなければわからないな」

「この世界のすべては、私たちのものです」

　レフィアは冷たく鋭するどいまなざしで、眼下にある地上の光景を見下ろした。

「王女レフィア・グランダレムが命じます。立ちはだかるすべてを殺し、滅ほろぼし、根絶やしにしなさい」

　命じられるまでもない、とディーンは口元に深い笑みを刻んだ。

　でなければ、時代遅おくれの魔ま王おうから世界を奪うばった甲か斐いがない。

　ディーンは聖せい剣けんの柄つかに手を当てながら、あの神官のことを考えた。

　次に会うときまで、ぜひ生きてもらわなければならない。

　なぜならば、勇者とは、魔王を殺すために存在するのだから──




　　　　△▼




　空の玉座は、誰だれかの帰き還かんを待っているようだった。

　すべてが朽くちた城のなかに、俺たちは立っていた。

　俺とアージュにとっては、当然ながら初めて訪おとずれる場所だ。

　だがシルファだけはちがう。なぜならここは、彼女にとって帰るべき『家』だったからだ。

　魔王城最さい奥おう──玉座の間。

　あちこちが崩ほう落らくし、廃はい墟きよと化したこの城。

　ここが、シルファが俺たちを連れて来たかった場所だった。

「シルファ、ここが懐なつかしいか？」

「うん。でも……大丈夫。わたしは、レイズのそばにいられるだけで十分」

　そう答えたシルファの横顔には、一いち抹まつの寂さびしさが滲にじんでいる。

　なにも感じないわけはない。ただそれを見せまいとしているのだろう。

　シルファは気丈で優やさしい子だ。リザもそうだった。

「実は……前から考えていたことがある」

「なんだ？」

「わたしは……レイズが目的を果たしたら、いつかこの魔王城を再興する」

「え……」

　シルファの決意に、アージュも俺も驚いた。

　シルファは魔王の娘であり、魔族の王女だ。

　仲間たちすべての命と、種族の行く末を負っている。

　勇者の『種族浄じよう化か宣言』により生命を脅かされている魔族が、安心して暮らせる場所が必要だった。

　シルファなら、きっとできるだろう。

　それこそこの城だけではなく、もっと大きな土地を治めることも。

「そのときは、俺も力を貸そう」

「わ、私も……できることをいたします！」

「ありがとう、ふたりとも」

　シルファはもう覚悟を決めている。俺と同じように。

「シルファ、アージュ……改めて、聞いてほしい」

　これから起きることを、ここで宣言しておきたかった。

　この魔王の玉座の前で。

「俺は、《七人の勇者》に復ふく讐しゆうする」

　それがすべてだ。俺が生きる意味も、希ねがうことも。

　リザを殺し、そして今もなお新たな悲しみを生み出そうとしている元げん凶きようを、この地上から抹殺する。それを成し遂げなければならない。

　たとえ俺が、レイズ・アデッドという存在から変わり果てようとも。

　俺はその結末を望む。

「すまない、アージュ。俺は君を巻き込んでしまった」

「いいえ……むしろ、レイズ様とともにいられて、私は幸せです。どうか、お手伝いさせてください。レイズ様のためなら……私はどんなことでも……」

「……ありがとう、アージュ」

　俺とアージュが不器用に見つめ合っていると、突とつ然ぜんシルファが割って入った。

「アージュは、やっぱりレイズのことが好き」

「そ、それは……！」

「でも、わたしのほうがもっとレイズを好き。もちろん、アージュのことも嫌きらいじゃないけど」

「あ、ありがとう……ございます」

「だから、ちゃんと公平にレイズを分け合ったほうがいい」

「わ、分け合うとは……!?」

「わたしはもうレイズと夜をともにした。だから次は、アージュの番」

「!!」

　その物言いは、清らかな聖女にはひどく衝しよう撃げきだったのかもしれない。

　アージュは耳まで真っ赤にし、しどろもどろになってうろたえた。

「わ、私は聖女であって……その……！　決して、そのような行おこないは……!!」

「いらないなら、全部もらう」

「！　そ、それはいけません！　わかりました。で、では、私も……ですが、な、なにぶん初めて経験することなので……」

「じゃあ、初めては一緒にやればいい。三人で」

「さっ……!?」

　アージュが助け船を求めるように俺を見る。俺はとくに考えもなく答えた。

「そうだな。三人でやっていこう」

　くらり、と傾いたアージュをシルファが抱だきとめる。

　なにやらふたりで仲良く盛り上がっている。彼女たちの友好関係は順調のようだ。

　俺は朽ち果てた巨きよ大だいな玉座を見上げた。

　かつてここに座っていた者が、俺の胸のなかにいて、今も鼓こ動どうを続けている。

「お前の望みも、俺が代わりに果たそう」

　俺は自分の心臓に──魔王に対して宣言した。

　これまで癒いやしてきた傷の分だけ、壊こわし続けよう。

　これまで救ってきた命の分だけ、殺し続けよう。

　それが俺の果たすべき責任であり──たったひとつの生きる目的。




　神がやらぬのなら、魔お王れがやる。





［了］










あとがき









　読者の皆みな様さま、初めまして、または大変おひさしぶりです。

　来き生すぎ直なお紀きです。

　今回は約三年ぶりくらい（※龍りゆう皇おう杯はい除く）の新作となります。

　ひとつのシリーズから次のシリーズまでこれだけ時間が空いてしまうのは、ひとえに作者の力不足という理由でしかなく、大変お恥はずかしい限りです……。

　それでも「次の本でまたお会いしましょう」と書いて、またちゃんとお会いできるのは素直に嬉うれしく、幸運だなぁと思います。




　さて、皆様は「ヒーラー」という言葉にどんなイメージをお持ちでしょうか？

　基本的にはゲームの役割（＝ロール）の名前として用いられ、アタッカー（攻こう撃げき役）、タンク（壁かべ役）、ヒーラー（回復役）というのが有名ですね。特に最近はソーシャルゲームでも多く登場しており、だいぶ広く認知されているように感じます。

　ただ、ヒーラーの回復といっても色々あります。

　蘇そ生せい、状態異常回復、全体回復、継けい続ぞく回復、ＭＰ回復……

　はてはヒーラーがバッファーも兼かねたりしている場合もあります。（ちなみに某ぼう超ちよう有名スマートフォン向けＲＰＧには、ＨＰとＮＰとスターを毎ターン供給しながら全体無敵を張りつつ味方に超ちよう絶ぜつバフをかけられる魔ま術じゆつ師しがいますが、あれはなんなんでしょうね？　当時は大変な数の諭ゆ吉きち様がお亡くなりになりました）

　ゲームにおいてはアタッカーやタンクと並んで、ヒーラーの役割が重要なのは周知のことですが、ゲームの難易度が上がったり複雑化していくにつれて、しだいに「それ以外にもなにができるかが重要」になってきたりします。「アタッカーだけど回復できる」とか「硬かたいヒーラー」とかですね。

　これらはキャラクターやユニットの性能を魅み力りよく的に見せるためには効果的ですが、場合によってはインフレの始まりだと捉とらえられたり、ロールとはなんだったのかみたいにゲームデザインの歪ゆがみに直面するリスクもあるので、なかなか難しいところですね。もうあいつ一人でいいんじゃないかとなると、色んなキャラクターを駆く使しするゲームでは好ましくないですからね。

　ともあれ、そういった進化や多様化により、ヒーラーというのは今後も様々なゲームや物語のなかで、活かつ躍やくし続けていくのだと思います。




　では、本作における主人公、レイズはヒーラーなのか？

　という問いについては、そうでありつつ、そうではないというところでしょうか。

　先述のロールで喩たとえると、レイズはヒーラーでありアタッカーありタンクでありバッファーでありデバッファーでありその他エトセトラである、というのが実際のところです。まさしく、もうあいつ一人でいいんじゃないか状態です。ま、まあ本作はゲームではないので大だい丈じよう夫ぶでしょう、たぶん……。

　レイズ自身が作中でも言っている通り、「一人で十分」なのです。

　それが変わることがあるのか、はたまたそこが弱点になりうるのか。

　それともレイズは、そんなことはモノともしないのか。

　今後の物語でどうなるのか、それは作者にもまだわかりません。ということで、できれば読者の皆様とそれを一いつ緒しよに追っていけたらいいなと思います。




　ここからは謝辞タイムです。

　担当編集の岡おか崎ざき様。凄すさまじく冴さえたブレインで作品の進むべき道を照らしていただき、誠にありがとうございました。イラストレーターの柴しば乃の櫂かい人と様。もうなんというか、感服しかございません。畏おそれ多おおいほどの最高のアートを提供していただき、本当にありがとうございます。またデザイン、校正、製版、印刷、携たずさわってくださったすべての方々に深くお礼申し上げます。




　それでは、またどこかでお会いできたら幸いです。


二〇一九年　九月　来生　直紀
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